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第一章『雌めん鶏どり』





　英雄に、憧あこがれていたんだ。



　幼い頃ころからずっと。いまもずっと密ひそやかに。

　皇帝の左手、五英雄のような人間になりたいって。

　皆の賞賛を浴びたい、とか、ちやほやされたい、とかじゃなくて、ただ純粋に、強くなりたかった。誰だれにも負けない強さ、かっこよさ。そんな、男の子なら誰でも一度は希ねがうものを、負けじと欲しがっていた。

　それが本当に子供じみた夢で、分不相応な願い事で、空に輝く星のように決して届かない存在だったってことを知ったのは、いつごろだったろう。自分の足じゃ走っても走っても距離なんて縮まらないと知ってしまったのは、いつごろだったろう。

　引き返したって遅くないんだ。生きていく術すべは、すでに与えられている。

　潔くあきらめればいいのに。

　なのに、自分は終わりのない道の途中にいる。走ろうともせず、歩く気持ちすら削そがれて、でもあの星がとてもきれいだから、ずっと立ったまま空を見上げているんだ。

　近づこうともせず。

　背を向けようともせず。

　立っていても、星は近づいてこないのに。



　英雄に、憧あこがれていたんだ。



　　　＊＊＊



「うわっ！」

　とっさにのけぞってネイブは尻しり餅もちをついた。その顔が一瞬前まであった空間を、人の手の形をした真っ黒な『エレメント』が駆け抜けた。

　そこは狭い裏路地だった。右手には三角屋根の建物が軒を連ね、左手の石壁とともに陽光を遮ってじめじめと暗い。ふらふらと歩いていた襤ぼ褸ろ男を突き飛ばし、盗品でごつごつと膨らんだ袋を背負った二人組は舌打ちをした。

「クソがっ！」

「構ってる場合じゃねえ！　逃げるぞ！」

　叫ぶと同時、黒い手のエレメントは煙のようにかき消えた。前を行く二人組は懐から光り物をはみ出させ、我先にと走っていく。ネイブは転がったまま呻うめいた。

「に、逃げられる……！」

　と。

「バカ野郎、どけっ！」

　尻餅をついたネイブをさっと飛び越す影。紫の長い髪が風になびいた。イドだ。激しい、女にあるまじき形ぎよう相そうで、イドは前の空間に向かって叫んだ。

「“〝ビョーク”〟！」

　するとそこに一条の煌きらめきが走った。煌めきは幾いく重えにも分かたれて生き物のように這はい回り、一つの輪郭を形成した。『エレメント』の顕現である。

　燃えるような赤がその表面を覆う。それは三つ首の闘犬だった。ぴんと尖とがった耳、細くしまった胴は森を駆ける狩人のそれだ。風が吹き、その真っ赤な毛並みを揺らすと、それは揺らめく炎のようにも見えた。

“〝ビョーク”〟は牙きばを剥むきだして三重の唸うなり声を上げるや、どうと地を蹴けった。

　続いてネイブの脇わきを走り抜けたのはグランだった。ごつい体な躯りにあるまじき身軽さだ。灰をかぶったような髪を逆さか立てて、珍しく真剣な表情だった。

「殺すなよイド、足止めだ。シエルはもうやってるぞ」

　最後に飛び出したのはシエルだ。きらきらと陽光をはじく栗くろ色いろの髪。華きや奢しやな体つきに、まだ幼さの残る面立ち。彼女はなにかまじないのようなものを唱えていた。その肩には砂色をしたネズミ――目が一つ二つ三つ四つ。限りなくネズミに似たなにか。

　身を低くして疾走しつつ、シエルは澄んだ声を張った。

「『地母よ！

　大地の治者、地母ノムリアよ！

　そのふところにて色あせぬ、地の虹にじの理ことわりをここに示せ！

　われら汝なんじの両の手に乗るものなり！　右なるは〈黄〉！』　イド！」

「ちっ、わかったよ！　『左なるは〈赤〉』！」

「『熔け混ざれアマルガ』」

　シエルが歌い上げるように唱えると、砂色のネズミと赤犬ビヨークの姿が、すう、と薄まった。

　二つの姿は互いに近づいていき、触れたとたん空中でぐにゃりと溶けて混ざりあった。刹せつ那な、夕日のように鮮やかな橙だいだい色いろの光こう条じようが放たれ、第三のエレメントが誕生する。

　ずん、と地響きを立てて降り立ったその姿は、土くれの人形だった。朝露に濡ぬれたような土の肌、角張った体。両手のそれぞれ四本の指はまるで子供の作った泥細工のように不ふ揃ぞろいだ。樽たる型の顔はつるりとしていて、目も鼻も口もない。久方ぶりの空気を吸うように、それは大きく腕を開いて天を見上げた。

　シエルは臆おくせずそのエレメントに呼びかける。

「久しぶりね、“〝ゴールトン”〟！　早速だけど、あの二人組を足止めして欲しいの！」

　土人形は返事すらせず、その切株のような両腕をゆらりと振りかぶった。細かい土がぱらぱらと剥はがれ落ちる。

　もう仕事は終わったとばかりに、追うのをやめたイドが横目でシエルを見た。

「おうおう愛あい想そねえこと。誰だれに似たんだか」

「見るからにイドだよね」

　軽口をたたく二人の横で、エレメントは腕を木き槌づちのごとく地面に叩たたきつけた。すると盗人ぬすつとたちの前方、びっしりと敷き詰められた石畳がいくつもまとめて吹っ飛び、その下の黒茶けた大地が土煙をたててもりもりと隆起した。

「なっ、なんだこりゃあ！」

　あっけにとられた盗人たちの目の前、土はいまや山のような壁となって立ちはだかり、彼らの逃げ道を塞ふさいでいた。石壁、土壁、家壁に三方を囲まれ、石畳の小こ径みちは袋小路と化した。盗人たちはついと上を見上げ、とても乗り越えられる高さではないと悟るや、やにわに引き返そうとした。だが――。

「これでいいのかな、グラン？」シエルの余裕ありげな声。

「――完かん璧ぺきだ」

　唯一残った逃げ道にはすでに、グランが突っ込んでいた。

「……ガキどもっ！」

　目を剥むいた敵が慌てて黒い手のエレメントを生み出す。エレメントの表面をパキパキと音を立てて鉄皮が覆っていく。その指の先には爪つめの代わりに真っ黒な鍵かぎや錐きりが生えていた。

「やれ、“〝ギワンド”〟ッ！」

　くくっと曲がった黒い手は、解き放たれた猟犬のごとく獲物の喉のど笛ぶえに襲いかかった。しかし――

「……“〝ブラキス”〟」

　短い呟つぶやきが聞こえた刹せつ那な。

　ぞんっ

　盗人ぬすつとが、げひ、と呻うめいた。

　いつの間にか、黒い手はまっぷたつになって宙を泳いでいた。

「…………同じ属性なら、負けてはいられないな」

　あまりに突然にそこには全身をくまなく鎧よろった騎士の姿が出現していた。兜かぶと、甲かつ冑ちゆう、篭こ手てから具足に至るまで刷は毛けで塗ったように黒い。手にした長大なスピアだけが、金属めいた鈍い光をこぼしていた。

　姿形こそ黒ずくめの騎士だが、それはまぎれもないエレメントだ。

「よくやった」

　そう言い残してするりと盗人たちの懐に潜り込むと、グランは呆ぼう然ぜんとする二人のあごに、続けざまにいいのを見舞った。

　そろって倒れ伏した二人を確認して、ふう、とグランが呟き、

「よっしゃあ！」

　狭い路地裏にイドの歓声が響き渡った。

『ノムリア』にこのエレメント使いを突き出して、賞金をもらうのだ。今日は豪遊だな、とイドが笑ったところで、遠くから「なにをしている！」と叫ぶ声が聞こえた。

「……やっべえ」イドが冷や汗を垂らして振り返った。「警けい吏りだ」

　複数の足音が重なって谺こだまする。

「あああバカ！　イドのバカ！　そんな大声上げるからあ！」

　背中をぽかぽかと叩たたくシエルに、イドはばつの悪そうな顔でそっぽを向き、小さく「う、うるせえ」と返した。

「ごめんなさいはっ!?」

「とてもうるせえ」

　ますますそっぽを向くイドに、回り込んで顔を覗のぞき込もうとするシエル。

「……まあ、なんだ。まずは逃げないか」

　唯一まともな対応をしたのはグランだった。

　捕まれば、粉々に吹っ飛んだ石畳の弁償を迫られるのは目に見えている。金が足りなければお前らを埋めてやると言われかねない。イドとシエルはこくこくと頷うなずくと、警吏のいる方向に二人して「べえ」と舌を突き出してから身を翻ひるがえした。

　グランは盗人二人を軽々と肩にかけ、首だけを動かして、

「ほら、行くぞ」

　尻しり餅もちをついたままだったネイブに呼びかけた。





「…………ほら、エレメントを使っての戦いってヤツは頭を使うだろ？　あっちの出方を見て、こっちの対応を考える。昔の傭よう兵へいみてえに、剣なり斧おのなりをブン回すだけの筋肉野郎はいらねえってことだ。そうだな？」

「うぐ、むぐ」

「オレもエレメント使いの端くれとしてな、思うこともあるわけよ。頭を使うにはまず冷静じゃねえといけねえ。だよな？　カッカしてちゃ、思いつくモンも思いつかねえだろう。ところがだ。知ってるとは思うが、オレはすぐ頭に血が昇っちまう。ムカついたと思ったときにゃ大抵、もう手が出てる。こいつはよくねえ。だからオレは決めたんだ。一流のエレメント使いになるにあたって、とりあえず、ガマンってやつを憶おぼえようと」

「うぐ、むぐ、むぐぐ」

「ムカついてもすぐには殴らねえ。だいたい相手にも理由があるかもしんねえしな。殴るのは相手の話をきちんと聞いて、よく考えてからにする。な、オレって成長しただろ？」

「むぐっ！　ぐっぐぐ！」

「それを踏まえて、だ」

「むぐぐぐぐぐぐっぐぐぐ！」

「なにか言い訳があれば聞いてやろうじゃねえか」

「むぐー！　むぐー！　むぐー！」

　先ほどとは別の路地裏。盗人ぬすつと二人はとうに縛られて転がされており、とりあえずの目的は達している。にもかかわらず、どうにも雰囲気が穏やかでなかった。

　やたら高圧的な態度は口く調ちようにも行動にもしっかりと表れている。先ほど一番に飛び出したイドはいま、ネイブに背後からガッチリと組み付き、首をぎゅうぎゅうに絞め上げているところであった。

「…………えっと……あのね、イド、いいかな」

「なんだシエル」

　イドが振り向くと、シエルはその場にちょこんと座って小首をかしげていた。さらさらとした栗くろ色いろの髪が、その華きや奢しやな首もとからこぼれている。

「首を絞めるのは多分、ガマンしてるうちに入んないと思うんだ」

「…………………………。……？　なにいっ？」

　かなり遅れて反応したイドの腕の中から、どさりと人間のようなものが崩れ落ちた。ぐったりと倒れ伏して、息も絶え絶えの体である。先ほど尻しり餅もちをついたネイブだった。

　久しぶりの空気をむさぼるように吸って、ネイブはようやく人心地ついた。まったく、なんて奴だとイドを見上げる。いきなり首しめやがって。殴るよりよっぽどタチが悪い。しかも暴力だと思っていないところがいっそう悪い。

　文句の一つでも言おうとしたが、見上げてみると、その無意味にデカい胸がジャマで顔が見えなかった。言ってやってもよかったが、そのあと顔面を念入りに踏みにじられる未来を想像して、ネイブは開きかけた口をしっかりと閉じた。

　しかし、いや、とネイブは首を振った。アレは無意味ではないのかもしれない。なぜならば、首を絞められている間、遠のく意識を繋つなぎ止めたものは、背中に押しつけられたえもいわれぬ感触を少しでも長く味わいたいという熱い思いに他ほかならなかったからである。そう考えれば、あの二つの隆起がなにか神聖な、そう例えるなら神フアレスの偶像などに見えてこなくもない。感謝と畏い敬けいの念も自然、湧わいてこようというものである。

「ん」

　ようやくイドは視線に気づいたようだった。こちらを向くなり額の青筋が復活したのはなぜだろう。すでに気が気でないネイブをさらに威圧するようにしゃがみ込んで、イドはずいと顔を寄せてきた。日ひ頃ごろから無ぶ愛あい想そな顔が、憤怒で沸き立っている。ただでさえ燃えるような赤い色の瞳ひとみをしているものだから、余計に怖い。たまらず目をそらしたネイブは、こいつは女じゃない、男だ、いやケモノだ、と背筋を寒くした。

　針金のように硬質な紫の髪。なにが気に入らないのか、いつも眉まゆ根ねにしわを寄せて、愛あい想そというものがまるでない。軽はずみに「女のくせに」などと口を滑らせれば、口より先に鉄てつ拳けんが飛んでくる。そういった言葉に耳ざといのは師匠譲りだ。背丈も野郎並で、女らしい点といえば先ほど人知れずネイブに感動を与えたそのけしからん胸ぐらいである。



    

  
    
      



    

  
    
      「なあ、ネイブ」

　低くけだるい声。

「……なんだよ」

「あのコソ泥がなんで二人組だったと思う？　腕の立つ奴なら盗みは一人でやるもんだ。まさか、わかんねえとは言わせねえぞ。なんだ。オラ。言ってみろネイブ」

　ネイブは、上半身を起こしつつ呟つぶやいた。

「……エレメント……」

「そ～うだ！　エレメントの使い手がいるからだ！　頭でっかちと、それを生かすエレメント使いが手を組んだんだ。常識だな？　エレメント使いがいるってのはまあ十中八九確実だ。それを――」

　がっとネイブの襟えりを掴つかんで強引に引き寄せ、イドはがなった。

「雌めん鶏どりのてめえが！　一人で先行して！　ああ？　いったいどうやってこいつらを捕らえる算段だったんだ!?」

　雌鶏。その言葉が胸に痛い。返す言葉が見つからず、ネイブはしどろもどろになった。

「あの、その、あのね？　えーと……」

「てめえ……！」

　そうだった。イドはこんな態度がなにより嫌いだった。歯をぎりぎりと鳴らし、またもや襟をつかむ。そしてまさに頭突きでもしようかという、その直前だった。

「……まあ、その辺にしとけ」

　落ち着いた声。

　イドは、キッと後ろ手二人組の方を睨にらんだ。

「なんだグラン。なんで止める。お前も言いたいことの一つや二つあんだろうがよ」

　イドの視線は、正確には二人組に鉄てつ枷かせをはめているグランに注がれていた。

　ネイブより頭一つ分も高い彼は、一見ぼうっとしているように見える。逆さか立った灰色の髪、がっしりとした体格。よく見れば頼りになりそうではある――そして実際、彼はこのロットのリーダーである――のだが、いかんせんチョウチョあたりが一休みしていきそうな顔立ちがすべてを台無しにしている。糸のように細い目はいつも眠たげで、馬のようにぬぼっとした鼻はもう目印の域だ。

　彼は緩慢に口を開いた。

「ないわけじゃあないが、な」

　穏やかな瞳ひとみがイドに向けられる。

「だったら――」

「まあ聞けイド。お前はいちいち物言いがきつい。もうちょっと優しく包んでだな……」

　その呑のん気きなまでの口く調ちようがイドのトサカを直撃した。握りしめていたネイブの襟を突き放し――「痛ッ！」――おかげで後頭部を打ちつけたネイブを気にも留めず、立ち上がった。

　ずかずかと歩いていったイドは、グランの鼻をためらいもなくわしづかみにした。

「おお？」

「優しく包んで、おまけに握りつぶしてやろうか？」

「おお。痛いぞイド。愛情表現なら俺おれは遠慮したい」

「なっ……」

　イドの顔が見る間に紅潮し、髪が傍はた目めにもわかるほどに逆さか立った。

「なにが愛情表現だあああっ！」

　そしてあろうことか、つかんだ鼻を力任せに振り回し始めたのだ。

「うおお、うお、イド、ちょっと、放せ、さすがに、これは、ふごっ！」

　ようやく回復したネイブは、その様子を呆ぼう然ぜんの体ていで眺めていた。

　イドもイドだが、グランもグランだった。あの状況で、よくもイドに向かって愛情がどうのとほざいたものだ。

　ふーっ、ふーっとイノシシのように息を荒くして、やっとグランの鼻を手放したイドの顔は真っ赤だった。あれはどういう意味だろうか。深く考えるとおそろしいことになりそうだったので、ネイブはひとまず見なかったことにした。

　しばらくしてイドは、なにかを振り払うように首を振って、話を戻すぜと言った。

「オレがいちいちキツいだと!?　なあ、なんッでオレが注意されるんだ!?　あァ？　おいグラン、なんかおかしくねえか？　オレは頭は良くねえけどよ、これだけはわかるぜ。お前は相手を間違ってる。言うならこいつだろう!?」

　びしりとネイブを指さした。グランの諭さとすような声が続く。

「わかってるさ。ネイブには俺がようく注意しておくから、今日は引いてくれないか」

「毎回それだ。そんで毎回直ってねえ。お前、注意なんかしてねえんだろう。オレを引き下がらせたくて、そんなこと言ってるだけなんだろう」

「してるさ。なあシエル？」

　グランの目と声は、会話に参加せず盗人ぬすつとの懐をまさぐっている華きや奢しやな背中に向けられた。

　シエルはすっくと立ち上がった。

　畑仕事をやらせておくにはもったいない顔立ちだと、ネイブは思う。ふわふわと遊ぶ栗くろ色いろの髪。優しげな瞳ひとみは透き通るような青だ。やわらかな口くち許もとのせいか、いつも微笑ほほえんでいるような印象を受ける。そんなに笑顔でなにが楽しいのかとネイブなどは思ってしまうが、実際可愛かわいい娘が微笑んで悪いことはなにもない。

　ネイブはふと仲間を眺め回した。みな十とおと七を数える同い年だというのに、実際は全くそうは見えない。シエルは一つ二つ下に見えるし、グランに至っては軽くおっさんだ。

　シエルは長い草を両手で持ち、ふざけているのか真面目なのかよくわからない仕し種ぐさで、祈るように左右に振った。毎度毎度、ああいう小技はどこで憶おぼえてくるのだろう。

「ファレスはおっしゃったー」

「おっしゃってねえ」とイド。

　創造神ファレス。世界とそれに属するすべてを生み出した存在。ありがたくもおそれおおい、その御言葉とは。

「『グランはー、ちゃんと注意してるー』」

　…………………棒読みだった。

「だから言うわけねえっつうんだよ」

　イドは頭をがりがり掻かいて、あーもう、と唸うなった。

「調子狂った。オレぁ帰るぜ。クソ」

　そして全員に背を向けて、帰るかと思いきや、ふらりと一回転してこちらを向き、ネイブ、と呼ばわった。

　おそるおそるネイブが顔を上げると、

「べえ」

　思いっきり舌を突き出すイドの顔が見えた。

　この幼い癖くせだけは、昔から直らないままだ。



　　　＊＊＊



　今日はひどかった。

　自分でもそう思う。というより、自分が一番よくわかっている。イドに言われなくたって、そんなこと。

　コソ泥が二人組だった意味は、イドに言われて初めて気づいた。自分の鈍さがいやになる。そうだ、そのとおりだ。複数人ならばエレメントの存在を疑うのが常識だ。たとえ盗人ぬすつとたちがひょろっちくて弱そうでも、エレメントまでがそうだとは限らない。

　浅はかだった。こっちはエレメントが三体もいるし、いざとなったら大丈夫なんていう甘っちょろい考えを抱いていたのだ。

　コソ泥の、先頭を逃げていた方がエレメントを発動させたのは、足だけは速いおれがあいつらの一人に追いついたときだった。気づいたときには、目の前に黒い手が出現していた。手首までしかないそれは、墨を塗り込めたように光沢がなくて、爪つめの代わりに指から鍵かぎや錐きりが生えていた。なるほど泥棒向きのエレメントだ、と思う暇もなく、それがうなりをあげておれの喉のどを狙ねらってきた。喉は間一髪さけたが、おれはひっくり返ってしまった。そこでみんなが追いついてなかったら。おれはトドメを刺されていたと思う。

　おれは手柄を立てたかっただけなんだ。おれをこき下ろすイドを、見返してやりたかっただけなんだ。いつも後ろで応援してるだけのおれだって、たまにはこんなこともできるんだぞって、言ってやりたかった。

　でも、結果はこれだ。足手まといが出しゃばると、よけい足手まといになるって思い知らされただけだった。

「無理するな」

　って、いつもグランに言われる。それはイドに言わせればやっぱり、

『これ以上オレらの足を引っ張るな』

　ってことなんだろうか。怖くて聞けない。まあ仮にグランに聞いたって、そうだとは言わないだろうけど。優しいんだ、グランは。

　優しくて、人をまとめるのが得意で、みんなの信頼も厚くて、体も強くて、エレメントもちゃんと使えて……。なんだ完かん璧ぺきじゃないか。くそ。

　はあ。

　それに比べて、おれは。

　おれはなにをやってきた？　毎日なにも考えないで、アホみたいに領主のいいなりになって、ただ野の良ら仕事をしてただけじゃないか。

　オツムもない。エレメントもない。世に掃いて捨てるほどいる、孵かえらない卵をずっと温め続けるだけの、雌めん鶏どり野郎。

　ときどき思う。

　いや、いつも思ってる。

　――――――。

　おれは、なんでここにいるんだろう。





「ロット“〝オリオルド”〟だ」

　その声で、ネイブはハッと我に返った。

　よけいなことを考えながら歩いていたら、いつの間にやら傭よう兵へいギルドの館『ノムリア』の受付についたようだ。前でグランがなにやら話している。

　そこそこに広い館内。壁には世界地図が貼はられ、現在の戦況が一目でわかるようになっている。一年ほど前まで、我らがゴート帝国は少しずつ版はん図とを拡大していたのだが、東の大国プリフェスタとの国くに境ざかいに差し掛かったとたん、前線の移動がぴたりと止まった。いまでもその付近では小競り合いが続いている。

　ちなみにこの街『モルン』は帝国の中央左寄り、少し下側。帝都からも戦場からも遠い、山やま間あいの盆地である。たまに野盗化した傭兵が襲ってくる以外は、至って平和な街だ。

　館内には他ほかに、椅い子す代わりに並べた丸太に腰掛けた何組かの傭兵たち。受付では、垂れ頭ず巾きんに羽飾りを縫いつけた娘が盗人ぬすつとの顔と紙束を見比べていた。

　ネイブたちの目的は、コソ泥を突き出して賞金を頂くことである。エレメント使いでないもう一方はすでに警けい吏りに引き渡した。

「銀貨二枚ですね」

　受付の娘はそっけなく言って、グランに記帳を促した。図体のでかいグランが羽根ペンを持つと、いつもそれが小鳥の羽に見える。

　記帳を済ませたとき、娘は思い出したように、ああ、と呟つぶやいた。

「ところで、この人物を捕らえた場所はどこですか？」

　グランは片かた眉まゆを上げた。「なぜ？」

「ええ。東街区長から、街路を壊して逃げた連中がいるという報せが来まして」

　あやうく顔に出そうになるのを、ネイブはこらえた。

「手口から、ほぼエレメント使いの仕業だろうということです。場所は東門近くの市壁沿い。心当たりは？」

　心当たりもなにも、とネイブは息を詰まらせた。訂正の余地など一つもない。いよいよ進退窮まったかに思えたが、

「ないよ」

　気がつくと、口を滑らせていた。またやっちまったとネイブは胸中で吐き捨てる。深みも真実味もない、薄い嘘うそ。いつの間にか口からこぼれ出ている。

　受付の娘はネイブを見た。

「では、どこで？」

　たちまち心臓が跳ね上がった。ばれるのか。ばれたらどうなるんだろうか。心配ばかりが頭を駆け巡る。

　そこに救いの手をさしのべたのはグランだった。彼は何食わぬ顔で、

「南区の、釘くぎ・ヤスリ工通り。見た人は大勢いるから訊きけばわかるだろう」

　ネイブはグランを穴の開くほどに見つめた。そんなラッパを吹いて大丈夫なのか。そっと受付の娘に目を移すと、彼女はふんふんと頷うなずきながら紙に短い文字を書き添えていた。詳しく書かないところを見ると、問題なしと見なされたらしい。

　普段は起きているのかどうかもあやしいくらいぼうっとしているくせに、こういう場面ではなんとも抜け目がない。ネイブは素直に感心し、同時にうらやましいとも思った。

　受付の娘が引き出しを開け、銀貨を取り出そうとするところに、グランは「銅貨でくれ」と言った。「四人で割れないだろ？」

　納得した娘が銅貨を数え始める。銀貨一枚で銅貨二十枚。二枚で四十枚。

　ネイブは、居心地が悪そうにあたりをそろそろと見回した。

　傭兵団ロツト“〝オリオルド”〟。

　さきほどグランが恥ずかしげもなく名乗ったこのロット名は、大陸で知らぬ者のない偉人、皇帝の左手が一人、英雄オリオルドの名を拝借したものである。

『巨陸鮫ガレオス』のオリオルド。強硬な抵抗を続けていた隣国テッサリアの王都を単騎にて陥落せしめた人物。五英雄の中でもその戦績は突出しており、いまなおその力は健在で、近隣諸国にゴート帝国の大おお顎あごと恐れられる所以ゆえんである。

　そんな大人物の名をロット名に使おうと言い出したのは、なにを隠そうネイブだった。グランを旗はた頭がしらに、イド、シエル、そしてネイブ。この四人で、ロットを結成する運びとなったときに、当時のネイブは憧あこがれと尊敬の対象であった彼の名を挙げたのだ。

『四人で、英雄になるんだ。オリオルドみたいな英雄に』

　しかし――ああ、あの頃ころの自分の、なんと愚かだったことか。

　過去に戻れるならば、ネイブはそんな大それた提案をする直前に戻って、自分の口に干し草をぎゅうぎゅうにねじ込んでやりたかった。

　――くすくす。ふふふ。

　抑えた笑い声が耳に染み入ってくる。

「…………！」

　わざと聞かせているのか、自分の耳が拾ってしまうのか――どちらにせよ、背後の丸太に座る男女の嘲ちよう笑しようは、紛れもなく自分たちに向けられたものだった。それはネイブの心の弱い部分にするりと入り込み、いとも容易たやすくかき乱した。

　あれだよ。オリオルド。

　あれが？

　そうそう。雌めん鶏どり抱えた英雄ロット。泣かせるぜ。

　ふふふ。本人が可哀かわい想そうね。

　全くだ。ふふ。

　――――。

　幾度後悔しただろうか。ロットに英雄の名を冠せば、周りにその人物と比較されるのは容易に想像のつくことだ。幼き自分はそんなことにも気づかなかったのか。

　気づかなかったのだ。なにも考えていなかったのだ。ただの憧あこがれでつけた名前。それはいま、ネイブの肩をずっしりと押さえつける重しだった。グランは、シエルは、イドは、どう思っているのだろう……。

「ほれ、十枚。数えてくれ」

　ネイブは銅貨を受け取り、

「……、……、……、……、あるよ。十枚」

「今回の取り分だ。イドの分は俺おれが預かっとく」

　そう言って、グランは銅貨を腰に結わえた革袋に流し込むように入れた。

　ネイブも倣ならう。シエルはとっくに自分の分をしまい、袋の口を締めたところだった。

　このロットで収入を得たときは、四人で公平に。それはグランがロット発足時に設定した決まり事だった。ネイブは二つ返事で承諾したが、いつも足を引っ張ってばかりのいまは、自分の取り分は少し少なめでもいいと思っている。

　一度だけ、そういう類たぐいのことを、遠回しに言ってみたことがある。するとグランはこともなげにこう返した。

『なんでだ？　勘定がややこしくなるだろう？』

　あの眼めは、なにを言っているのかわからないという眼だった。

　また、ネイブはこのロットについてどう思うかと尋ねたことがある。自分のふがいなさを責められるのを覚悟しての質問だった。だがあろうことか、グランはこう答えやがった。

『楽しい』

　は？　と口を開けたまま固まったネイブに対し、彼はゆったりと微笑ほほえんで続けた。

『なんでも楽しい。モグラやってるよりは、なんでも』

　そのとき、ネイブは言葉に詰まった。グランは墓掘りモグラの子なのだ。

　まっとうに生きて死んだ人間は火葬にされる。魂を肉体から解放し、ファレスの御み許もとに還かえすためだ。しかし、罪を犯して処刑された人間は土に埋められる。汚けがれた魂を肉体に閉じこめ、そこで輪りん廻ねを断ち切るのだ。だから、墓掘りはもっぱら罪人を埋めるための穴を掘ることになる。

　墓掘りが汚れているわけではない。なのに大衆は、汚れた魂の持ち主――罪人を埋める墓掘りを「穢けがれが移った」などと言って忌み嫌うのだ。

　万感の思いが詰まった一言に、ネイブはかける言葉が見つからなかった。

　以来、ネイブは自分の取り分をすんなりと受け取るようになった。せめて感謝の気持ちが伝わるよう、満面の笑みを作って。

　銅貨たった十枚だ。鍬くわを一本買ったらそれでおしまいだ。それでも。

　歯を覗のぞかせながら唇を引く。目を細めて、頬に力を入れる。大丈夫。今日も笑顔ができる。心が萎しおれていても、明るい声が出せる。

「やったな！」

　勢いこんで言うと、二人の顔もほころんだ。

「うん！」

「おお。次もがんばるぞ」

　相手が笑顔を見せてくれると、萎れた心が少しだけ元気になる。笑顔は不思議だ。ネイブは今度は本心から笑うことができた。

「ああ！」

　腰の革袋が、じゃらんと鳴った。





　その島が突如として現れたのは、三十年ほど前のことだった。

　最初に目撃したのは、海に出ていた漁師たちだった。港に戻った彼らは驚きよう愕がくの面持ちで、こう語った。

『島が、空から降ってきた』

　当初それらの証言は、馬ば鹿かな、そんなはずがあるまいと一笑に付されただけで終わった。

　しかし、島が出現したというのは事実であったので、船を持つ者たちはこぞってその島を訪れた。興味本位だった。

　上陸した彼らが見たものは、見渡すかぎりの灰色の砂漠だった。砂漠は広大で、おまけに果てまでいっても建物一つ、草木一本見あたらなかった。

　ところが、それからしばらくして、数人の人間がその港町を船で訪れた。ボロボロの外がい套とうを頭からかぶった彼らは“〝楽園エテルノの民”〟と名乗った。

『あの島から来たのか』『そうだ』『あの島にはなにもなかったが』『…………』交わした会話はそれだけだった。彼らはただ一言、

『楽園エテルノはこの世にある』

　とだけ残し、人々に摩ま訶か不ふ思し議ぎなモノを分け与えた。

　その名を、エレメントという。

　エレメントとはなにか。おそらく物質ですらないであろうそれは、最初は『卵』と呼ばれる状態である。触れることはできない。それどころか他人には見ることさえできない代しろ物もの。それをもらい受けた人は、目を瞑つぶればその姿を見ることができる。暗くら闇やみにぼんやりと浮かび上がる卵。色形は人によって違い、鶏の卵のようなものもあれば四角いものもある。くびれているものもある。また、縞しま々しまのものがあるかと思えば水玉模様がある。半透明なもの。輪郭があいまいなもの。実に様々だ。

　きっかけはわからない。それはある日ある時突然に孵ふ化かする。

　産まれるモノはヒヨコではない。卵の形と同様、その姿は千差万別だ。鳥や馬といった動物に始まり、神話に登場する幻想の生き物から、岩などの鉱物、人体の一部、果ては月……とにかく節操がない。首無し馬の牽ひく馬車などというロクでもないものまである。

　最初に孵化したエレメントは、炎の塊だったそうだ。炎は持ち主である男の意のままに動き、もののはずみでとある民家を燃やし尽くしてしまった。危険に気づいた人々は男を捕らえようとしたが、殺気だった人々を恐れた男は、近づいた人間を片っ端から燃やした。当時人殺しは四つ裂きの刑と決まっていたが、その男は処刑されなかった。なぜならば、

　噂うわさを聞きつけた若き皇帝ヴァスカーが、男を預かり戦乱の渦中に放ほうり込んだからだ。

　男は活躍した。聞くところによれば、槍やりの穂先にその胸を貫かれるまでに、彼は数十人をその炎で焼殺せしめたという。

　衆目を集めていたその結果は国中を駆け巡った。一介の漁民であった男が、訳のわからぬ力を持ち、肉体の鍛錬もせぬまま、立派な戦果を上げた……。それも鼻持ちならぬ貴族連中をさしおいて……。

　それは下層階級の人間には糖とう蜜みつのように甘い誘いざないだった。彼らは計ったように時を同じくして至る所に出没した“〝楽園エテルノの民”〟に我も我もと群がり、次々と卵を受け取ったのだ。

　一方で、エレメントを恐れる人たちも存在した。なにもないところから炎を出すだなんて、あれは魔性の業に違いない。あなおそろしや！　化物デモニオ！　怪物デモニオ！　人ならざる者デモニオ！　彼らは決してエレメントに手を出そうとはせず、ただ恐れおののき遠ざけた。

　貴族たちは、はじめは半信半疑だった。しかし、二二年前、彼らの考えを決定づける出来事が起こった。

“〝ボスニークの乱”〟。

　それは、亡国エルグのボスニークという村で起こった農民一いつ揆きだった。重税に次ぐ重税に耐えかねた農民たちが、エレメントを孵化させた人々をかき集めて反乱を起こしたのだ。すぐに消えるかに思われた小さな戦火はまたたく間に拡大し、やがては王国騎士団が鎮圧に乗り出すまでになった。そしてある日、騎士団と、エレメントを持つ農民たちが、正面切って激突したのである。

　結果は驚くべきものとなった。

　騎士団、敗北。

　その噂うわさは聞く者の度肝を抜いて回り、またたく間にエルグを飛び出して全土に広がった。

　にわかには信じがたい出来事だった。なにせ重武装の騎士団が、ほぼ丸腰の農奴どもにねじ伏せられてしまったのだ。

　それからというもの、各国はこぞってエレメントを使役する人々――エレメント使い――を蓄え始めた。エレメント使いを求めて国中を東奔西走、湯水のように金を使って、あらゆる場所から人間を引き抜いた。小袋いっぱいの金貨を見せられていやがる人間はいなかった。

　もはや戦いは高価な甲かつ冑ちゆうを纏まとった貴族騎士だけのものではなくなった。むしろ逆、エレメントを得た彼らは、じきに脅威の存在となった。

　ある学者は、このボスニークの乱を称して『戦争形態の転覆』と呼んだ。それほどに、戦争の様変わりは激しかった。

　そしてそれは、このゴート帝国においても例外ではない。

　帝国騎士団。その称号は、二十年前までは後光を放つほどの英名であった。その栄誉を奪い去ったのは、こともあろうに野卑の代名詞――傭よう兵へいたちであった。礼も忠も要いらぬ。信ずるものは武力。エレメントの力。ただそれのみを見込まれて、皇帝に直接召し抱えられたいくつかの傭兵団ロツト。それらはやがて帝国戦士団と名を変え、いまに至る。

　武勲を立てれば、卑しい身分であろうとカネが手に入る。モノに囲まれて生活ができる。皆がこぞってエレメント使いを目指すのも無理はなかった。

　ネイブ＝ウェルフェアもそんな、掃いて捨てるほどいる若者の一人だった。

　エレメントを得て、小規模な傭兵団ロツトを結成し、戦場で敵を狩り、そして帝国戦士団入いりをする。下民が辿たどる立身出世の王道だ。しかしそれに乗るには、まず卵を孵ふ化かさせなくてはならない。

　ひとたび孵化をさせた者は、未孵化の卵を持つ者をこぞって馬ば鹿かにする。孵かえらない卵をずっと温めているだけの役立たず――曰いわく、『雌めん鶏どり野郎。』

　どれだけ知恵が回っても、どれだけ肉体が強きよう靱じんでも、孵化をさせた輩やからは未孵化の人間を尊敬の目で見たりはしないものだ。蔑さげすみ、卑しめ、表裏を問わず嘲ちよう弄ろうする。ひどい話だが、裏を返せばそれほどに、エレメントは重要な存在であった。

　そして――

　ネイブは、まだ卵を孵化させられていなかった。



    

  
    
      


第二章『まるで夕焼けのような』





『塀の中』には二本の目抜き通りがある。南北に走るサウノー通りと、東西に走るピロカル通りがそれだ。そして、その二本の交わる場所に泉の広場がある。

　泉の広場界かい隈わいを含めたピロカル通り以北は主に富裕層の土地である。厳密に区分けがなされ、重々しい石造りの建物が並んでいる。対して南側は薄汚れた建物がごちゃごちゃと軒を連ねていて、ジグザグに入いり組んだ通りは一いち見げんお断りの気骨さえ漂わせる迷路であった。

　夕刻。

　行き交う人の間をすり抜けながら、ネイブは迷路の中をとある場所へと向かっていた。

　その日の商売を終えたらしい人々がふらふらと吸い込まれていく建物。そこは酒場であった。『昼ひる烏がらす亭てい』という名だ。

　いつの間にか習慣になっていた。ロット“〝オリオルド”〟で集まったあとは必ず一人でここに来る。そして適当に喋しやべって気を紛らわすのだ。

　天井の低い店内には木製の丸テーブルが十とおほど置かれている。立地の悪さにもかかわらず、どのテーブルもよく賑にぎわっていた。ここに集まるのは駆け出しの商人や職人見習いといった、いわゆる下層階級ばかりであり、ネイブのような農民も珍しくない。ときどき顔を輝かせて喋くりまくっている奴を見かけるが、その大抵はよそから来た人間である。彼らにとってこの店は一種の目安になっているようで、『昼烏亭で呑のんだ』とはすなわち『モルンという街をよく知っている』ということになるらしい。

　入ってすぐ、店主がめざとく声をかけてきた。

「おう、ネイブか。どうだい景気は」

「ああ、天父イルルフのご機嫌はあんまりよくないみたいだ」

　今年は日照り続きで作物が不作気味なのだ。

「みいんなおんなじこと言ってらあ。まあ、これでもつまんでろ」

　そう言って差し出されたのは炙あぶった豚肉の切れ端だった。繁盛の秘ひ訣けつというやつで、ここは最初に一切れだけタダで肉が食えるのだ。パンと粥かゆばかりの身にはありがたい。ネイブは喜んで肉を口に放ほうり込み――とたんにうっと顔をしかめる。

「おやじ……コレ、めっちゃくちゃ塩辛いぞ。ここはいつから肉を戻さないで出すようになったんだ？」

「なっはは、このとおり繁盛してるもんでな。塩抜きがおっつかねえんだ」店主は足あし下もとにある塩漬け肉用の桶おけをこつんと蹴けった。「おお、ちょうどいいや。ネイブ、おめえちょっくら水くんでこいよ。なくなりかけてんだ」

「…………おれは客だ。ところでたまにはこいつの代わりに鶏とかガチョウの丸焼きが出たりしないのか？」

「馬ば鹿かいえ、ありゃあ紋章持ちサマの食いもんだ。俺おれらの口に入るもんじゃあねえ。俺らにゃ四つ足がせいぜいさ。どうしてもってんなら、おめえんとっから盗ってくるんだな。があがあうるせえんだろ？　きれいに捌さばいてやるぜ」

「そんなことしたら、肥やし代わりに埋められちまうよ」しかしとにかく肉が食いたい。豆は煮ようが潰つぶそうがもう食い飽きた。「ああ、なんなら豚の丸焼きでもいい。どうだ？」

「おう、裏手にいくらでも植わってやがるから引っこ抜いてきやがれ」

「豚の丸焼きが？」

「がはは」

　おちょくられていた。

「まあせいぜい収穫祭まで待つんだな。丸焼きとはいかねえまでも肉は食えるだろう」

「収穫祭かあ……」

　収穫祭はたらふく食えるのはいいが、あのなんでもかんでも鍋なべに放ほうり込んでしまうのがネイブには気にくわなかった。肉は炙あぶるのが一番旨うまい。

「ネ～イ～ブ～！　ちょっと来い！」

　喧けん騒そうに紛れて、すでにできあがってしまった声がする。見ると、いつもいる靴直し屋の兄あんちゃんだった。やたらと笑顔だったが、どうせ席についたとたん親方の愚痴だ。ネイブは適当に笑顔でかわして、そそくさと店の奥へ。

　奥に進むにつれて、人いきれと酒のにおいが密度を増してくる。

　十五の時から通い続けた酒場。そのおかげで顔見知りは売るほどいるが、落ち込んだときに進んで同席したい相手となるとあまりいない。さて、今日はどこに――



　しゃらん



「…………あ」

　ネイブは振り返り、すぐそばに彼の姿を認めた。一人で飲んでいるようだった。

「やあ、ザックさん」

　彼はいつも修道士のような格好をしている。丸帽こそないが、だぼっとした一枚服が首から足あし下もとまですっぽりと覆っているのだ。加えて黒手袋などしているため、顔以外の肌がまったく見えない。

　こんにちは、とザックは挨あい拶さつした。

　年盛りのわりに覇気のない顔つきだ。落ち着いた目め許もとはそれとない愁いを帯び、口角の皺しわとも相まって、微笑ほほえむ姿がいつも寂しげに見える。

　しかし、ネイブの瞳ひとみはいつもその髪に釘くぎ付づけになる。伸ばしっぱなしの灰苔色モスグレーの髪。その先端に、小さな鈴がいくつもぶら下がっているのだ。動くたびにしゃらしゃらと鳴る鈴。なぜそんなものをつけているのかと思うが、以前尋ねたときはうまくはぐらかされてしまった。

　表情は普段と少しだけ違っていた。一見ではただのおっとりとした笑顔。ネイブでなければ気づかなかっただろう。それは口だった。軽く持ち上がっていた口が、いつもよりほんの少しだけ下がっていたのだ。

　彼は、エールをテーブルに置いて、軽く手を上げた。

「四日ぶりですね。まあどうぞ」向かいの席を示す。

「あ……うん」

　ネイブは少しとまどいつつ彼の向かいに腰を下ろした。通りがかった店娘に、一番安い葡ぶ萄どう酒しゆを注文する。

　意外だった。

　出会って二年、以来何度も酒を飲み交わしているが、彼は今までネイブに席を勧めたことなどなかった。いつもネイブが勝手に横の席に陣取り、一方的に話し相手になってもらっていたのだ。

　いったいどういう風の吹き回しか。

　しかし、その疑問はすぐに解けることとなった。肩を竦すくめて溜ため息いきをつくザック。

「ふう。いや、助かりました」

「どうしたの？」

「ええ、どうも酒の乗らない人間と話をしていたものでね」

「え？」ということは……「今まで誰だれかここにいたんだ？」

　ザックは疲れ気味の苦笑。「……というより……」

　不意に。



　　「――そういう話ハ……」



　横から、声。

　誰も座っていなかったはずの――

「……本人のイナイところでするベキだと思いマスが、ネ」

「うわっ！」

　ネイブは椅い子すごと飛び退のいた。

「だ、誰……！」

　あたふたとするネイブを眺め、その人物は不気味な、井戸の底から伝ってくるような笑い声を漏らした。

「フフフフ……ナニもそんなに嫌わなくテモイイじゃありませんカ……ネエ？」

　奇妙に甲かん高だかい、どこか韻いん律りつを外したような声。聞いているだけで足あし下もとがおぼつかない。まるでこの空間だけ遮断されているかのように、その人物の声は不必要なまでによく通り、耳に絡んでくる。遠のいていく店内の喧けん騒そう。

　ネイブは目一杯身を引いて椅い子すに張り付き、その人物を凝視した。

　闇やみを生み出しているようだ、とネイブは思った。そこだけ空気が暗く濁っているような印象を受ける。

　何年も旅をしたあとのようなボロボロの外がい套とうを巻き付けるように頭から被かぶって、その姿はさながら蓑みの虫むしである。まるで光そのものを頑かたくなに嫌っているかのようだった。この容よう貌ぼうに加えて声までああなので、歳としはおろか男女の区別もつかない。

　そいつは伏せていた顔をすうと上げた。

　口も鼻も見えなかった。ただ、頭ず巾きんの奥にその双そう眸ぼうだけが爛らん々らんと浮かび上がっていた。

　ネイブはごくりとつばを飲み込んだ。

　異様な瞳ひとみの色だった。月のように冴さえ冴ざえとした銀色。形は奇妙に丸く、全く温かみを感じさせない。

「初めまシて。ワタクシ……」

　そこまで言って、声はふとやんだ。そのまま黙って、できるならばどこかへ消え去って欲しいとネイブは思ったが、その願いはあえなく潰ついえることとなった。

「そうでしタ、名前はナイんでしタ。他人ニ自己紹介をすることハまずナイものデスからねえ。ドウシタものでしょうカ……」

『それ』は首を真横に傾けて、「どうしマス？」とザックに問うた。

　ザックはひどく気乗りのしない顔で「私に聞かないでください」とだけ言った。人当たりのいい彼のそんな態度を目まの当たりにして、ネイブは逃げ出したくなった。

「……まア、お好きに呼んでイタダイテ結構デスヨ？」

　しかし『それ』は動じたふうもなく、じっとりとなめ回すような視線をネイブに向ける。

「別ニ動物とか草とかモノノ名前でも怒ったりしまセンヨ？　このワインなんかデモ、ネ。メイ・グットでしたっケ？　ああそうダ、チナミにゴ主人にハ『わんちゃんパピー』なんて呼ばレていまス。……ア、ア、大丈夫デス、噛かんダリなんてしませんヨ？　カワイイものデス。だかラ怖がらないデ……ネ？」

　そしてまた首を真横に傾けた。

　しかしネイブが固まっていたので、『それ』は服の下でモゴモゴと、悲かなしいデスネエと言った。しかし言こと葉ば面づらとは裏腹に、抑揚は極めて落ち着いている。

「なぜみなサン、こんなにワタクシを嫌うのデしょうカ……やっパリ、ワタクシのオシゴトのコトですカ？」今度はザックを向く。

　愁うれうような台詞せりふを吐けば吐くほど、かえってその抑揚の平へい坦たんさが強調されて、ネイブはちっとも同情する気になれなかった。どころか、むしろそら寒ささえ感じた。

「……さあ」ザックはだるそうに目を細め、視線を斜め下に落とした。明らかに『それ』の存在を歓迎していない。

「――メイ・グットでーす」

　店娘の朗ほがらかな声は、ネイブの耳に天使の声のように清すが々すがしく響いた。酒杯を受け取ると、乾杯もそこそこに一気に呷あおった。おかげでむせそうになった。普段ならちびりちびりとやるところだが、今日は早く酔ってしまいたい。

　だが、『それ』の不協和音のような声は、現実を忘れさせてはくれなかった。

「アナタモですカ……。大人おとなっていうノハそんなとき、愛あい想そ笑いデやり過ごすものデスヨ？　それをアナタ……せめて表面上デハ、仲良くしてくれたってイイじゃありませんカ」

「…………」

「これハ、オシゴト。ワタクシが路頭に迷わないタメノ、オ仕事デス。別に、好きデやっているわけデハ、ないのデスヨ？」

「嘘うそでしょう？」

「ハイ、嘘デス」

　にいっと笑った音が聞こえたようだった。

「オ仕事、大好きデスヨ？　じゃなイト、長続きしないジャないデスカ。楽しいからコソ、続くワケデ。まさに天職ですヨ。アア、アナタにもワタクシのコレをわけてあげタイデス。このお仕事の唯一の悩みハ、一緒ニ喜びを分かち合うオトモダチがいないコトですネエ。クフフフ……」

　なにが可笑しいのか。ネイブは総毛立った。まるで心臓を手のひらで弄もてあそばれているようだ。早くも酔いが回ってきていなければ、逃げ出してしまったかもしれない。ネイブは、今日ばかりは自分の酒の弱さに感謝した。

「ア、そうダ、一応、オシゴトしておきまショウかネ」

　そう言って、『それ』はなぜかネイブに向き直った。

「やめてください」ザックはどこか焦ったように、目を伏せて言った。

「パピーは、明日の犬飯のために仕事熱心ですヨ？」

「千里眼……！」

「だかラその名前はやめテって言ったじゃないデスかあ。過大評価もイイトコですヨ？　千里なんて見えるワケないデス。常識デ考えテくださいヨ。それとも……イジワルですカ？　遠回しナ、イヤガラセですカ？　そんなにワタクシのコト、キライですか？　まア、知っていますケド」

『それ』は左手を眼前に掲げた。肌は火傷やけどなのか、著しくただれていた。

「サ、オシゴトオシゴト」

　親指と人差し指で輪っかを作り、そこを片目で覗のぞき込む。少し遅れて右手も同じように掲げ、少し前に出して、輪を作った。

「嫌われ者のパピーは、オシゴトオシゴト」

　二つの輪の間を通して、『それ』の左目がじっとりとネイブを見つめている。

「な、なんだ、なにされるんだ」

　ネイブは気が気でなかった。酔いで揺れ出した視界の中、はっきりと見えるのは闇やみに浮かび上がる銀目。夢に出そうだ。ふと、こんな光景を以前にも見た気がした。

「別ニなにもしやしませんヨ。ただ、視みるダケ、ですヨ」

　助けを求めてザックを見たが、彼は忌いま々いましげに目を伏せるだけ。

「ハイ」

　二つの輪の中、なにもなかった空間に、煌きらめきが走った。

　ネイブの頬をつっと汗が伝った。馬ば鹿かな。エレメントだと。

　エレメントが徐々に輪郭を現す。二つの輪を一直線に貫いて、それは細く、片腕ほども長く――そして実際それは円筒形というには少々いびつで、まるで女の腕のような形をしていた。しかし質感はまるで違う。徐々に浮いてきた色は、鉄てつ錆さびの色。ネイブ側の先端には指の名残を思わせる五つの突起が並び、その中央には黒々とした穴が姿をさらしている。

　それがいったいなにかと問われたら、ネイブはこう答えていただろう。疑問符付きで、望ぼう遠えん筒とう、と。

　完全に実体化したいびつな円筒の先を、千里眼は覗のぞき込む。やはり望遠筒の類たぐいなのか。

　エレメントが物体であることに、まずネイブはほっとしていた。見境なく暴れ出して店内を滅め茶ちや苦く茶ちやにすることはなさそうだ。

「ハイ、じっとしててくださいネ」

　言われずとも身が竦すくんで動けない。

　――こんな奴が……エレメント使い……。

『それ』は無作法にも、保持したエレメントをネイブの胸に向けて――しばし。

　エレメントから目を離し、次に口を開いた『それ』は、ネイブの度肝を抜くような言葉を発した。

「……ハイ、マ、よくある卵ですねエ。面白くナイ」

「――卵!?」

　無論テーブルには卵など並んでいない。というより、この場合の『卵』は明らかに意味合いが異なる。胸を見て、卵。そんな奇き矯きような発言をする輩やからは……。ネイブはお目にかかったことなどないが……。信じがたいが、それはつまり――

「あんた……判別師なのか!?」

　それぞれの持つ『卵』はその本人にしか見えない。だが、まれに他人のそれを見ることが出来る人間がいると聞く。彼らは一般に判別師と呼ばれ、他人の卵の形状、色、模様などから、いまだ生まれぬエレメントの能力を推測することを生業なりわいとしている……らしい。らしいというのはネイブが噂うわさでしかそれを聞いたことがないからだ。

　勢いこんで聞くと、もうエレメントを解消した『それ』は、意外にも首を真横にかしげた。

「なんですカ、ソレ？」

「え？」

　予想だにしない返答にうろたえていると、横からザックが助け船を出してくれた。

「……一般にはそう呼ばれているんですよ、あなたのお仕事は」

「はァン……判別師……ですカ。ま、いいでショ」

　興味もなさそうだ。

「そんなことヨリ……」

『それ』はふいとザックの方を向いてしまった。

「これから行くんでショ？　救貧院、でしタッケ」

　ザックは残り少なくなった酒杯をこれ見よがしにゆっくりと振った。

「これはお酒です」

「そんなコト、わかっていまスヨ」

「働いたあとの一杯というやつです。したがって今日はもうおしまい」

「ワタクシは飲んでいませんヨ？」

「私が案内できません。酔って仕事などもってのほかです」

「アア、そうですカ」

『それ』はもう用はないとばかりに、ゆらりと立ち上がった。

「ワタクシは飲み食いしていませんガ、いくらカ置いてイッタ方ガいいですかネ？」

「いえ、それには及びません」

「デハ、マタ明日。そこのアナタはもう会うこともナイでしょうケド、ネ」

　最後にネイブを一いち瞥べつして、『それ』は店を出て行った。

「………………ふうううううっ」

　ネイブが大仰に息を吐くと、ザックもぐったりと背もたれに身体からだを預けた。

「はあ……疲れました」

「……あの人……なんなの、ザックさん……？」

「判別師には変わりないんですがね。まあなんというか、あまり大きな声では言えないような商いをしている人間で」

「そうなんだ……」

　頷うなずきつつ、ネイブの脳内には別の疑問が浮かんでいた。

　それは、ザックのことだった。

『あまり大きな声では言えないような商い』に就いている人間――しかもエレメント使いときている――と関かかわりのある、このザックという人間は、いったい何者なのだろう、と。

　思い出してみれば、ネイブはザックのことをほとんど知らない。四年前、たまたまここ『昼ひる烏がらす亭てい』で知り合い、ちょくちょく飲むようになった。しかし、ここでの話の内容はと言えば、ほとんどネイブが一方的に喋しやべっていたように思う。この口から無限にだらだらと生産される実のない話を、ザックはずっと口くち許もとに微笑を浮かべて聞いていた。そんな彼についてネイブが知っていることは、名前と、あと……………………。

　ない。

　いや、あった。

　右足が不自由なことだ。

　彼はいつも右足を引きずるように歩くのだ。それが気になって、あるとき「足、悪いの？」と訊きいたら「いえ……そういうわけでは……ないんですけどね。なにせ不器用なもので」と返された。歩くのに器用も不器用もないだろうとそのときは思ったのだが、すぐに話をそらされて、以来なんとなくそのままだ。

　名前、右足が不自由……それぐらいか。

　ネイブは呆ぼう然ぜんとした。四年も飲み仲間の一人として付き合ってきて、自分は彼の職業も知らない。彼はおそらくこちらの生い立ちや友人関係、生業なりわい、悩みの数々まで知り尽くしているはずなのに（すべて過去に喋しやべったことがある）。

　――。

　……おれはひょっとして……馬ば鹿かなのか？

「付き合わせてすみませんでしたね」

　びく、と反応して、ネイブは元の世界に戻った。

「ご覧のとおり、気味の悪い奴でしょう」

　？　……ああ、あの人のことか。たしかに。

「うん。……あ！　じゃなくて、あっと、えと……」

「隠さなくても結構ですよ。私も苦手です」

「よかった！　そんな気してたんだ。いやさあ……」

　すっかり肩の力が抜けた様子で、二人は話を始める。

　たわいない世間話。その中で、ザックは珍しく自分のことを話してくれた。

　それは救貧院のことだった。救貧院はこの街にある修道院に付属する建物だ。今日のパンにさえありつけない貧しい人々に施しを与える場――元来はそうだったが、もう何年間も捨て子でいっぱいらしい。そんな所にザックが関かかわっているというのは初耳だったが、子供たちが可愛かわいいと話すザックの顔は幸せそうで、ネイブは自分までうれしくなった。

「一人、ひねくれ者の子がいましてね。女の子なんですが、話しかけてもそっぽを向くし、頭を撫なでれば払いのけるしで、一見とりつくしまもないんです」

「本当はすごくさみしがりやさんなんですよ。きっとずっとひどい扱いを受けてきたんでしょう。本当の気持ちを表に出すのを怖がってるんですね。私は、その子の頑かたくなな心がいつか溶けて、笑顔を見せてくれるのを楽しみにしてるんです。また、そうならなければいけないと思う」

「笑顔になれない子なんて、いてはいけないんです。ねえ、そう思いませんか」

　饒じよう舌ぜつなザックだった。

　酒をもう一杯注文し、来る途中で買ったワッフルの包みなど広げ、ようやく、さあて仕切り直しだ、という雰囲気になってきた。

　その矢先だった。

「――うちのにーやいませんかー！」

　健康的な高声が、店内に響き渡った。

　騒然としていた店内は一瞬しんとなり――セミのごとくわめき始めた。

「ハ～ルちゃ～ん」「おうおうハルじゃねーかー！」「おいで！　ちょっとこっちおいで！」「おーいるぞー」「一舐なめだけどう!?　ハチミツ酒おいしいよ！」「俺おれの奢おごりで」「いや俺の」「俺の」「なんだコラ」「やるつもりかお前ら？」「奥だー」「上等だぁ！　表出やがれェ！」「おォ！」「勝った奴にはハルちゃんの養育権を進呈だ！　いいなテメエら？」「異議はねェ」「マジかおいお前らよく考えろ」「ザックと飲んでるぜー」「うるせェ！」「ハルちゃんはなぁ！　父親の、いんや男の浪ろ漫まんなんだよゥ！」

　酔った勢いは論理など容易たやすく押し流す。三人ばかりの男が決闘をするべく、外へとなだれ出ていった。後に続く野や次じ馬うま多数。

　そしてネイブはといえば……。

「あぁ…………」

　ショゲていた。

　頭をテーブルにごろりと横たえ、運ばれてきたばかりの二杯目を恨めしそうに睨ねめる。

　ようやく落ち着けると思ったとたんこれだ。

　横になった視界に、ザッと足音を立てて映る人影。

　拳こぶしを腰の両りよう脇わきにあて、平らな胸をエラそうに張って、顔は……見なくてもわかる。怒っている。ああめんどくさい。

「に・い・や？」



    

  
    
      



    

  
    
      　しかし発見されるのが早すぎる。もしやあの喧けん騒そうの中で必要な情報だけ一点を聞き分けたのか。もう少し耳が悪くてもよかったなと兄は愚考する。

「パンが焼けたんだけど？」

　ネイブはうんうんと唸うなって、なんとか言い訳をひねり出した。

「ハル、よく聞け。“〝虹にじのしっぽ”〟を掴つかまえるためには酒がいるんだ」

“〝虹のしっぽ”〟は商人などがよく使う言い回しである。虹は輝かしい未来を意味しており、大富豪となった商人は成功のきっかけを指して『私が虹のしっぽを掴まえたのはあのときだった』などと語る。無論、ネイブの言葉は全くのデタラメである。

「……なんで虹のしっぽを掴まえるのにお酒がいるの？」

「そ、それは……」

　九つ離れた妹に突き崩される脆ぜい弱じやくな論理。

　と、なにを勘違いしたか、ハルの瞳ひとみが見る間に潤んだ。

「ああ……そうなんだ……。にいや、わたしの焼いたパン、食べたくないんだ……」

「ちっ、ちがうって、」

「だってえ、なかなかうまく焼けないしぃ……。たっ、食べたくないんだ……うっ……」

　マズい。なんだか半泣きだ。

　ハルが泣く。それはまあいい。問題はこの場所だ。どいつもこいつもハルを猫可愛かわいがりするアホばかりだから、泣かせたりすればよってたかっての吊つるし上あげを食らうのは目に見えている。勢い余って殴り殺されて刻まれて炒いためられてメニューに並んでしまう可能性もないとは言い切れない。

　ネイブは身震いしたのち、しぶしぶ顔を起こして、

「……ザックさん、また今度……」

　泣く子への屈従を選択した。





　店を出て、二人（とチビ一人）は別れる。ハルを巡って飽くなき闘争を続ける三人を尻しり目めに、ネイブは右に、ザックは左に。二人とも軽く手を上げて「じゃまた」いつもの挨あい拶さつ。

　互いを背に、歩き出す。

　数歩歩いたところで、ふとネイブは、「そういや、ザックさんが帰る方向も気にしたことなかったな」と思い、なんとなく振り返った。どしたのにいや、とハルが尋ねる。

　まず広場の噴水が見えて、それからザックの背中を見つける。

「――あれ？」

　ネイブは思わず呟つぶやいた。

　人ひと混ごみに紛れゆくザック。彼は、左足を引きずりながら歩いていた。

「にいや、おーい、にいやー」

「右足……だったよな……」ネイブはあごに手を当てる。

「帰るよー」

「おかしいな……」

　思索に耽ふけりたいところだったが、どこぞのちびがふくらはぎのあたりをげしげしと蹴けるので帰ることにした。
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　彼は今日も嘘うそを吐く。



「にいや、今日も大活躍したの？」

　ハルは兄の顔を覗のぞき込む。顔の半分が夕焼け色に染まっている。

　愛あい嬌きようのある顔だ。くりくりとよく動く大きな目。つんとした小鼻。薄桃色の唇の脇わきにはいつもえくぼが浮いている。

　この兄にしては出来すぎの妹だ。ネイブはいつもそう思っている。両親が逝いってからこちら、家仕事の憶おぼえの早さには目を見張るものがあった。いまでは煮炊き、掃除、洗濯、機はた織おりから縫い物まで、およそ女仕事ならなんでもこなす。あるときなど、葡ぶ萄どう酒しゆがいきなり一樽たる出現したこともあった。これどうしたと訊きくと、作ったよ、なんてさらりと答えやがった。たくましい妹だった。

　帰り道。

　沈みゆく夕日は周囲を等しく染め上げる。小汚い農民の服の汚れを隠し消し、領主の立派な召し物を一色に塗りつぶす。両者が唯一同等に見える時間。

　門番に会え釈しやくし、西門を抜けるとそこはもう『塀の外』。一面に広がる田園が二人を迎える。平屋の建物が固まっている場所がぽつぽつ四つ五つ。あのうちの一つが、領主に貸し与えられたネイブの小屋だ。

「ねえ、にいや」

　ネイブの隣で、妹はせがむように訊く。期待に胸膨らませ、顔を輝かせながら。

　だから。彼女がそんな顔をするから。

「ああ」

　だから、彼はにっこりと答える。

「今日は、泥棒相手に大立ち回りさ」

「わあ」

　だから、彼は今日も嘘を吐く。

　今回は、昼に捕まえた盗人ぬすつと二人組の話だ。捕まえた、とはいっても、実質ネイブはなにもしていないのだが。

「発見したのはたまたまだったんだ。おれたち向こうの蹄てい鉄てつ屋の脇わき道みちを歩いてたときさ。なんか左側の壁の向こうに妙な気配を感じて、おれは壁によじ登ったんだ」

　最初に『なにか変な音がする』と言ったのはシエルだ。よじ登ったのはイドだった。

「ふんふん」

「すると怪しげな二人組がいた。一人がその家の戸を開けて中を覗のぞき込んでて、もう一人を手招きしてる。こりゃ泥棒しかないだろって話になって、捕まえてやろうとしたんだ」

「おおー」

「俺おれはグランたちに指示をして、奴らとの距離を壁沿いに縮めていった。そしておれの合図で一斉に奴らに飛びかかったんだ」

　指示も合図もリーダーであるグランだ。ネイブは従っただけだった。しかしハルは無邪気に話を信じ込み、「それで？　それで？」と続きをねだる。

「その二人組の反応は素早かった。何回もやってだいぶ慣れてるんだろうな。おれたちの脇わきをすり抜けて、逃げ出した。

　奴らが逃げた方向は裏路地だった。追っていると、そのうちの一人がエレメントを使って襲いかかってきた。黒い手のエレメントだった」

「うわああ」ハルは両手を握りしめる。「大きさは？　どのくらいだったの？」

「手を広げた大きさで、そうだな、これくらいだった」両手で肩幅ほどの円を描く。実際はもっと小振りだったが、大きい方が迫力が増す。強敵だという印象も与えられる。なによりハルが喜ぶ。

「すごい！　こわい！」予想どおり、大興奮だ。

「でもおれは早くから気づいてた。あのうちの、片方はエレメント使いだってことを」

　知ったかぶりの持論を垂れる。ハルは「うわああ」としきりに感心している。

　ネイブは、自分がみんなを統率して盗人ぬすつとを捕らえた経緯を滔とう々とうと語った。

「でもなハル、コソ泥だったから大丈夫だったけど、これがロットになったら、侮っちゃいけないんだぜ。傭よう兵へいとして一線で活躍しているロットの中には、未孵ふ化かの人間が指揮を執り、残りのエレメント使いがその手足となって動くチームもいるからだ。まあ、そういうロットはハンパ者としてあんまりいい顔されないんだけどな。いまだにロットはその中の全員がエレメント使いじゃなきゃいけないっていう考えが根強い。でもおれはそう思わない。なぜなら――」

「なぜなら！」

　ハルが引き継ぐ。

「ロット“〝オリオルド”〟みたいなチームもいるから……だよね!?」両腕を後ろに広げ、まるで自分のことのように誇らしげに。

「そのとおり！」

　ロット“〝オリオルド”〟は強い。すぐにでも戦場に赴いて八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍ができる、それほどだ。にもかかわらずこの街に留とどまっているのは、生まれた土地に恩返しがしたいからだ。いつか悪者をここから一掃し、平和で素晴らしい街を作り上げてみせる。皆が笑って暮らせるような、そんな街にしてみせる――そのために結成した、ロット“〝オリオルド”〟なのだ。

　そう、ネイブは妹に聞かせ続けてきた。

　なんと清廉な動機。

　なんと美しい心構え。

　なんと素晴らしい行動原理だろう――。



　嘘うそだ。



　確かに、ロット“〝オリオルド”〟は強い。実際、最も近い戦地であるベラキア程度なら一定の戦果を上げることもできるだろう。そうしないのは、他ほかならぬネイブがいるからだ。

　ネイブを除く三人はすでに孵ふ化かを済ませ、ちゃんと戦力になるエレメントを持っている。ネイブだけが『雌めん鶏どり野郎』なのだ。孵化しさえすれば、こんな畑すぐにでも飛び出していってやるつもりなのに、どういうわけか自分だけ置いてけぼりなのだ。でも、ロットの皆はネイブを見捨てない。

　ロットを結成した日、誓ったのだ。

　――全員でエレメント使いになって、戦いに行くんだ。

　輝かしい未来の栄光を願ってなされたその誓いは、いまやロット“〝オリオルド”〟をいつまでもこの地に縛り付ける足あし枷かせとなっている。おかげでネイブの心苦しさは晴れることがない。

　しかし、孵化しないならしないなりの過ごし方というものがある。体を少しでも鍛えたり、戦術を学んだりして、ロットの頭脳として活躍するという道もあるのだ。なのにネイブはなにもしていなかった。孵化に至る条件がわからない。三人に聞いてみてもいまいち要領を得ない。それだけで、それだけの理由で、無為のうちに過ぎていく日々。

　焦っていた。なにもしないくせに、気持ちだけが上滑りしていた。不安に押おし潰つぶされそうになりながら、それでも笑っていられるのは、ハルがいるからだ。可愛かわいらしいハル。花が咲いたような笑顔。親のいないネイブにとって、彼女は唯一残された肉親だ。よちよち歩きの頃ころからネイブの後をついて回っていた。ネイブはこの妹が可愛いくて仕方がない。ハルが笑うと、ネイブも元気になる。ハルが悲かなしい顔をすれば、ネイブは胸が張り裂けそうになる。親心のようなものだろうか。

　だから、ハルにだけは笑っていて欲しいと思うのだ。ロット“〝オリオルド”〟での活躍話をすれば、ハルが喜ぶ。罪悪感があったのは最初だけだった。一度やったらもう止まらなかった。止まれなかった。口はいつだって滑らかに嘘を紡いだ。

「――と、話が逸それたな。そのあとおれは泥棒二人をギルドまで引きずっていったんだ。それで――」

　これからも彼は嘘を吐き続けるだろう。

　訪れる闇やみに抗あらがい、すべてを赤々と塗りつぶす――まるでこの夕焼けのような嘘を。

　ハルが彼の成功譚たんを楽しみにする限り。笑顔で聞いてくれる限り。

　卵が、割れない限り。



　兄と妹は家路を辿たどる。

　二人の影が、長い尾を引いていく。
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　両親はネイブが九つのときに続けて死んだ。なんのことはない、流は行やり病だった。ハルがようやく立って歩くようになった頃ころだ。

　領主はなにもしてくれなかった。当然だ。下民の子は下民。親がいなくなったからといって甘くしてくれるわけではない。家はそのまま残しておいてもらったが、残された二人での暮らしは、苦労した。いくぶん楽になったのはハルが物心ついて家事を憶おぼえ始めてからだった。



　眺めるばかりだった都市城壁をくぐり、初めて街中、いわゆる『塀の中』に足を踏み入れたのは、収穫した豆を市に売りに行ったときだった。にぎやかで活気があって、見たことのないものがいっぱいあって、ネイブはただただ呆ぼう然ぜんとした。みんなの服に土汚れがちっともついていないのが不思議だった。きらきらと輝く銀貨を惜しげもなく出して、食えもしない金細工を買っていく人がいるのが信じられなかった。ああ、この人たちはおれなんかとは違うんだ。自分と周りの間には、見えない線が引かれているんだという実感が、たしかにあった。

　グランやイド、シエルと出会ったのはそれから間もなくのことだった。市場で似たような年の子供に出会う機会はそう多くない。どちらからともなく声をかけ合うようになり、しばらくしてお互いの名前を知った。イドはいつもグランの陰に隠れていた。いまからでは考えられない。シエルはふつうの農民の子のくせに『自分の店を持ちたい』だなんて言ってて、変わった奴だなと思ったのをよく憶えている。



『ロットを作らないか』

　グランにそう誘われたのは、ネイブが十二のときだった。

　聞けば傭よう兵へいという職業は、誰だれにも等しく芽の出る可能性があるという。自分の卵が孵ふ化かすれば、そして産まれたエレメントが強大無比な力を持っていれば、たとえ力が弱くても、要領が悪くても、頭が鈍くても、戦士団入いりして戦果を上げることができる。名を上げることができる。ひょっとしたら、裕福な暮らしができるかもしれない。それは夢のような話だった。取とり柄えのない自分に、天から垂らされた一本の糸のようにも思えた。

　グランとイドは『塀の中』の住民だったが、生まれが生まれだけに、ずいぶん苦労をしたようだった。グランは墓掘りモグラの、そしてイドは死刑執行人の子だった。職を持っているというのに、この二つの職業に対する世間の扱いはそれはもうひどいものだ。

　いわれのない差別に悩まされ、周りからつまはじきにされて育った二人の、良い暮らしを望む気持ちはネイブに負けないぐらい強かっただろう。食べ物がないときは草の根までかじったというから、その困窮ぶりは推して知れる。

　彼らとネイブを含む三人は、ネイブと隣どうしで仲のよかったシエルを誘い、たまたま街を訪れていた『楽園エテルノの民』に会い、卵をその身に宿らせた。

　だが、いまに至り、ネイブの卵だけは割れる気配を見せない。

　だから、精一杯がんばった。あるいは、がんばったつもりだった。こんな自分でもなにかの役に立つと信じて。

　でも、それらはことごとく失敗した。

　皆の足を引っ張る自分。助けられる自分。

　グランに笑って肩を叩たたかれる自分。慰めてくれていたのだとあとで気づいた。

　シエルに後ろから覆い被かぶさられる自分。気を遣ってくれているのが見え見えだった。

　イドに疎ましがられる自分。事あるごとにあいつをロットから外せとグランに言い立てているのを知っている。



　なにかができると思っていた。なにかを為し得ると思っていた。自分自身にかけた期待は毎々錆さびもせずネイブを切り刻んだ。

　痛かった。

　つらかった。

　ずっと。

　ずっと。ずっと。ずっと。

　あるとき、ふと考えた。自分はいったいこのロットのどこに貢献しているのだろうと。

　ケンカも弱い。とっさの機転も利きかない。戦術の知識もない。おれにはなんにもない。

　――。

　――――。

　ぽっかりと、空洞が空いた。

　　なんだ。

　　要いらないじゃないか。

　　　おれなんか。



　認めるのは簡単だった。ひょっとしたら、とうの昔に気づいていたのかもしれない。見て見ないふりを続けていただけなのかもしれない。

　けれど、星空の明るさに慣れた目には、世界は少しばかり暗すぎた。



    

  
    
      


第三章『天使を産んだ少女』





　ノーラ＝アレスコは気丈な女だった。

　昔から弱音を吐くことはほとんどなかった。母の手仕事を幼い頃ころから手伝い、つらい野の良ら仕事にも精を出した。下に妹ばかり四人もいたので、その面倒もよく見てきた。

　五年前、ふとしたきっかけで、仕事を妹たちに任せて修道院に入った。適性があったのかもしれない。ようやく生きがいというものを見つけた気がした。それからはひたすら信仰と与えられた仕事に打ち込んできた。祈りを憶おぼえた。読み書きができるようになった。救いを求めてやってくる人々に奉仕をした。充実した毎日だった。

　ここにはやかましく結婚を勧めてくる人もいない。いたらこう言ってやろう。

「わたしには、この子たちがいますから」

　ここの担当となってはや二年。毎日目の回るような忙しさだ。自分の歳としの数ほどもいる子供の面倒をたった三人で見る労力は大変なものだ。しかし、それを補ってあまりある喜びがある。あどけない寝顔を見ているとき、苦手な食べ物をようやく食べるようになってくれたとき。それまで打ち解けてくれなかった子供が「ママ」と呼んでくれた瞬間などは天にも昇るような気持ちになる。

　そこは救貧院。帝立修道院に付属する、今日の食べ物にも困るような貧民に衣食住の施しを与える場所だ。しかし、ここ数年に渡り、扉を叩たたく貧民より扉の前に赤ん坊を捨てていく人間の方が多いという状況で、救貧院というよりも孤児院と化していた。

　彼女は、ここでの仕事を、天職だと感じていた。

　どんなつらいことがあっても乗り越えていける、そう信じていた。

　その、はずだった。



　震えが止まらない。

　涙がとめどなく頬を伝う。

　喉のどが絞られるように痛み、自分のものとは思えない喘ぜん鳴めいが口から漏れている。

　叫びたかった。全身で金切り声を上げて、いっそ狂ってしまいたかった。

　しかし喉は蓋ふたをしたかのように声を閉じこめた。意識は飛んではくれなかった。

「――――」

　赤い部屋だった。

　大人おとなが四人も入れば一杯になってしまうぐらいの小さな部屋。小さな窓が二つ、傾いた陽ひを取り入れている。藁わらを詰めただけの粗末な二段の寝台が三つ並んでいて、その上には珍しい形をした石がいくつも散らばっていた。

　力の限り抱きしめたイリの身体からだ。小さな小さな、ノーラの半分しかなかった彼女の背丈は、たったいまもっと小さくなった。イリの背中にはノーラの爪つめが食い込んでいるが、もう痛くなんてないに違いない。

　イリの心音が胸越しに伝わってくる。とくん、とくん。

　それに合わせて耳元でなにかが噴き出すような音が聞こえる。ぶしゅ。ぶしゅん。

　愛らしい笑顔のあった位置には、紅あかい噴水が規則的に噴き出していた。

　ぶしゅ、ぶしゅ、ぶしゅん。ぶしゅ、ぶしゅん。

　ノーラの頭に温かい液体が降りかかる。それは彼女の顔を下り、涙と混ざって少し薄くなった。

　床にごろりと転がったいびつな球体。

　それはイリの首だった。

　いまのいままで生きていたイリ。なぜ、こんなことに――。

　ノーラは鮮血の向こうに、少女を見る。

　壁沿いにある、二段ベッドの下の方。その少女は壁に背をもたれかけさせ、足を投げ出して座っている。陽光を照り返す水面みなものように眩まぶしい金色の髪が、首を振るたびに一拍遅れて左右に揺れる。

「なんでぇっ……ぐすっ……なんでみんな、うえっ、逃げる、の……？」

　目め尻じりに手を当ててぐしゃぐしゃと涙を拭ぬぐう。嗚お咽えつは止まらない。

「うぐ、ひっく……うえ……うえええ…………」

　大丈夫よ。ネネ。いつもならそう言って近寄り、頭を撫なで、優しく抱ほう擁ようしていたことだろう。しかし、ノーラの身体はその場に縫いつけられたように動かない。

　恐怖。

　それは恐怖。

　心臓に歯を突き立てられたような。

　ノーラはこの、ただいたいけに泣いているだけの少女に、凄すさまじいまでの恐怖を感じていた。

　いま、自分の命は、羽根のように軽い。それをつまんで弄もてあそんでいるのは、ネネだった。



　ネネは心の不安定な子だった。

　普段は勝ち気で意い固こ地じな性格をしており、理由もなしによくかんしゃくを起こしては泣きわめいた。ときどき別人のように大人おとなしくなることもあり、その落差は不気味なほどだった。ここにはそういった子供が珍しくない。親に捨てられたという経験がそうさせるのだろう。

　今日も子供用寝室の一室から悲鳴が上がった。いつものことだった。やれやれ、またネネのかんしゃくだわ、なんて思いながら、ノーラは部屋の戸を開けた。

　……違った。

　悲鳴を上げていたのは、イリだった。

　床にはユーノとルエと思おぼしき身体からだが横たわっていた。外の夕焼けよりなお赤い室内。

　イリはノーラを見つけると、絶叫とともに走ってきた。無我夢中で抱きしめたら、ぶつっと首が飛んで転がった。

　ネネは一人、かんしゃくも起こさず、大人おとなしくもならず、ただ泣いていた。

　その異常な絵図は、ノーラを否応なしに恐怖と混乱の渦に引きずり込んだ。



「こんにちハ」

　どこか韻いん律りつを外したような声がしたのは、その直後だった。

　ぬるりと侵入した人影。歩くというより滑るような動作で、そいつは現れた。

　十年も旅したかのようなボロボロの外がい套とうをかぶり、顔の部分にぽっかりと口を開けた暗くら闇やみに銀光を二つ浮かび上がらせて。

「アレ？　こんばんハですかネ？　夕方というのハどうも中途半端ナ時間ですネエ」

　千里眼は銀目を冷たく瞬まばたかせて、ノーラを見た。

「勝手に入らせていただきましたヨ。ワタクシ、数日前に連絡した者デス。ご主人が使いを寄越しタト聞いてイルのですガ」

　そんなこと、どうだっていい。いまは逃げて。ノーラは声なき声を上げた。

　しかし千里眼はいまさら気づいたというように室内を眺め回した。

「フム……ナカナカ斬ざん新しんな装飾ですネ」

　なにを呑のん気きな、とノーラはいらだった。

　千里眼は二段ベッドの下方に、少女の姿を発見した。顔を覆ってぐすぐすと泣くネネ。

「アノ子、ですカ」

　血だまりの中、その口く調ちようからは焦りも恐怖も感じられない。

　ノーラはこのイキモノに底知れぬ異常性を感じ取った。彼はふつうの街人でも、この状況を打破する我々の救い主でもない――異存在。

「ところデ、エレメントの姿ガ見あたりまセンガ、いったいドコニ？　まさカ、ドコカニ飛んでいったなんテことハナイでしょうネ」

「……！」

　……い――

　いまなんと。

　エレメント、と!?

　ノーラはこれ以上ないほど大きく目を見開いた。

　エレメント。人外の力。モンスター。



　――化物デモニオ。



　化物デモニオが、ネネの身の内に？

　悪い冗談だ。あれはわたしたちのような人間には縁のないもののはずだ。ましてネネのような年とし端はもいかぬ子供などに。

　しかし……。イリの首にちらと目を落とす。ユーノとルエの冷えゆく身体からだを見やる。歯がガチガチと震え出す。

　見えない凶刃によって、この三人が二度と動かぬ身体になったのは事実。

　――ああ、ネネ、どうかちがうと言って。

　いまわたしは、あなたよりこの得体の知れない人間を信じてしまいそうになっている。ちがうと言って、ネネ。エレメントなんて持っていないと言って。わたしに信じさせて。

　千里眼はヤレヤレ、と溜ため息いきを一つ。

「仕方ありませんネエ。オシゴト、オシゴト」

　ただれた左手を眼前に掲げ、親指と人差し指で輪を作る。右手は少し前に出して同様に。

　輪の間を一筋の光こう条じようが貫いた。光は幾いく重えにも分かたれて細長い輪郭を形成する。それは不均一な太さを持った、女の細腕のような望ぼう遠えん筒とうだった。徐々に浮いてくる鉄てつ錆さびの色。

　千里眼の指の間、いまのいままでなにもなかった空間には、いびつな望遠筒がしっかりと収められていた。

「ドレ……」

　千里眼はエレメントの先端をついとベッド上の少女に向けた。

　ノーラは無理矢理にも声を押し出す。

「やめて……なにをするの」

　彼女は必死だった。

　エレメントを解放した。これほどわかりやすい合図もない。奴はネネを殺すつもりなのだ。それだけは阻止しなければならない。奉仕者として、そしてなにより『母』として。

　しかし千里眼は意にも介さない。しばらくじっと望遠筒を覗のぞいたあと、

「フフフフ……面白イ。見てくだサイ、ホラ。……アア、そうそうこれハワタクシにしか見えないんでしタ……」

　そしてエレメントを目から離す。

　ノーラの胸にわずかな安あん堵どが降りた。どうやら殺すつもりはないらしい。

　千里眼はノーラに向き直り、ネネを指し示した。その仕し種ぐさは優美ですらあった。

「コノ子の心にハ、エレメントが宿っていマス。おそらク親ニ植え付けられタんでしょうネエ。我が子ニなけなしノ希望を託ス親はいくらデモいまスカラ。

　エレメントは最初、卵の状態デス。ご存じですネ？　そしテ、この少女ハ、いままさニその卵が割れようトしている状態ナノですヨ。殻にヒビが入り、剥はがれ落ちタ部分から少シだけエレメントが顔を覗かせていマス。イエ、正確にハ顔ジャナイですネ。アレは腕デス。綺き麗れいな腕をしていマス。白くテ細くテ、マア羨うらやまシイ」

「じゃ……じゃあ、この子たちは……」

　千里眼はこともなげに。

「エエ。アノ腕ニやられタんでしょうネエ」

「――」

　ノーラは一瞬、気が遠のくのを感じた。

　なんという――。

「デモ、マダ足りナイんですヨ」

「!?」

「アノ殻はマダ割れきっテないんですヨ。エレメントが生まれかけノ状態デス。わかりますカ？　だからネ……も一つ、刺激ガ必要なんですヨ」

　エレメントは、まだ完全に産まれていない――。

　ノーラは一条の光明が差した気がした。

「……だっ、駄だ目めよっ……！」

「……ナゼ？」

「だって、エレメントなんて殺さつ戮りくの道具でしょう!?　わたしの子供たちにそんなものを持たせるわけにはいかないわ！　戻して！」

　千里眼はさも可笑しそうに笑った。

「クフッフッフッフッフッフ…………エレメントを卵に戻す？　なんて面白イことを考えるんでショウ。フフッ。アア、無知ハ最高の想像力ですネエ。知識ニ縛られタ我々ニハ到底思いつかなイ考えですヨ。素晴らしイ。ですがネ……」

　ノーラの希望を押おし潰つぶすかのように、

「そんな滑こつ稽けいナことガ起こっタ例は、いまだかつテないんですよネエ、残念ながラ」

　フードから覗のぞく唇の形が見える。薄い、死人のような唇は、いやらしい笑みを浮かべていた。

「じゃ……」ノーラは抗あらがう。「あのままずっと……」

「割れかけノままニしておけ、ト？　アナタ、ココ以外にモ血の海を作りたイんですカ？」

「……ッ！」

「個人的にハ反対ハしませんがネ。オシゴトの都合上、そうもいかナイんですヨ。最も制御ノ効かナイ状態を、そのまま放ほうっておくなんて、ネ。それナラまだ孵ふ化かした後ノ方ガ安全デス。

　アト、一応ですガ、アノままだとコノ子、とても苦しイんですヨ。喉のどに食べ物が詰まっタとか、そんナ悠長ナものではなくテ、もう臓ぞう腑ふを丸ごと絞られルような、ネ。……死ぬマデそんな思イをさせたイですカ？」

「…………ッ！」

　ノーラは血相を変えて振り返った。

　図らずも殺人者となった少女は胸に両手を押し当て、うずくまってぶるぶると震えていた。まるで心臓を掴つかみ出そうとしているかのようだった。

　そして口からは、苦く悶もんの喘あえぎ。

「痛い……えは…………ママ……ぐふ……ん……痛い……たすけてぇ……」

　涙と涎よだれがシーツに垂れてシミを作る。

　ノーラは弱々しい呻うめきを上げた。

　苦しい、という言葉を知らないのだ。痛い痛いと泣き、ノーラを唯一の希望としてすがりつく少女を、彼女はこれ以上見ていられなかった。

「教えて……！」

　それは、切なる願い。

「どうすれば、あの子を、ネネを苦しみから解放してあげられるの……!?」

　ママと呼んでくれた。血の繋つながらないわたしを、母親として認めてくれた。だから――。

　だから、わたしは母親の務めを果たさなければならない。

　ノーラのただならぬ決意を受け、千里眼は満足げに頷うなずいた。

「ようやく乗り気になっテいただけタようですネ。方法は、ナニ、簡単デス。そうですネエ、エー…………はい、決めましタ。アナタは、あの子ニ向かっテこう言っテ下さイ。

　――――、――、――――――」

「――え？」

　ノーラは顔を歪ゆがめた。

「なに、よ……それ。そんなこと言えるわけないじゃない。本当のことを言って」

　苦鳴が耳を刺す。ノーラは焦燥と怒りを噴出させ千里眼に詰め寄る。

「言って！　言いなさい！」

　しかし千里眼はなにほどのこともないといった様子だった。ただれた手をネネに向ける。

「モノはタメシですヨ。ホラ」

「冗談はあとにして！」

「ハ……仮に冗談だとして、アナタにそれヲ確かめる術すべはあるんですカ？」

「……ッ！」

「アナタ――」千里眼は呆あきれていた。声が一瞬で別人のように冷える。「ひょっとシテ、ワタクシに従う以外ノ選択肢があるト思ってルんですカ？」

　千里眼は首を九十度傾けた。

「ドウゾ？　アナタの考え得る策をゴジユウに試してみテ下さイ？」

「くっ………………」

　冷徹な問いかけだった。策など思いつくはずもない。あちらもそれをわかっているのだ。

　ノーラはうつむいた。頷くのが悔しかったからだ。

「……わかったわ」

　千里眼は首を元に戻して言った。

「ゴ理解いただけタようですネ。デハ、ドウゾ」

「…………。信じても……いいのね？」

「ハイ？」

「これを言えば、絶対にネネは楽になれるのね？　もう苦しまなくても済むのね？」

「…………フウ」

　千里眼は首をゆらゆらと振った。

「同じコトを何度モ言うノハ……キライなんですがネ」

「でも…………ぐっ！」

　息が。喉のどを無造作に鷲わし掴づかみにされていた。ただれた手の感触は喉の苦しさと相まって吐き気を催すほど気持ちが悪かった。

「――ハヤク」

　ゆさり。苦しい。声にはならなかった。

「ハヤクハヤク」

　揺すり、揺すり、揺する。止まらない。

「ハヤクハヤクハヤク早クハヤクハヤク早クハヤクハヤクハヤクハヤク――」

　がくがくがくがくがくがくがくがくがくがくがく――。

　その動きはさながら昆虫のような無機質さで、ノーラはまったく生きた心地がしなかった。抵抗の気持ちは、この瞬間残らず消し飛んだ。

　やがて千里眼はぴたりと揺さぶりを止めた。

「…………ネ？」

　ノーラは震える声で呟つぶやいた。

「………………はい」

　千里眼はゆっくりと手を離し、喉を押さえて咳せき込こむノーラに嘘うそのような優しい声で言った。

「サア――やりまショウ？」

　涙で滲にじんだ視界に、千里眼の黒影がぼんやりと。

「ワタクシもこう見えテ、忙しイんですから、ネ？」





　痛い。痛い。痛いよ。胸が、おなかが、頭が痛い。

　涙が止まらない。よだれも止まらない。

　痛い。怖い。助けて。ママ。

　目をつむると見える卵。あたしの卵は真っ白けっけでふわふわしてて、まるで雲みたい。それがいまはちょっとだけ殻が剥はがれて、そこから白くてきれいな腕が突き出てる。

　割れるまではなんともなかったのに。

　割れだしてから、体じゅうが全部きゅっとねじられたみたいになってずっと痛みが止まらない。

　痛いよ。

　ママ。

　でもママはあたしにかまってくれないの。

　へんな人が入ってきて、なにか話してて、ママはすごくオドオドしながらその人の話を聞いてる。あたし、こんなに痛いのに、ママは困ったようにあたしとあの人を代わりばんこに見るだけ。

　痛いよう。お話なんてあとでいいじゃない。あたし、痛いの。すごくすごく痛いの。死んじゃうかもしれないぐらい痛いの。だから、助けてよ。

　あ、ママがやっとこっちを見てくれた。近づいてくる。

　助けて、ママ。頭とか胸とかおなかとかの痛いのをなんとかして。

　あたしもう、おかしくなりそう。

「ネネ」

　ママ。

「あなた、気持ち悪いのよ」

　……え？

「はっきり言って、近づきたくないのよね」

　え――

「そんな気持ちを押し隠してずっとあなたの面倒を見てきたけど、もう限界だわ」

　ママ……？

「どこが気持ち悪いのか、具体的に言ってあげましょうか」

　え……どうして？　どうしてママ、そんなこと言うの？　どうしてあたしに向かってこわい顔をしてるの？

「まずその金色の髪。自分じゃきれいと思ってるのかもしれないけれど、けばけばしくて下品だわ。まるで娼しよう婦ふね」

　う……うそ。うそよねママ。ママ、あたしのこの髪、褒めてくれたじゃない。滑らかで艶つやがあって、こんなきれいな髪見たことないわって。まるで王女さまみたいだって。あたし、そっぽ向いちゃったけど、ほんとはうれしかったんだから。

「それに肌。顔や首筋、腕まで青白くて、おまけに細くて、貧相ったらありゃしない。ろくに働きもしないで育ったせいかしら。病気みたいよ、それ。ぞっとするわ」

　ちがうわ。ママ、どうして前とちがうことを言うの。あれは嘘うそだったの？　すべすべつるつるのお肌、きれいで羨うらやましいわ、わたしもこんなお肌になりたかったわって。あのとき手を振りほどいてごめんなさい。あたし褒められるとどうしていいかわからなくなるの。だからあんなことしちゃったの。

「いつまでも懐なつかなくて可愛かわいげがないし、言うことは聞かないし、あなた自分がお姫さまのつもりででもいるんじゃないの？　だとしたら愉快ね。夢は寝て見るものなのよ？」

　ちがうの。ママ、ごめんなさい。ちがうのよ。他ほかの子みたいに甘えるのがちょっと恥ずかしかっただけなの。だからそんなこと言わないで。おねがい、ママ。あたし痛いの。助けてよ。

「忘れてるようだから思い出させてあげるわね――。

　あなたは孤児なのよ。親もいない、兄弟もいない、天涯孤独の身。ここの門前に捨てられていたあなたを、わたしたちは気まぐれで拾ってあげたに過ぎないのよ。気まぐれで拾って、気まぐれで育ててみただけ。でも、それももうおしまい。もうこりごりだわ。あなたみたいな気持ち悪い子の世話をするのは。だから放ほうり出すことにしたの」

「やめて……ごめんなさい」

　痛い。でもあやまらなくちゃ。あたしはなにか悪いことをしたんだもの。そうでなくちゃ、ママが怒るはずないもの。許してもらわなきゃ。あたしママから離れたくない。

　声が。声が出ない。痛い。がんばってあたしの喉のど。声を出すのよ。

「ごめんなさい……えふ……もうあたし……ママをこ、困らせたりしない……。ちゃんということ、きくから。いい子に、ぐっ……ぁはあ、はあ……なるから。いままでごめんなさい。あたし……あたし……ママ、あぁあうう……うう……あたしをきらいにならないで……」

　ママ。

　ママ。

　おねがい……。

　マ――

「ほら、扉は開いてるわよ？　さっさと出て行きなさい。どこへなりと消えて、そして二度とわたしの前にその顔を見せないで。早くのたれ死んでちょうだい」

　――。

　ママ……！

　あやまらなきゃ。もっとあやまらなきゃ。きっとあたしの真剣さが足りなかったんだわきっとそうよだからママはこんなにあたしに冷たくするんだわあたしあたしいい子にするものおねがいママだからだからだから――。

「許して許して許して許してごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい――――」

　ママ。

　あたし――

「助けて……」



　　　「厭いやよ」



　パチン。

「さわらないで。穢けがれるわ」

　あ………………。

　もう…………だめ……。

　信じて…………　た　　の　　　に

　耳の奥で、ぷつっと音がした。



　心の奥で、卵が粉々に砕け散った。



『彼女』は、美しい産うぶ声ごえを上げた。





　怖おぞ気けを誘う声だった。耳の奥を針金でかき回されているようだ。千里眼はうれしそうに耳元で囁ささやいた。

「アナタは、キモチわるイ。はっきり言っテ、近づきたくナイ」

　ノーラは、耳から伝わったものをそのまま舌と唇に伝える。

「あなた、気持ち悪いのよ。はっきり言って、近づきたくないのよね」

　心にもない言葉。

　ネネは一瞬苦しみさえ忘れたように顔を上げた。惚ほうけた顔つき。理解が追いついていないのだろう。

　ノーラはくっと唇を噛かみしめた。

　しかし千里眼は、これがネネを苦しみから救う唯一の方法だと言う。わざわざ悲かなしませるようなことを言うのが、いったいなんの解決になるというのだろう。

「そんナ気持ちを押し隠しテずっとアナタの面倒を見てきたケド、モウ限界」

「くっ……そんな気持ちを押し隠してずっとあなたの面倒を見てきたけど、もう限界だわ」

　ネネの表情が崩れ始めたのを見て、ノーラは思わず顔を背けそうになった。とうとうわかってしまったようだ。この口から紡がれたのは、ネネを拒絶する言葉。頼るべき人が、手のひらを返したように自分を突き放したのだ。それはいったいどれほどつらいことだろう――。

「ハイしっかり顔を見てくだサイ。怪しまれルトいけまセンからネ」

　逃げ場はない。ノーラはせめてひとときだけ、目を固く瞑った。そして血を吐くような思いに駆られながら、千里眼の言を模倣した。

　見み惚ほれるような美しい金髪をけなした。透き通るような白磁の肌をけなした。そのたびにネネの顔は涙でぐしゃぐしゃになっていった。ノーラの胸はいまにも張り裂けそうだった。

「お上手ですヨ？　ソノ調子ソノ調子。エー次は、ト……」

　楽しむような千里眼をいっそ殺してやりたいとさえ思った。

「いつまでモ懐なつかなクテ可愛かわいげがないシ――――」

「……いつまでも懐かなくて可愛げがないし、言うことは聞かないし、あなた自分がお姫さまのつもりででもいるんじゃないの？」

　ノーラは知っている。ネネが普段見せる反抗的な態度は、実は不安の顕あらわれであるということを。親に捨てられた彼女は、人を信じるのが怖いのだ。だから差し出された手をいつも払ってしまう。けして悪意ある行動ではないのだ。

　ノーラはだから、ネネにありったけの愛情を注いできた。そうしていれば、いつかは心を開いて、笑顔を見せてくれるはずだと。振り払われても振り払われても、それでも手を差し伸べて。いつか握り返してくれる日のことを待ちわびて。

　そのささやかな願いは、もう叶かなわないのだろうか――。

「忘れてルようだかラ思い出させテあげル――――」

「……忘れてるようだから思い出させてあげるわね。

　あなたは孤児なのよ。親もいない、兄弟もいない、天涯孤独の身。わたしたちはそんなあなたを気まぐれで拾ってあげたに過ぎないのよ。気まぐれで拾って、気まぐれで育ててみただけ。でも、それももうおしまい。もうこりごりだわ。あなたみたいな気持ち悪い子の世話をするのは。だから放ほうり出すことにしたの」

　苦しげによじれたネネの顔は見るも痛々しく、ノーラの瞳ひとみにはたまらず涙があふれた。この表情を見てなにも感じない奴は人間じゃない。

　――この、後ろの奴のことだ。

「ホラ、扉ハ開いてマス……」

　もう喋しやべらないで。これ以上ネネを追いつめないで。この子のこの顔を見て、なんとも思わないの。この、屑くず。罰ばち当あたり。あなたなんか、ファレスの裁きで無の世界に放り込まれて死んでしまえばいい。

　――そのとき。

「やめて……ごめんなさい」

　ネネだった。苦しいだろうに、なにかを言おうとしている。

　なぜ――謝るの？

　ネネは自らの胸と喉のどを鷲わし掴づかみにし、懸命に声を絞り出す。

「ごめんなさい……えふ……もうあたし……ママをこ、困らせたりしない……。ちゃんということ、きくから。いい子に、ぐっ……ぁはあ、はあ……なるから。いままでごめんなさい。あたし……あたし……ママ、あぁあうう……あたしをきらいにならないで……」

「――ッ！」

　ネネ。

　駄だ目めだった。こらえていた涙が、あふれ出した。

　あなたは困らせたりしていない。わたしは嫌いになったりしていないのよ。謝ることなんてこれっぽっちもないんだから。わたしはあなたのママ。ネネ。ネネ。ああ、いますぐ抱きしめてあげたい。

　でも、いまはこの子の苦しみ一つ救ってあげられない。

「ホラ、扉は開いてマス。さっさト――――」

　だからネネ、早く卵を割って。わたしおかしくなりそう。いまだって涙であなたさえも見えないの。

「ほ、ほら、扉は開いてるわよ？　さっさと出て行きなさい。どこへなりと消えて、そして二度とわたしの前にその顔を見せないで。早くのたれ死んでちょうだいッ！」

　崖がけ底ぞこに突き落とす言葉。ネネはしかしあきらめなかった。盲目的ともいえる母親への信頼に、必死ですがりついた。

　ガバッと上体を伏せる。頭を垂れる。

　それはみじめで無む惨ざんなものであったけれども、失ったはずの母の愛を取り戻したい、その一念だった。

「許して許して許して許してごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい――――」

　ほとんどそれは泣き声だった。

　ノーラは口を押さえ、喉のどの奥で嗚お咽えつを飲み込む。

　もう――やめて。

「助けて……」

　消え入いりそうな少女の声。それを千里眼は一言の下もとに切って捨てた。

「厭いやデス」

「ッ！　……厭、よ」

　まだ十とおにも満たぬ少女のか細い手が、救いを、ノーラを求めて宙を泳ぐ。

「払いのけテ」

「……ッ！」

　目の奥が灼やけたようになって、この人でなしの言うとおりにしなければいけない自分が死ぬほど悔しくなって、ノーラは気が狂いそうになりながら――。

　自分を頼った幼い手を――。

　　　パチン。

　払った。

「さわらないデ。穢けがれマス」

「さわらないで。穢れるわ」



　　「あ。」



　と。

　　変化が起こった。

　　――すっと。



　　　ネネの顔から。

　　　表情が失うせた。

　　　それは表現するならば。

　――――虚無。

　　　　底知れぬ、虚無。

　　　　希望も、未来も、

　　　　楽しみも、うれしさも、

　　　　哀かなしみも、苦しみも、

　　　　怒りも、涙も、

　　　　すべて、すべて、

　　　　すべて、消え去って。

　　　その瞳ひとみはなにも結ばず。

　　　その口はなにも語らず。

　　目を開けたまま、

　　事切れたようでもあり。

　　人のふりをした人形が、

　人形に戻ったようでもあった。



「ヨクできましタ」

　遠く遠く、高い犬の遠とお吠ぼえが聞こえた、気がした。

「……ああ」

　ネネの声。全く感情のこもらない。

　ノーラは身震いする。真っ赤に染まった脳裏が一気に冷える。

　なにかが起こったのだ。彼女には想像もつかない、なにかが。

　ネネは上から吊つられたようにすうっと上体を起こした。義眼のような瞳がぼんやりと上方を見つめる。

　なにを見ているの？　とおそるおそる尋ねようとして、ノーラはぎょっとした。

　ネネの唇の端が、徐々に。

　徐々に、徐々に。

　持ち上がっていく。

　笑み。

　それは唇だけの笑みだった。

「ネ……ネ？」

　やがて少女は、ゆっくりと口を開く。

「はじめまして、アリシュカ」

　懐なつかしむような愛めでるような声が、血濡ぬれた室内に染み渡る。

「ママよ」

　少女は抱ほう擁ようするかのように、腕を開いた。

「いらっしゃい。そう、わたしはあなたのママ」

　なにもない空間に、ぽっと光点が生まれる。

「あ………、あ………………」

　ネネ。あなたはなにを得てしまったの。

　顔の輪郭が形作られる。流れるような黒髪が揺られ揺られる。

　肩、胸のふくらみ、細い腕。

　美しくくびれた腰、尻しり、すらりと伸びた足。

　そして――背に生えた翼。翼？　色が……。

　その裸身は果てしなく美しかった。

　少女は歌うように呼びかける。

「ああ、アリシュカ、アリシュカ。あたしの天使」

　天使。

　あれは、天使なんかじゃない。

　だって――。



    

  
    
      



    

  
    
      　アリシュカは、ゆらりとノーラを見下ろした。

　くぱあ、と口を開けた。

　擂すりがねのような歯が、びっしりと並んでいた。

「ああ、」

　我知らず声が漏れた。それをきっかけに、いままで閉じこめてきた恐怖が堰せきを切って流れ出した。

「あああ、ああああっ」

　理性を呑のみ込む濁流の中にノーラは引きずり込まれた。溺おぼれ、揉もまれ、沈む。天地も定まらぬ混乱の中で、一つの直感だけがあった。

　――わたしはきっと、いまここで――

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ――」

　止まらなかった。軋きしるような悲鳴。

　しかし。

「五月蠅うるさいわ。とても」

　ネネがつまらなさそうにぼやくと――

「あああああああああああああああああぎっ…………………」

　悲鳴はぶつりと途切れ、ノーラは物言わぬ肉の塊と化した。



    

  
    
      


第四章『千里の爪つめ』





　広大な畑だった。

　足あし下もとから伸びるのはきれいに整えられた畝うね。あちらは収穫中のインゲン豆、あそこはカブ、そしてここはいま植えたばかりのタマネギ畑だ。遠くを見やれば刈り入れ中の牧草地、さらに遠くにはおぼろにかすんだモルンの街壁。

　今年は雨が足りなかったせいでインゲンがいつもの半分しかとれなかった。普段ならもう少し粘って収穫しようと思うのだが、こんな年はさっさとあきらめて耕してしまうに限る。明日からはまたせっせと耕作の日々だ。

「にいや、これでいい？」

「うん。適当でいいんだ」

　そこに、しゃがみ込んで土にまみれた手をはたく兄妹きようだいの姿があった。

　要領を得ている兄とはちがい、おぼつかない手つきで兄を手伝った妹は、腹といわず顔といわず大胆に汚れていた。

「しかし……なんで背中にまで土つくかな」

　ハルはえっと声を上げ、首をねじって服をぐいぐいと引っ張った。なんとかして背中を見ようとしているのだろうが、土をこねた手でさわるものだからまた汚れる。

「……ああっ」

　気づいたらしい。ここぞとばかりに指さして、これ見よがしに笑ってやったら、リスのようにふくれた。……おれは悪くない。

「まあいいけど……お前そのかっこで布織っちゃだめだぞ？」

「わかってるよう」

　二人はいましがた、畝うねにパンくずを埋め終えたところだった。地母ノムリアへの捧ささげ物――春と夏と秋に一度ずつ行う、おなじみの行事である。

　兄妹きようだいはそろって立ち上がり、朗々と豊作を祈願するまじないごとを唱え始めた。



　　　地よ、地よ、おお、大地の母よ。地母ノムリアよ

　　　そのふところに抱かれし我ら、こいねがう

　　　耕地のいよいよ肥ひ沃よくならんことを――



　澄んだ空気。晴れ渡る空。太古、愛し合う天父イルルフと地母ノムリアは、天父の不義によって永遠に分かたれた。そのせいで二人はもう手を取り合うこともできず、天と地はこんなにも離れているのだとか。しかし、この平和な光景を見るにつけ、とてもそうは見えないとネイブは思う。



　　　――肥えし土地は我らがために牧草をはぐくみ

　　　輝かしく花咲きて栄光は来ませり

　　　五穀みな我らがもとめに仕えんために

　　　大地を統べしノムリア、生長の恵みを与う



「…………………」

　しばしの静寂ののち、ネイブはハルの方に向き直った。

「よし、もういいぞ。じゃあ次は――」

　そのときだった。

　遠くからネイブを呼ぶ声がしたのは。





「師匠が帰ってきてるらしいぞ」

　開口一番、グランはそう告げた。

　えええ、とネイブは声を上擦らせた。そんな飛び上がらんばかりの素敵な知らせを、相も変わらずぬぼっとした顔で持ってくるグランが不思議だった。

　グランによれば、彼女は帝国戦士団から年に幾度もない貴重な休みをもらって、現在帰省中だという。

　師匠――フレア＝イーザ。

　英雄はたしかに憧あこがれの存在だ。しかし憧れだけではロット“〝オリオルド”〟の結成は叶かなわなかったろう。

　帝国第五戦士団――通称、薔薇輝石ロードナイト戦士団。その突撃部隊『緋ひの槍やり』隊長、フレア＝イーザといえばこの街では知らぬ者はない。

　彼女が隊長に昇格したという報しらせがこの街を電撃的に駆け巡ったのが半年前。街中が沸騰して飲めや歌えやのお祭り騒ぎに発展したのは記憶に新しい。ネイブはといえば一部の大人おとなと同様に酔いつぶれて大地と同化していた。

　さんざ世話になった相手の出世話だ。うれしくないわけがなかった。

　ロットのギルドへの登録方法、エレメントを使った戦い方の基礎、必要な装備――等々、教わった知識は数知れない。

　しつこく相談に来る彼らに、ロットを組むのはやめておけと毎度毎度渋い顔で注意しながら、それでも親切に時間を割いて教えてくれた彼女に、四人が四人とも口で言い表せないほどの感謝の念を抱いていた。

「会いに行くか？」

　もちろんだ。ネイブは勢いこんで頷うなずいた。





　あぜ道の途中で、領主とすれ違った。グランと脇わきによって道を空ける。

「ウェルフェアの長男か」

　お声がかかった。ネイブは頭を下げたままだ。氏うじしか憶おぼえていない奴なんて、たとえ雇い主でも目を合わせてやる必要なんてない。

　領主はなんとかという貴族の男を連れている。二人とも地面に引きずりそうなローブを召していて、およそこんな田園風景には似つかわしくない。

「おお、そうだ。伯爵殿。先ほどわたくしの申したことは事実ですぞ。いまそれを証明して見せましょう。これ」

　――『これ』。おれのことか。

「……はい」

「いまはなんの月かな？」

「？　干草月です」

　領主はにやりと笑って伯爵の方を見た。

「ほれ、聞きましたかの？　干草月、とたしかに言いましたな？」

　伯爵は訝いぶかしげに、

「仕込みではないのか。先ほど賭かけをして、すぐさまこれだ」

　農民には独自の月数えがある。いまは一般には“〝火の二月”〟だが、農事暦では“〝干草月”〟と呼ばれる。この二人はそれが事実かどうかで賭かけをしていたらしい。

　領主はでっぷりと太った腹を揺すって、ほっほっほと笑った。

「おやおや。わたくしのような山出しならばともかく……」すっと街の方に手をやって「あの赤天井を治める伯爵殿ともあろうお方が、賭け金を渋りなさるか。まあ、あちらに着いてから誰だれへなりとお聞きになるがよろしい。同じ答えが返ってまいりましょう。この者のように、ね」

「ふん」

　伯爵は腰の小袋をまさぐり、銀貨を二枚取り出すと領主に押しつけた。

「面白いものを見た」

　憮ぶ然ぜんと言う伯爵に、領主は愛あい想そのいい笑みを浮かべた。

「暮らしぶりはさらに面白うございますよ」

　二人のやりとりはネイブを絶句させた。

　――お……。

　面白い……だって……？

　怒りを一瞬で突き抜け、ネイブはただただ唖あ然ぜんとした。

　平民の見た平民と、貴族の目に映る平民。その差をまざまざと思い知らされて、怒るどころではなくなってしまったのだった。

　領主と伯爵の二人は、ネイブたちが来た方向に向けて去っていった。

　二人がいなくなったのを見届けて、グランが呟つぶやいた。

「……金で嘲ちよう笑しようを買った芋男爵、か」

　それは領主のことだった。爵位の中でもっとも下にあたる男爵は本来、土地を持たぬ下っぱ貴族に与えられる位である。ゆえに土地持ちの男爵とは、その人物が平民上がりであることを意味しているのだ。聞くところによると、貴族の間ではそういった成り上がりを、土のにおいのする『芋男爵』と呼んで笑いものにしているらしい。

　高い金を出して、領主の得たものは名誉ではなく嘲笑だったのだ。

「下らないな。底が知れる」

　グランの呆あきれ声。元気づけてくれているのがわかった。でも、とネイブは心中で呟く。

　イヤでも自覚してしまうのだ。おれたち農民は、まぎれもなく社会の下層住民だ。そりゃあ物もの乞ごいよりはマシだけれど、明日食うものぐらいはなんとかあるけれど、それだけだ。いくら働いたって、いまの二人のようにはなれない。伯爵なんて言葉はエルディエ内海の向こう側ぐらいに縁がない。さっきやりとりした銀貨は、一枚でおれの労働二日分だ。

　何年だか前に国の名前が変わったと聞いたときも、いや、どこかの国に組み入れられたんだったか。とにかくそのときもいまいちぴんとこなかった。おれらの生活はなに一つ変わっちゃいない。粥かゆに肉が入るでなし、パンの色が白くなるでなし。空よりよっぽど遠い王様の首がすげかわったことなんかより、おれにとっては世話を任されたガチョウどもがいまだにおれの顔を憶おぼえないことの方が問題だ。なんて貧乏くさい……泣けてくるぜ。

　貴族に憧あこがれはないんだ。名誉はいらない。ただ金が欲しい。

　そうすれば、こんなに悔しい思いをしないで済むんだろう。

　……師匠。

　あんたも、昔はこんな気持ちだったのかな。



　　　＊＊＊



　彼女に会うのは、もう一年ぶりになるだろうか。

　ネイブとグランは残りの二人と落ち合い、子供のように胸を弾ませながら西門をくぐり、『塀の中』の東端にある彼女の家を訪れた。

　フレアはネイブやシエルと同じ農民の出だ。元の住居はネイブと同じ、畑の脇わきの掘ほっ立たて小屋である。どこにでもいる農民の子として生まれ、エレメントが孵ふ化かするまでは皆に交じって畑仕事をしていた。それが、いったん孵化し、戦士団に加わり、めざましい功績を上げ始めてからというもの、その収入一本で一家の生活を賄えるようになり、またその功績を讃たたえられて、親子共々異例の富裕層入いりを果たした。そんな彼女は、貧しい人々の憧れの的であった。

　ゆるやかに弧を描く道にそって、隙すき間まなく立ち並ぶ赤い三角屋根の一角。なんの変哲もない目立たない家屋だが、元が貧農だと考えれば、これだけでも十分な奇跡である。

「師匠！　ししょー！」

　シエルが扉をドンドンと叩たたく。うるせえなあ……などと呟つぶやきながら、今日ばかりはイドも悪い顔はしない。

　ややあって、中からべしょん！　ばたん！　ごろごろ……となにやら穏やかでない音がし、次いで「ううう……壺つぼが……床が……」と呻うめき声が聞こえてきた。

「いるね」

「うん」

　そのまま待つことしばし。

　閂かんぬきを外す音がして、嫌々のように木戸が開く。

　姿を現した師匠を見て、シエルが「ひっ」とあとずさった。

「お前らか……」

　その上うわ背ぜいでその顔は、正直なところかなり怖い。

　どうにかうっすらと開けた目。遠慮なくしかめた眉まゆ。その寝起き面づらの半面には、甘い匂においのする黄金色の液体がべっとりとへばりついていた。さらに寝ね間ま着きらしい服にもその液体が派手にぶちまけられ……。

　――……頭から蜂はち蜜みつ壺にでも突っ込んだのか？

　彼女は朝に極端に弱い。これでよく規律のうるさいだろう帝国戦士団の一隊長が務まるものだ、と誰だれもが思うほどに。

「少し……待て」

　フレアはふらふらと扉を閉めた。

「…………」

　待つことしばし。

　よし、と中から声がし、扉が颯さつ爽そうと開かれた。

　おおお、とネイブは思わず目を細めた。

　凛り々りしいとはまさにこの人のためにあるような言葉だ。女にもかかわらずグランと肩を並べる長身。剣つるぎのような輝きを秘めた白銀の髪が、南方系の褐色の肌によく映える。意志の強そうな眉まゆに、きりっと引き結んだ唇。さっきとはまるで別人だ。

「おお、師匠、早いですね」とグラン。

　フレアは目を眇すがめ、物わかりの悪い子供を見るようにグランを見た。

「師匠じゃない」

「ところで……さっき顔についてたゲロみてーなやつはどうしたんすか？」

　表現を包まないイドを、シエルが横目で睨にらんだ。

　フレアは盛大に肩を落とした。

「ああ……あれは梨なしの蜂はち蜜みつ漬け……壺つぼごとやってしまった……」

　どうも丸ごとひっくり返したようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「……それはそれは」グランが心ばかりの気遣いを見せる。「あと一月で収穫です。それまで辛抱してください」

　それを聞くや、フレアの眉まゆがつり上がった。

「わ……わたしは梨が食べたいんじゃない！　梨の蜂蜜漬けが食べたいんだ！　おいしく漬かるのにどれだけかかると思ってる！」

「こ、こっちに怒らないでください」

　グランは苦笑。その脇わきで、ネイブがシエルにこそこそと耳打ちをする。

「梨なしって……割と早く漬かるよな？」

「ああ……ほら、師匠ってさ、一個丸ごと漬けるんだよ」

「………………なんでだ？」

　ふつうは薄切りにする。

「丸かじりする幸せがどうとかって、まえ言ってた」

「なんだ、ただのワガママか」

　にゅうっと伸びてきた手が、ネイブの顔面をがっしと捕獲した。

「なにか言ったかネイブ！」

　聞こえていたらしい。こめかみに指がメリメリと食い込んでいく。

「あでででででででででででででででででっ！」

　割れる！　割れるってば！　ネイブは心中で泣き叫んだ。その後もなかなか握力は弱まらず、叩たたこうが引っ張ろうがびくともせず、そろそろ泡でも吹いて昏倒しようかという頃ころ合あいになって、ようやく拷問器具右手が外された。

　続けてフレアは、ネイブの額に人差し指を突きつけて、傲ごう然ぜんと宣のたまった。

「梨は丸かじりするモノだ！　憶おぼえとけ！」

　金言である。

「……で、なんの用だ」

　痛むこめかみを押さえつつ、ネイブはひとまず手て土産みやげを差し出した。

「これ、うちでとれたインゲンです。どうぞ」

「わっ……わたしは梨が食べたいんじゃない！　梨の蜂はち蜜みつ漬けが――」

「しっ師匠おちついて！　梨じゃないですインゲンですほらよく見て」

「あ……ああ、すまない」

　どうにかおちついたフレアは、ありがたくいただく、と言ってインゲン袋を受け取った。

「……で、なんの用だ」

　同じことを二度繰り返して、フレアは腕を組んだ。

　ネイブが最初に言った。

「またなんか教えてください」

「なんか……か。ネイブ。目的意識を持たなければ何事も上達しないぞ。漫然とやるな。考えろ。さもなくば、」

「えー……」

　遮ったのはグランだった。

「今日はエレメントを使った戦い方について教わりにきました」

「それは前にやったろうが」

「教えてもらいたいのは多人数の戦術なんです。あのときはエレメントを持っていたのは俺おれだけでした。いまはイドもシエルもできるようになって、本格的に戦い方について学ぶ必要が出てきたんです」

「なに……」

　フレアの顔が曇った。

「……お前らも、か」

「はい」

「まったく……」

　フレアは顔をしかめた。置き場がなくなったようなそぶりで手を頭にやり、無造作に後ろ髪を引っつかんだ。きれいな銀髪がくしゃくしゃになった。

　フレアは吐き捨てるように言った。

「エレメントなんて、ずっと卵のままが一番いいんだ」

　ネイブはむっとした。それは孵ふ化かした奴の言葉だ。いつまでも馬ば鹿かにされる雌鳥の気持ちがわかるのか。

　フレアはしばらく苦い顔をしていたが、やがてあきらめたように首を振った。

「まあいい。わかった。ロルに行っていろ。

　…………ん？　どうしたグラン？」

　グランは一瞬きょとんとしたようだった。

「そんなに変な顔してましたか。いや……師匠、戦うのなんてやめろって言わなくなったなと思って。前は二言目には言ってたでしょう」

「だって、言ってもやめないんだろ？」

　グランは他ひ人と事ごとのように肩を竦すくめた。「……まあ」

　フレアはハンと笑って、壁に肘ひじをついた。

「ならしっかり仕込んだ方がまだしも、な。つまらないことで死なれちゃ寝覚めが悪い。……あと師匠はやめろ」

　支度をする、と言い残し、彼女は再び扉を閉めた。





　その頃ころ、泉の広場。

　あふれる日差しを浴びながら、裕福な身なりをした母子たちがゆったりとした時間を楽しんでいる。母親たちは泉の脇わきに据えられた腰掛けで優雅にお喋しやべりなどを交わし、子供はチュニックの腕周りが濡ぬれるのにも構わず水遊びに夢中になっている。それが市民の飲み水であることなど考えたこともないのだろう。

　荷を下ろした荷車が行き過ぎる。それを引く母子は土色のくたびれた上着を着込み、みすぼらしい自分たちとは天と地ほども違う裕福な親子を横目で見つつ去っていく。

　いつもと同じ光景だった。ただ一点を除いては。

　千里眼。

　空間を澱よどませるような違和感をたった一人で醸しだし、千里眼は置物のように立っていた。十年も旅したあとのようなボロボロの外がい套とうを頭からかぶり、その中から爛らん々らんと銀の瞳ひとみを光らせている。

「…………ハイ、おはヨウございマス」

　にこやかな声は、右足を引きずってきた一人の男に向けられていた。

「おはようございます」

　しゃらん、と鈴の音。ザックだった。

「では、早速行きましょうか。こちらです」

「エエ。知ってますヨ」

　ザックの笑顔が固まった。

「……知ってます、と？」

「エエ、昨日ワタクシ、オ先ニちょっと救貧院ニオ邪魔しテきましタ」

「…………」

　千里眼は面白がるような口く調ちようだった。

「ソウなんですヨ。案内役ガ案内をしてくれなかったタものデ、一人デ行ってきまシタ」

「ど、どうやって……」

　ザックの声は明らかに狼ろう狽ばいしていた。

「フフ、わんちゃんパピーはオシゴトに熱心ですヨ？」

「どうやって行ったと訊きいています」

「ワア、そんなニ怖イ顔しないデ。そんなノ、コレに決まってるジャありませんカ」

　千里眼は左手の親指と人差し指で輪を作り、左目に押し当てた。

「ナニセ、ワタクシにハこれ以外ノ能なんテありませんからネ」

「くっ……」

　ザックは奥歯をぎりりと噛かみしめた。

　うかつだった。

　千里眼は他人の卵を見る能力の持ち主だ。あの望ぼう遠えん筒とうを覗のぞけば、卵以外の一切の風景が消失する。壁も人体すらも障害にはならず、それは卵の姿だけを忠実に映し出す。よって、小さな街程度なら、一方の端から望遠筒を覗き、もう一方の端にいる人間の卵に焦点を合わせることなど造作もない。そして珍しい卵となると数は自おのずと限られてくる。

　甘く見ていた。それは認めよう。

　だが……まだ……。

「ソレデ、ネネ＝エルマリーさんでしたカ。彼女ハ非常ニ美しいエレメントを生み出しテくれましタ」

「――ッ！」

　ザックは首が折れるような勢いで振り返った。

「孵ふ化かをッ！　させたのですかッ！」

　千里眼は冷静だった。

「オ静かニ。注目を浴びていますヨ」

　ザックはしまったというように口を押さえる。

「マア、今日やるオシゴトが早まったダケの話ですヨ」

「なぜ……時間はあったはず……どうして……」

　呆ぼう然ぜんとしてうわごとのように呟つぶやくザックに、千里眼は「話ハ変わりますガ……」と前置きして、勝手に話し始めた。

「ココ一年ぐらいでしたかネ。アノ救貧院には定期的ニ奇妙ナ事件ガ起きていましてネ。アナタならゴ存じだト思うのですガ……？」

　すっかり疲労に覆われた顔で、ザックは首を力なく横に振った。

「……いえ、知りませんね」

「アレ、そうですカ。あそこにハ通常の孤児ニ交じっテ、シバシバ見込みのある子供ガ運び込まれまス。そしテ、ソノたびニ我々ハ、期待ニ胸膨らませたゴ主人から回収ノ命めいを授かりマス。ココまでハいいですネ？」

「……ええ」

「ソレデ、我々ノ一人がオシゴトをしようト救貧院を訪れますネ？　するとですネ、フシギなことニ、回収するベキ子が行方不明になるんデスネエ。毎回、マイカイ。モウ四回ぐらいニなりますかネエ。……ネ？　フシギでショ？　ソウ思いませんカ？」

「………………そうですね」

「……ドウしたんですカ？　やけニ元気がありませんガ……」

　千里眼は首を直角に傾け、ほぼ真下から覗のぞき込んできた。フードの奥の銀目が光る。

「いえ……そんなことはありませんよ」

　素知らぬふりを決め込みつつ、ザックは背筋に異常な汗をかいていた。

　――気づかれている。

　いつ。どうやって。

　露骨に過ぎたことは認める。仕方がない。というより、そうするより他ほかになかった。だからいつかは明るみに出ると覚悟していた。いまがそのときなのだろうか。

　彼の胸中を知ってか知らずか、千里眼の口く調ちようはいよいよ滑らかになっていく。

「三度モ四度モ続けテそんなことガ起こっタものですカラ、ついにゴ主人が業ごうを煮やしましてネ。ゴ主人、ワタクシに回収兼ソノ原因究明を申しつけなさっタのですヨ。アア、いまマデ言い忘れテいましたガ、ワタクシがコノ街に到着したノハ、実ハ昨日じゃなくテ、三日前でしテ」

　――…………。

　ザックは天を仰いだ。

　決定的だった。顛てん末まつなど聞くまでもなかった。

「ソレデですネ、ワタクシは言いつけどおり、ネネさんをずっと張っテいたんですヨ。するとマアなんと！」目が覚めるほど白しら々じらしい。吐き気がする。「昨日ノ夕方、突然妙ナ方ガ現れテ、彼女の部屋にコソコソと忍び込もうトしているジャありませんカ！」

　声は愉悦に満ちていた。千里眼はザックの反応を心から楽しんでいた。敗北が決定していて抵抗も出来ず、かといって白旗も振れない敵を、じわじわと蹂じゆう躙りんする。

「ワタクシは使命感に打ち震エ、ソノ方を捕まえようト決心しまシタ。ソシテ少々ノ揉もみ合あいノ末、ブジ捕らえルことニ成功したのデス！　ワタクシ、頑張りましたヨ！　捕まえタ方には親切にモ、色々ナことを教えて頂きましタ」

　ザックは心中で、もう生きてはいないだろう彼に頭を下げた。

　すまないオーラン。つらい思いをさせた。

「卵ノ可能性を見込まれタ子たちガどこかへ連れテ行かレ、モウ帰ってこなイのを、どこかノ優しイ方ガ不ふ憫びんに思っタことトカ。ソレデ我々ガ来る前ニ子供を逃がそうト計画シタことトカ。アア、もちろんソノ方のオ名前も、ネ。

　マアそれだけデハ罪滅ぼしニハなりませんでしタのデ、ドウしたらイイか考えましテ。ソノ結果、エー……」

　見て、花はな籠かごをこんなに上手に編めたわ、と微笑ほほえむ少女のように、千里眼は。

　無邪気に、喜んでいた。



「　殺しテもらいましタ。

　　子供を、二人ホド。　　」



　な。

　んて。

　こと――を。

「アちなみニ、その子たちはネネさんの同室の子たちでス。ソレデ卵が割れれバ話ハ早かっタのですガ、意外、ヒビが入っタだけだっタんですヨ。トドメを入れようとしテ、デモ、アナタとの待ち合わせガあっタものデ、いったん帰りましテ。ソレから再び出向いテいったラ、ナント割れタ卵から綺き麗れいナ腕ガ覗のぞいテいましてネ。残っタ一人のオトモダチの首を刎はねテいたところでしタ。ソレデモ卵ガ割れなかったものダカラ、ソコにいた修道女ノ方に一芝居打っテいただきまして、ネ。ようやく孵ふ化かト相成っタわけですヨ」

「…………」

　ザックは頭を押さえて首を二三度振った。

「惨むごいことを……」

「芝居ノ内容を聞きたいですカ？」

「……予想はつきます。おおかたエルマリーさんを突き放すような言動をさせたんでしょう」

「ワオ！　正解デス！　よくわかりましたネ。……ネ、ネ、気ニなりまス。ドウシテわかったんですカ？」

　ザックは忌いま々いましげに舌打ちをする。

「…………あなた方の……よくやる手じゃあないですか……」

　無力感が体中を支配した。自分の手は、子供一人救えない。

「アア、忘れル前ニ言っておきますガ」

　もういい。もうなにも聞きたくない。

「……コレ以上ノ背反行為ハ勘弁してくださいネ？　マダ続くようナラ、アナタといえド相応ノ処置を考えなけれバいけませんカラ」

「……………………」

「……聞こえてテますカ？」

「……やれるものなら、やってご覧なさい」溶岩のように煮立った心とは裏腹に、声こわ音ねは鋭い刃の切っ先のようだった。「戦士団でも駆り出してみますか？　むざむざと殺されはしませんよ」

　千里眼は呆あきれたといった風に溜ため息いきを漏らした。

「ヤレヤレ……武器ノ一人歩きハ、たちガ悪いですネエ」

　平凡な街中。そこだけ異質な空気を混ぜ込んだように立つ二人。彼らはやがてどちらからともなく視線を外し、救貧院へと向けて歩き去っていった。





　ロル平原。

　そこは『塀の外』から東北に位置する平原だ。遠くにうっすらと山並みが見える他ほかはなにもない、だだっ広い野原。抜けるような晴天なのに、今日は羊飼いもいなかった。

　やや遅れて来たフレアは、土産みやげを持っていた。それが一人一着の鎖くさり帷子かたびらだった。

　一介の農民にはとても手が出ない代しろ物ものだ。細かい編み目を見るに、かなり上等のものだとわかる。それをフレアは四着もあつらえてきたのだ。値段を聞いても「いいから着ろ」というだけで教えてくれなかった。下げた頭が上がらないとはこのことだ。

　だが、スカスカで軽そうに見えたこれが、いざ羽は織おってみると大変だった。まず、袖そでを通すところでつまずいた。布の服ならば手を突き出すだけだが、鉄の帷子かたびらはその重量の赴くまま垂れ下がり、水平に袖を通すのは困難だった。ぜんたいが重いので、着るのに手こずるとそれだけで体力が削られる。着たら着たでずっしりと肩にのしかかってろくに動けない。おまけに身体からだを動かすたびにどこかしらジャラジャラと鳴ってうっとうしい。だが――いざ戦いになれば、こんなのを着て走ったり跳んだりしなくてはならないのだ。

　皆が着込んだのを見るや、フレアはこともなげにこう言い放った。

「よし、とりあえずお前ら、塀に沿って一周してこい」

　うえ、と呻うめいたのはネイブだけではなかった。

　フレアはぱん、と軽く手を叩たたいた。「行け」の合図だ。

　ネイブはしぶしぶ一歩目を踏み出した。

　走り出してすぐに、差がついていった。グランが先頭。イドが負けじと張り合って、なんとかグランに食らいついている。大きく開いて、三番目はシエル。そして、早くも音ねを上げそうになっているネイブがドンケツだった。

　グランはともかく。イドもまあいいとしよう。だがシエルにまで負けるとはどういうことだ。徐々に遠ざかっていくシエルの背中を眺めながら、ネイブは屈辱的な思いにかられていた。

　短ければ負けやしない。が、持久力はからきしのネイブだった。

　――走れるか。こんなモン背負って、こんな距離。

　悪態をつく気力もない。早くも汗は噴き出し、全身の筋肉が悲鳴をあげ、喉のどさえも痛みを生む。

　ようやく北門が見えた。北門と東門の間から出発したから、まだ四分の一も走っていない。ネイブは気が遠くなりそうだった。前を見ると、もう仲間の影は見えない。

「あぁ……」

　ネイブはついに走るのをやめた。よっぽど鎖くさり帷子かたびらを投げ捨ててやろうかと思ったが、脱ぐ気力もなかった。

　北門から街の中が覗のぞける位置にきたとき、ネイブはふっつりと立ち止まった。

「………………」

　ふと、ある考えが浮かんだ。

　――ここ……入っちまえ。

　怠たい惰だの引力。

　それはよくない考えだった。

　北門から入って東門に抜ける。そしてそのまま北東のロル平原に戻る。そうすれば、一周するのに比べて、大きく距離を短縮できる。

　すでに気持ちはそちらに傾いていた。まじめに塀の外を一周するなど、もう思いもよらなかった。そして、まじめに一周している仲間たちのことも。

　ネイブは吸い込まれるように北門に入った。顔見知りの門番が珍しそうな顔をしていた。

　北区には富裕層の家（というより屋敷）が集中している。立派な屋敷が立ち並ぶその光景を目にして、ネイブは思わず溜ため息いきをつきそうになった。金持ちの家はその材質からして違うのだ。ネイブの家――領主に貸し与えられている――はみすぼらしい木張りに藁わら葺ぶき屋根。翻ひるがえってこちらは、どっしりとした石造りである。

　ネイブなどいるだけで場違いな通りをしばらく歩き、修道院の前を過ぎたところで左に折れた。ふとザックのことを思い出す。ここの救貧院の子供たちが可愛かわいいと笑っていた彼。気難しい少女に気を揉もんでいると言っていたが、その後進展はあったのだろうか。その子は心を許してくれたのだろうか。

　そんなことを考えていたら、色のくすんだ市壁に突き当たった。市壁沿いに南下して東門を目指す。途中で石畳がぽっかりとなくなっているところがあったが、大丈夫、おれはなにも見ていない。

　鎖くさり帷子かたびらはおそろしい装備だ。歩くだけでも、疲れは一つ一つ石を積み上げるようにたまっていく。やっとのことで東門についたネイブは、すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体であった。そのまま流されるように門の外に出て……。

「っ！」

　そこで見たものに飛び上がりそうになって、ネイブはあたふたと引っ込んだ。

　門の陰に転がり込み、目立たぬようにしゃがみこむ。息を潜める。

　門の外を、ふっと人影が横切った。

　針金のような紫の髪が、体から一拍遅れて揺れる。

　イドだった。

「……………………ふう」

　危ないところだった。

　少ししてもう一度外を見てみると、もうイドはいなかった。早速出て行こうとして、ネイブは思いとどまった。まだ後ろにシエルがいるはず。いま出て行って、ケツの自分がいつの間にか三番目にいたというのはいかにも不自然だ。ネイブは待つことにした。

　それからしばらく間が開いて、ようやくシエルがやってきた。

　だいぶへばっているのが傍はた目めからもわかるが、それでも前を向いて、懸命に走っていた。びっしょりとかいた汗で髪がうなじに張り付いている。

「………………」

　通り過ぎても、なんとなく目が離せなかった。姿が見えなくなるまで、ずっとその背中を追っていた。なぜだろうと首をかしげ、しばらくしてそれが後ろめたさだと気づいた。

　――おれは、あいつらを裏切ってるんだろうか。

　戦場で活躍すると誓い合った。英雄オリオルドのような戦果を上げるのだと。

　そのための体作りだ。真剣な思いだったからこそ、フレアもつきあってくれているのだ。

　なのに……。

　それ以上考えるのが怖くなって、ネイブは慌ててシエルのあとを追って走り出した。



　やっとフレアの元に辿たどり着いたときには、もうヘトヘトだった。

　遅い、というフレアの叱しつ責せきもどこ吹く風、もうなんとでも言えという感じで、ネイブは草原にごろりと転がった。東門からここまではそうたいした距離ではない。なのにこの体ていたらくだ。自分の体力と根性のなさが骨身にしみた。

　――どす。

「ぅぐ」

　背中に不意の一撃。海え老び反ぞって上を見ると、フレアが眉み間けんに皺しわを刻んでいた。

「って……。いくら遅かったからって……」

「寝転がるな」

　声はきびしかった。

「え？」

「お前は命の懸かった戦場で、疲れたら横になるのか？」

「……！」

「寝転がっていて刺されたなどと、笑い話にもならんぞ」

　見れば残りの三人は息をつきながらもちゃんと立っている。

　そうか、おれだけか……。

　言わんとすることはわかった。どうにか上体も起こした。しかし……。

「立て」

　突き刺すような命令にも、ネイブは反応しない。

「どうした」

「足が……」

　膝ひざが笑っていた。踏ん張ろうにも力が入らない。あれだけしか走ってないのに。鎖くさり帷子かたびらは見えない疲労を蓄積させていた。

　フレアはそれを一いち瞥べつして、短い溜ため息いきをついた。

　それだけで、ネイブは喉のどがきゅうっと締め付けられたようになる。いまの溜息。呆あきれたのか。馬ば鹿かにしたのか。軽けい蔑べつしたのか。愛あい想そが尽きたのか。こんな小さな仕し種ぐさが不安でたまらない。

　見放されるのが、怖い。

　フレアがなにか言おうと口を開きかけたが、近くにいたイドがそれを遮った。

「お前さあ……」

　しかめた顔。だるそうに髪をかきあげる仕種。投げ出したような声……。

　――あ。

　わかってしまった。なにを言おうとしているのか。

　言うな。

　お願いだ。

　言わない、で――



「もう、ロットやめろよ」



「――――」

　心臓が一瞬止まったような気がした。ずっと恐れていた言葉。ネイブは動きの悪くなった目をおそるおそるイドに向ける。イドは面倒臭そうに続けた。

「わかってんだろ？　自分で。向き不向きってやつをよ」

「う……う」

「オレぁ何度もグランに言ったぜ。やめさせろってな。三人で十分だろって」

　――知ってる。知ってるさ。イドは足手まといが嫌いなんだ。

　ネイブの心に暗い影が差した。

「グラン」

　イドはさらに追い打ちをかける。

「いま一度言うぜ――ネイブを、やめさせろ」

　沈黙が降りた。風のない平原は静かで、耳が痛いほどだった。

　フレアも腰に手を当てたまま黙っている。

　永遠のような刹せつ那なののち、口を開いたのはグランではなかった。

「……そんなの、わかんないでしょ」

「なんだシエル、てめえ」

　シエルはイドにかまわず、ネイブに近づき、しゃがみ込んだ。栗くろ色いろの髪がふわふわと揺れている。汗を拭ぬぐった顔はまだ少し火ほ照てっていて、まぶしいほどに溌はつ剌らつとしていた。

「イドはさ、心配してるんだよ」

「ああん？」とイド。

「イド語って慣れてないと難しいんだよね。わたしはわかるけどさ。あれ、別にネイブのこと嫌いになったとかじゃなくて『友達に死んで欲しくない』って意味なの。ね、イド？」

　イドは不ま味ずいものでも食ったように顔をしかめた。

「……馬ば鹿かかてめえは。お人ひと好よしにもほどがあるぜ」

「ま、ああいう風に自覚してないってのがまた可愛かわいいとこなんだケド」

「！」

　イドは両手で頭髪を鷲わし掴づかみにした。殴るのをこらえているときの癖くせだ。

　そんな背後の葛かつ藤とうなど意にも介さず、シエルは続ける。

「わたしはね、ちょっとネイブに期待してるの」

「……え」

「グランもそう。ネイブが孵ふ化かしたときのことを考えて色々想像してるの。わたしたち全員〈地〉属性でしょ？　ネイブもきっと〈地〉だよ。土地柄もあるしね。〈地〉は位が低い低いって言われてるけど、わたしはそうは思わないなあ。四人で組んだら、きっと強いと思うんだ。〈火〉とか〈天〉に比べたらそりゃ勢いには欠けるけどさ、負けない戦いってのができると思う。いざ戦いになったら、拠点防衛かな、やっぱり。万が一の敗戦のときは殿しんがりなんか務めちゃったりしてさ。でも、一人も死なないで生きて帰るの。『オリオルドは守らせても天下一品だ！』なんて言われたりしちゃうの。すごいでしょ？」

　手を広げ、うれしげに語る。頭の中では“〝オリオルド”〟はさぞかし大活躍していることだろう。まぶしい。まぶしすぎて目が潰つぶれてしまいそうだ。

「あ、もちろん、〈地〉じゃなくてもいいんだよ。そうだったら攻撃の形がすごく豊富になるよね。なんでもできるよ。足止めはグランとわたしに任せて、イドと二人で敵を蹴け散ちらすんだよ。〈火〉で突撃！　〈天〉で攪かく乱らん！　〈水〉で不意打ち！　もう、なんでもできちゃうんだから。

　ね、すごいでしょ？　そうなったらいいよね。素敵だよね。だからさ」

　そして彼女は、指を一本立てた。えへん、と偉そうに胸を張り、

「ファレスはおっしゃった――」

　がくりと肩の力が抜けた。こんなときでも、シエル、お前って奴は。

　シエルは手を組み合わせて妙な形を作った。なにかと思えば影絵だ。犬がパクパクと口を動かしている。それを見て、グランがブッと吹き出した。

「……ファレスは犬だったのか」

「『だいじょうぶぅー。クサリカタビラの重みなんかに負けないでぇー、がんばるのだー』」

「…………」

　――そんなこと、ファレスが言うわけないだろ。

　ネイブはそっと周りを窺うかがった。見なくてもわかっていたけれど。



    

  
    
      



    

  
    
      　フレアは腕を組んだまま苦笑していた。グランは安心したように片笑んでいた。イドはすっかり毒気を抜かれたような顔で溜ため息いきをついていた。

「………………」

　――そうだ。

　いつでもおまえは、周りをこんな雰囲気に変えてしまうんだ。

　ずるいなあ、なんて思ってしまう。

　シエルは「ほら」と手を差し出した。

「…………うん」

　――ひょっとして、おれは……。

　その手を握った。汗ばんだ手から熱がじんわりと伝わってきた。女の子に手を引かれる情けなさと、少しのうれしさ。

　――ここにいても、いいのかな。

「いしょッ」

　細腕なのに力は強かった。ネイブは難なく引き上げられ、どうにか立つことができた。

「よし！　もう大丈夫！」

　シエルは額にはりついた前髪をぬぐって、「にひー」と笑った。なにがおかしいのかわからなかったけれど、ネイブはつられて口くち許もとを綻ほころばせてしまった。





　静かだった。

　昨日まで笑い声や歓声が絶えなかったここは、今日に至りすっかり沈黙の影を落としていた。

　門柱を越えれば、そこにはどっしりと立つ白銀色の聖堂。続いて隣には本館――修道室や食堂、図書室などを含む生活施設がある。そして同じ敷地内に、家畜小屋や物置小屋と並んで、ひっそりと立つちっぽけな家屋があった。

　救貧院。

　ひんやりと冷たい石壁の内側には、人の姿はなかった。

　まるでうち捨てられた廃屋のような雰囲気を漂わせている。ここでは、晴れやかな陽気も、ゆるゆると吹く風も、かえってうら寂しさを助長しているようだ。

　そこに、場をたわませるような、どこか韻いん律りつを外したような声が投げかけられた。

「イヤ、すっかり様変わりしましたネエ」

　千里眼が周囲を見渡していた。

　その隣で、ザックは手のひらに汗を滲にじませていた。

　どうしたことだ。静かすぎる。姿は見えずともせめて声ぐらいは聞こえてくるはずなのに。まさか――。

「ラパルくん！　サラさん！」

　それらは孤児たちの名だ。普段ならばやかましいほどの高声に打ち消されてすぐに消えてしまうはずの呼声は、奇妙によく通った。

　返事は、ない。代わりに千里眼の無関心な声。

「ヨクどうでもイイ子供ノ名前なんて憶おぼえられますネエ」

　ザックは構わず再度呼びかける。

「アルノーくん！　ニアさん！　ジルくん！」

「イチイチ名前憶えて構ってタラ、疲れなイですカ？」

「ネネさん！　ソフィさん！」

「アア、ネネさんハいないト困りますネエ」

　対照的な二人だった。

　ここに収容されている子供の名前をすべて呼んでも、一つとして応える声はなかった。

「はあ、はあ……千里眼」

「ヤメテって言ってルデショ。過大評価されるのハ嫌イなんですヨ。評価ハ正しく、ネ？　せいぜいガ一里眼ですヨ」

「みんなを……どこへやったんですか」

「……心外デス。ソウいうのをなんト言うカご存ジですカ？　濡ぬレ衣ぎぬっテ言うんですヨ」

　ザックは横目で千里眼を睨にらむ。

「ア、信用してませんネ。マア、行っテみまショ」

　ザックを置いて、千里眼は一人歩き出した。





　帝国戦士団の一翼、薔薇輝石ロードナイト戦士団。

　フレア＝イーザは若くしてその突撃部隊『緋ひの槍やり』の隊長の任を授かった。

『緋の槍』。〈火〉属性のエレメントを主体とし、勢いと貫通力にものを言わせて敵陣を切り開く。薔薇輝石ロードナイト戦士団の誇り高き一番槍だ。先陣ゆえに死人も多い。その入れ代わりの早さを『まるで垢あかのようだ』と揶や揄ゆされるというから、いかに危険な役回りかがわかろうというものだ。

　そんな苛か烈れつな環境で二年間も生き延び、隊長にまで昇りつめたフレアのエレメントは、しかし特別に強大な力を持っているわけではなかった。

　むしろ、経歴を聞いたあとにそれを目にすれば、首をかしげざるを得ないだろう。

　フレアの肩に、小鳥がとまっていた。

　燃え立つような真っ赤な毛並みだ。近くで見れば実際にちろちろと燃えているのがわかる。エレメントだということもわかる。しかし、いかんせん……。

　小さい。

　なにせ片手にすっぽりと収まってしまう大きさだ。くりくりとよく動く目やちんまりとしたくちばしが余計に――言うとフレアは怒るのだが――可愛かわいらしい、という印象を助長させる。

　しかし…………。

「――うおあっ！」

　フレアの薙ないだ木の枝に、かろうじてネイブは身をそらす。

「ま、待って、待って師匠っ。まだ始めるともなんとも……」

「体勢が整うのを悠長に待つ敵がいると思うのか！」フレアの瞳ひとみは険しい。「相手が一人なだけでもありがたいと思え！」

　そのとき、フレアの背後に突如、おどろおどろしい黒騎士ブラキスが姿を現した。

　グランのエレメントだった。残りの三人が怯ひるむなか、いち早く行動を起こしていたのだ。

　完全に背後をとった。黒騎士ブラキスは長大なスピアを振り上げた。だが、

「ふん」

　フレアの肩にとまった小鳥が矢のような速さで飛び出し、空中に炎の帯を引いて黒騎士ブラキスの顔面をかすめた。とっさに黒騎士ブラキスがのけぞったときには、もうフレアの姿はそこにはなかった。

　ばしっ。音がした方を見ると、グランが顔をしかめていた。腹を押さえているところを見ると、あの木の枝で打たれたのだろう。グランのエレメントが煙のようにかき消えた。

　――まただ。

　いつもそうだ。すんでの所まではいくが、最後の一撃が当たらない。殺すつもりで来いと最初に言われ、初めこそ躊ちゆう躇ちよしていたものの、やがてなにをやっても当たらないとわかるや、それから毎度全力になった。それでもこのありさまだ。

　フレアのエレメントは、単純な強さで言えば底の方だ。自身がそう言っていた。それは自じ嘲ちようなどではない。単なる分析だ。

　それでも彼女が生き延びているわけは、彼女のその神がかった体たい捌さばきにある。ろくに防具もつけず敵陣に突っ込んでいって、四方から襲いかかる敵を切り捌くのだ。曰いわく「どれだけエレメントが強くても、使い手は生身」

　彼女にとってエレメントとは補助の道具であり、真に頼るべきは己の肉体なのである。仮にあの木の枝が本来の武器――槍やりらしい――だったなら、ロット“〝オリオルド”〟の四人はとっくにファレスの御み許もとに還かえっていることだろう。

「……さ」

　たったそれだけで、ぴしりと緊張が走った。

　ネイブをのぞく三人は、すぐさま目つきを鋭いものに変え、各おの々おののエレメントを喚よびだした。三人の前の空間に、同時に三つの煌きらめきが走る。

「“〝ブラキス”〟」

　グランに応え、〈地の黒〉、黒甲かつ冑ちゆうの騎士が再び姿を現し、ずしりと大地に降り立った。

「“〝ファーナ”〟」

　シエルに応え、〈地の黄〉、四つ目のネズミがその肩にもそもそと登った。

「“〝ビョーク”〟」

　イドに応え、〈地の赤〉、赤い三つ首の闘犬がトッと着地し、口まわりをその燃えるような舌でべろりと舐なめた。

「ネイブ、俺おれの後ろにいろ」

　グランに促され、ネイブは飛ぶようにして彼の背後へ。それを待たずして、フレアの大喝が放たれた。

「来いッ！　心は打ち負かされてこそ強くなるッ！」





　歌が、聞こえる。

　救貧院の外廊下に差し掛かって、ザックはふと耳を澄ました。

　月の光のようにゆるやかなその声は、建物の奥からなびいてくる。

　……美しい。

　歩くにつれ、徐々に声が鮮明になり始める。



　――リシュカ

　　アリシュカ

　　あたしの天使



「ネネさん……」

　千里眼は振り返りもせず答えた。

「エエ。昨日カラですネエ」

　やがて千里眼は、わずかに開いた扉の前で立ち止まった。ここデス、と言い、ひょいと扉を開け放つ。

　と、扉にあおられた風が鼻先をくすぐった。

「むっ」

　それは懐なつかしい匂においだった。同時に嫌悪感を催す匂いでもあった。ザックは眉まゆを潜める。

「血…………」

　呟つぶやいたときには、もう千里眼が中に入っていた。

　歌がふとやむ。代わりに、少女の涼やかな声。

「来てくれたのね。待っていたのよ」

　それはたしかにネネの声であったけれども。

　ザックは知らない。これほどまでに朗ほがらかな彼女の声こわ音ねを。

　ネネ＝エルマリーは愛あい想そ知らずな子供だった。ザックがなにか話しかけても、ぶっすりと黙りこみうつむいてしまうような子だった。周囲と馴なれ合あうことをせず、いつも一人でつまらなさそうにしていた。ザックにとってネネは、つまりそういう少女だった。――なのに。

　只ただ事ごとならぬ様子を察して、彼は部屋に踏み行った。

　つんとする鉄の匂においが鼻を刺す。

　夕刻にはまだまだ早いというのに、その部屋は一面の赤だった。

　赤がぬめっていた。赤がしたたっていた。赤がけぶっていた。

　床は油でもまいたかのようにてらてらと光り、壁は元の色を探すのが難しいほどにべったりと濡ぬれ、その汚れは天井にまで及んでいる。

　頭がおかしくなるような光景の中、少女は濡れそぼつベッドに腰掛け、頬をゆるませて千里眼を見上げていた。

「ずっとガマンしていたのよ。さあお食事に連れていって」

「エエ。約束でしたネ」

　異常だった。二人とも、周りの様子が見えていないかのようだ。

　ネネはザックに気づくと、それだけで景色が華やぐような笑みを浮かべた。

「おじさま、しばらくぶり」

「え、ええ」

　ザックは肌が粟あわ立だつのを感じた。

　鼻から頬、首筋を通って半身に紅べに飛沫しぶきの模様をほどこした少女は、まぎれもなくネネであった。しかし、彼の知るネネとは、雰囲気がまるでちがっていた。

　ひどく頑かたくなで、愛あい想そはおろか笑った顔さえ見せなかった少女。いつも口を固く結び、心に分厚い壁を作っていた。

　それがいまはどうだ。なんと美しい笑み顔。花が咲いたようなとはまさにこのことだ。

　空気を満たす赤に、その白肌と波打つ金髪はよく映えて――

　ザックは、我知らずうつむいた。

　異常だった。

　壊れてしまった人間の笑顔だった。

　――私が見たかったのは、こんな笑顔じゃない……！

「どうですカ。美しイでショウ」

　千里眼の声がまた感慨深げで、それがザックの悔しさをさらに煽あおった。

「属性ノ組み合わせもマタ、素敵ですネエ」

　ザックは憎々しげに呟つぶやく。

「天の…………黒」

「エエ」

　原属性〈天〉、彩属性〈黒〉。

　それは禁きん忌きの組み合わせだった。闇やみとも堕だ天てんとも称される、本来あり得ない組み合わせ。この属性を有するエレメントが孵ふ化かしてしまった場合、その意味するところは二つ。

　破壊的な力の獲得。

　そして、自我の崩壊。

　一見会話が通じているように見えるネネも、本当にそうなのかといえば怪しい。

　いつ暴れ出すともしれない強大な力。それをそばに置いておくというのはまさに薄氷の上を走るに等しい行為である。そういった決定的な不安要素を招き入れるロットは皆無であり、必要とされない彼ら彼女らの末路は、人知れぬ異境に放置されるか、始末されるのみであった。

　望みもしない力の代償は、あまりに大きかった。ネネはすでに人ならざる領域に片足を踏み入れていた。

　経緯は知らない。知ってどうなるものでもない。ただ、とザックは思った。

　――私にも責任はある。

　ネネを逃がすことができなかった。協力者の命を無駄に散らせた。そして砕け散ったネネの心はもう元には戻らない。

　ならばせめて――

「……殺してあげましょう」

「ハ？」

　それはなにもできなかった自分ができるせめてもの償いであり、同時にこうなってしまったネネへの慈悲でもあった。

「〈天の黒〉を必要とする人などいません。放ほうっておいても死ぬのは時間の問題。ならいっそ私の手で――」

「待っテ待っテ、コレ以上勝手ナ真ま似ねをされるト困りマス」

　千里眼は醜くただれた手をひらひらと振る。

「ア、困るのはワタクシではなくご主人ですがネ」

「なぜですか。もう彼女の運命は決まったようなものです」

「マア、そうでしょうガ、ここハまず上ノ指示を仰ぐのガ手順というものですヨ」

「必要ありません」

「ソレはアナタが決めることじゃナイですネエ。忠犬であるワタクシは忠実にご主人ノ命令を守りますヨ？　全く良い子ですネエ。今度ご主人ニ会っタラそう言っておいテ下さイ。評価ハ第三者の口カラでないト信用できませんからネ」

「…………」

「マ、明日ニなればわかるコトですヨ。一日ぐらいイイじゃありませんカ。短気ハいいコトありませんヨ。ハイ落ち着いテ。まずハ深呼吸から……」

　腕を広げて深呼吸の真似事をする。

「馬ば鹿かにしないで下さい」

　これ以上のらくらとした千里眼の相手をするのが無駄に思えてきて、ザックは身を翻ひるがえした。ぺちゃりと赤い水たまりがはねる。

「許可を得られたら」

「ハイ？」

「私が彼女を葬ります」

「エエ。ご自由ニ」

　背中にまとわりつく気味の悪い声を振り払うかのように、ザックは首を振って外に出た。

　中庭。

　陽気。ゆるやかな風。足あし下もとに咲いた小さな花。

　のどかだ。滑こつ稽けいなほどに。

　ザックは大きく息をついてしゃがみ込んだ。

　花に白いチョウチョが飛んできていた。ひらひらと優雅に舞い、花にとまる。……蜜を吸っているのか。

　恨めしげに、悔しげに、ザックはその様子をただ見つめていた。

　この光景は現実だ。そして、一歩手前の光景も間違いなく現実なのだ。

　背中越しに、サア行きますヨ、という声が聞こえた。

　悔しくて悔しくて、すべて自分のせいな気がして、息をいくら吸っても胸の中が澱よどんでいるようで、どうしようもない怒りが内側から突き上げてきて――。

　衝動の赴くまま、ザックは花ごとチョウチョを握り潰つぶした。





「攻撃が単調だ」

　日の傾いたロル平原。

　荒い息のまだ収まらぬ四人に、フレアはぽんと言った。あれだけ激しく動いたにもかかわらず、けろりとしたものだった。

　いまのいままで続いていた特訓。慣れない鎖くさり帷子かたびらを着込んだままフレアの攻撃をかわし続けた四人は、さすがに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体ていであった。座るとどやされるので、足を直立させ、関節だけで立っている。

「そうですか……」グランが息も絶え絶えに答える。

　フレアはいま、エレメントの属性についての講義をしていた。

「エレメントは例外なく二種類の性質から成り立っている。一つは原属性だ。まさか知らない者はいないと思うが念のため……シエル」

「はいっ。〈天〉〈地〉〈火〉〈水〉ですっ」

「そうだ。間違えたらどうしてやろうかと思ったぞ」

「えへへ」

「別に褒めてない」

「うくぅ」

　シエルは一瞬でしょぼくれた。

「さて、もう一つの性質は彩属性だ。ネイブ、世界の三原色は知っているな？」

「ええと……赤と、青と……」

「アホ。虹にじの中で数えてどうする。もっと根源的な色だ。グラン」

「はい。〈白〉、〈黒〉、〈虹〉です」

「うむ」

　フレアはもっともらしく頷うなずき、世界の成り立ちを語り始めた。



　それは戯れだったらしい。創造神ファレスは原初、泥を捏こねてたくさんの魂を作った。ファレスは魂たちを潰つぶさず、それらと共に過ごすための楽園エテルノを作り始めた。

　しかし、魂の泥汚れがひどいこと、そして楽園エテルノの完成には膨大な時間がかかることを考えたファレスは、すべての魂の仮かり初そめの住まいとして、この世――庭ラシエンテイアを作り出した。楽園エテルノができるまで、ここで汚れを落としていろということらしかった。

　だが、楽園エテルノと違い、ファレスはこの世を作るのにあまり手間をかけなかった。いわゆる手抜きである。このままでは魂が住むことができないので、どうしたものかとファレスは悩んだ。結果、誰だれかに続きを任せようということになり、ファレスは続いて『始原の四人』を生み出した。

　天父イルルフ。

　地母ノムリア。

　火父グレーデン。

　水母シュシュア。

　彼ら彼女らはそれぞれに、空気を捏ね、土を捏ね、火を捏ね、水を捏ねて自然細工を作っていった。働き者の四人は見る間に世界を作り上げた。

　だが、問題が一つあった。四人の作ったものは、華やかさとは無縁の、白黒の世界だったのだ。

　そこでファレスは彩りを添えようと、そこに四匹のあざやかな蛇を遣わした。蛇は虹になり、虹は天地火水の要素に一つずつ分配され、世界はいまあるような彩りを持つに至った。

　ゆえに、木も、草も、花も、石も、砂も、風も、雨も、雷でさえも、世にあるものはすべて、四つの原属性と九つの彩属性（白黒と虹の七色）によって、三十六通りに分類される。

　そしてそれは、自然の力を借りたエレメントもまた然しかりであった。

　だが。

　この二つの属性区分は、同等の区分ではない。彩属性には、原属性にない特徴が備えられていたのだ。近年の戦闘が複雑化している原因がここにある。原属性が同じエレメントどうしは、彩属性を『混ぜ合わせ』、融合することができるのだ。

　赤と黄で橙。

　黄と青で緑。

　赤と藍あいで紫――。

　あたかも色の違う染料を混ぜ合わせるかのように、二体のエレメントを融合させ、第三のエレメントを創り出す。それも三原色のうち二つ、〈白〉と〈黒〉では起こらない。残りの一つ、〈虹にじ〉に含まれるエレメントだけが持ちうる特性であった。

　ちなみにロット“〝オリオルド”〟が得意としているのは、イドの〈地の赤〉とシエルの〈地の黄〉を混ぜて〈地の橙〉を生む戦法である。

　かような性質によって、エレメントによる攻撃パターンは無数に増加する。〈混色〉の知識と先読みの能力は、戦争に身を投じる者にとってはなによりも重視された。



「だって、〈地の橙〉っていったら『土』ですよね」

　シエルがグランのあとを引き継ぐ。

「こう、盛り上げて、壁作ったり、ボッコーンって攻撃したり、あとは、えーと、えーと…………」

「想像力が足りない」

　一いつ蹴しゆうして、フレアは美しい銀髪をかきあげた。

「土以外にもいろいろある。植物、鉱物。それ以前に土でそれしか思いつかんとはどういうことだ。だいたい壁ならグランでもできる。多彩な攻撃を意識しろ。オリオルドの名が泣くぞ」

「……そういえば師匠」グランが言った。「オリオルドのエレメントの属性って知ってますか」

「知ってるとも。〈地の赤〉だろう。イド、お前と同じだ」

「うえっ？　オレ、〈火の青〉って聞いた」

「なに？」

　次はシエルだった。

「わたしは〈天の紫〉って聞きました。他ほかにも」

　グランが引き継いだ。

「俺おれとネイブは〈水の青〉と聞いたんです。テッサリアの首都を急襲した大津波はそれだって」

「ふうん……」フレアはあごに手をやった。「私が耳にしたのは、溶岩で街を一つ壊滅させた話だったが」

　英雄オリオルドのエレメントの正体には諸説ある。そもそもオリオルドという人物自体が複数人いるという説もあり、最近では著しい戦果を上げた者をまとめてオリオルドと呼んでいるのではないか、などと言われている始末である。

　フレアはひとしきりうなったあと、

「……まあ、関係のない話だ」

　と身も蓋ふたもない締め方をした。

「そんな！」四人が一斉につっこむ。

「うるさい！　そんなことよりいまはお前らだ！　シエル！　『土』の応用は！」

　強引に話を引き戻されて、シエルは慌てた。

「えっ、あっ、えと、うーん、うーん、えーと、ええと、……そう！　ファレスはおっしゃいました。『わからない子には優しく教えてあげま』」

「ごまかすな」

「はい…………」シエルはぺしゃんとうなだれた。

「いいか想像力だ。こいつはなにもないところから湧わき出るものじゃない。色々見て聞いて知っておけ。なにが役に立つかわからんからな。あとは……そう、逆に考えてみるのもいいかもしれない」

「逆、とは？」グランだった。

「たとえばわたしのエレメントだ。ふつう〈火〉といったら炎を操って敵にぶつけるものなんだが、こいつはとにかく力が弱くてな。投げつけようとすると途中で消えてしまう。そこで……」

　フレアは手に持った棒きれを正面にかざした。

「“〝クレムジュール”〟」

　エレメントの名を呼ぶと、棒きれの先がぶすぶすと煙を出し始め、やがて火がついた。

「木ではすぐ燃えてしまうがな。こうやって槍やりに宿らせると、時間はかかるが相当な高熱を持たせられることに気づいた。試しに斬きってみたら、それまで歯の立たなかった鎧よろいがスッパリ斬れた。斬る、というよりは溶かす要領だが」

　フレアはにやっと笑って続けた。

「とまあこんな具合だ。よし、最初だけだ。教えてやるからやってみろ。幅が広がるぞ。…………こらネイブ！　ちゃんと聞いていろ！」

　言い終わるか終わらないかのうちに、拳げん骨こつが降ってきた。

「うごっ」

「お前、ひょっとして自分には関係ないだとか思ってるんじゃないだろうな？」

　うっとネイブは喉のどを詰まらせた。

「勘違いするな。エレメントを持たずとも武勲を上げることはできる。だがそれにはな、ここが必要なんだ！」指で自分の頭をコツコツと打つ。「腹立たしいが、『人形劇団』レシオンのことは知っているだろう！」

　もちろんだ。隣国プリフェスタにおいて、いわゆる雌めん鶏どりの身でありながら、あまねく諸国にその雷名を轟とどろかす脅威、ディスタ＝レシオン。彼を最高戦力たらしめるその理由は、戦兵の完全統率である。複数人のエレメント使いを自らの手足のように操り、一いち分ぶの隙すきもない連携攻撃を仕掛けるという。ゆえに――『人形劇団』。

「あれは能なしでは務まらんぞ」

　もっともである。途方もない判断の素早さと視野の広さがあったればこその芸当だ。ネイブには想像すらできない。

「ああまでなれとは言わないがな、せめて学ぶ意欲を見せろ」

　ネイブは頭に血が昇るのを感じた。まるで怠け者と言われているようではないか。

「お、おれだって、やる気ぐらい――」

「やる気がある奴はすでになにかやっている。お前はなにかしたのか」

「！　おっ…………おれは……」

「努力はお前らを生かす。怠たい惰だはお前らを死なせる。お前はどちら寄りだ？」

「…………っ」

　返す言葉が見つからなかった。ネイブは下を向いて押し黙った。

　――くそ、おれだって、いつか、いつかエレメントを手に入れて――

　……いつか？

　いつかって……いつだろう。



　　　＊＊＊



「カクニン」

　望ぼう遠えん筒とうで一帯を見渡していた千里眼は、短くそう呟つぶやいた。

　雑踏である。

　通りの両りよう脇わきには赤い屋根の家屋が建ち並び、その軒下では様々な出店がひしめき合っている。出店の布製の屋根はどれも色鮮やかで、見るだに楽しそうな雰囲気である。

　そんななか――。

　千里眼はただ歩いていた。覗のぞくのは望遠筒。にぎやかな店々に目もくれず、物売りの声に耳も貸さず、往来する人々を気にも留めず。

　慌てて千里眼をよける人を見るたびに、ザックは申し訳ない気持ちになる。ときどき思い出したように道を譲るときは、相手方に卵もしくはエレメントがあるのだなと知れる。その程度だ。

　ひとまずネネを隔離させたあと、仕事が一段落した二人はそれぞれの帰路についていた。ザックとしてはなるべくなら連れだって歩きたくないのだが、帰る方向が同じなので仕方がない。

　ネネの処遇について、上から指示が届くのは何日かあとのことだ。しばらくは憂ゆう鬱うつな日日が続きそうだった。

　――経過はどうあれ……。

　ネネを救えなかった。そのことがなによりも彼を打ちのめす。

　しかし千里眼はお構いなしに話しかけてくる。

「ヤア、暇ツブシもシテみるものですネ。アルじゃないですカ。よさそうナ卵ガ」

　ザックは眉まゆをしかめた。どうやら誰だれかが千里眼の網にかかってしまったらしい。まただ。いったいいつまでこんなことを繰り返せばいいのだろう。

「フフ、今度こそ使えるエレメントだといいですネ。手ぶらデ帰るノハどうも気恥ずかしいものですカラ」

「……っ！」

　腹に据えかねる物言いだった。

　よさそうな『卵がある』。『手ぶら』で帰る。

　いったい……『人間』はどこにいったというのか！

　いらだちはそのまま言葉となって口からこぼれ出た。

「あなたは人間を、エレメントの入れ物ぐらいにしか考えていないんでしょうね……！」

　憎まれ口が返ってくると思っていた。いつものように。うれしそうに。そしてまた自分だけが歯は噛がみする結果に終わるのだと。

　違った。

　千里眼は、首をかしげていた。真円の銀細工のような瞳ひとみが子供のようだ。

「…………？」

　ザックは愕がく然ぜんとした。

　疑いようもなかった。その瞳はこう言っていた。

『それ以外になにがあるのか？』と。

　人間は、人間ではない。

　モノ。

　人格などいらない。心などいらない。取り合う手などいらない。ただの……入れ物。

　それ以外の用途など、ありはしない。

「――――」

　隔たっていた。ザックと千里眼の認識は、あまりに。

　互いの溝を埋める、という言葉があまりに空々しい。千里眼はそこに溝――否、エルディエ内海が横たわっていることなど知るよしもない。まして対岸にいる人間の存在など。

　空虚。彼方の距離。認識すらされない寒々しさ。

　全身から力が抜けた。歯噛みさえできなかった。

「サア――」

　千里眼はすでに前を向いている。

　うれしそうに、呟つぶやく。

「オシゴト、オシゴト」





　茜あかね差す石畳。

　特訓もようやく終わり、フレアと別れた四人は帰路へとついていた。

　行き交う人みな、一仕事終えた顔をしている。家路か酒場か娼館か。それぞれがそれぞれの目的地を持っている。

　麦むぎ藁わらを山と載せた荷車がすれ違う。荷車を引く母親。それを後ろから押す幼い兄弟。眩まぶしい夕日に頬染めて、精一杯働いたあとの顔は疲労を帯びていながらもどこか清すが々すがしい。

　そこに交ざり込んだ四人。

　イドとグランは「せっかくだからこのままで」と言って鎖くさり帷子かたびらを脱がず、さらなる体力増強に余念がない。シエルとネイブはとっくに脱いで、それをあろうことかグランに担がせていた。

　連れだって歩くとき、自然にネイブとシエル、そしてグランとイドの組み合わせができる。仲がどうこうというより、職業の違いだった。

「ああ……明日は領主さまの屋敷の修理だ……馬ば鹿からしい」

「なんで？　ネイブ、畑耕すより柵さく作る方が好きって言ってたでしょ」

「地代にならないんだとさ」

　うわあ、とシエルは気の毒そうな声を上げた。眉まゆ尻じりを下げた表情もまたこれが、とネイブは余計なことを考えた。

　ネイブは自分の土地を持たない。そのような農民は、領主に土地を貸し与えられてはじめて作物を育てることができる。むろんその土地代はタダではなく、だいたいは週のうち三日を領主の元で労働――畑仕事、家畜の世話、伐木、出荷物の運搬などいっさいがっさい――をすることで、その代わりとしていた。

　生活に必要なものは、残りの余暇を使って、自分の畑を耕して得る。

　ゆえに、地代にならない労働は、せっかくの余暇をタダ働きに費やした結果、そのぶん自分の畑に費やす時間が減るという、まさに踏んだり蹴けったりなシロモノであった。

　脇わきではグランがイドに、毎度の頼み事をしていた。

　グランの大きな体でイドがすっぽりと隠れてしまっている。まるで父親が子供に頭を下げているような、うららかな光景であった。しかし話の中身はむしろ物騒である。

「また斧おのを譲ってくれ」

　友人同士の会話というより、これは墓掘りの子と死刑執行人の子の会話と見るのが正しい。錆さびて使えなくなった斧を回してもらうのだ。刃の部分を取り外し、少し手を加えてシャベルとして使うらしい。新品を買うよりずっと安く上がるというのがその理由だったが、首を斬きった斧でその死体を埋める穴を掘るとは、なんとも身震いのする話だった。

「今月は無理なんじゃねェか？　死刑台ヤマ送りになる奴が少ねェよ」

　死刑に使われる斧はよく刃こぼれする。一撃で首を落とせる腕のいい執行人はそうそうおらず、たいていは何度も斧を振り下ろす羽目になるからだ。とはいえ、執行回数が少なければ、やはりある程度日持ちはするようだった。

「そこをなんとか」

「無理だムリムリ、あきらめな」

「……そうか」

　正攻法では攻略できないと悟ったのだろう。あきらめるかと思いきや、グランは遠くに思いをはせる顔で、ぼそりと呟つぶやいた。

「……あのときは苦労したもんだ」

「なにがだよ」

「少し前だ。コソ泥を捕まえたとき、お前が騒いで警けい吏りに追いかけられたときがあったな」

「う……」イドは身を引いた。「す、過ぎたこったろ」

「お前は来なかったから知らないだろうけど、そのあと行った『ノムリア』で訊きかれたのさ。『市壁沿いの石畳を壊した人に心当たりは？』とな」

「…………っ…………」

　イドは頬をひくつかせてそっぽを向いた。素知らぬふりを決め込もうとしているのだろうが、あまりに演技がお粗末である。せわしなく肩が上下し、にわかに腰の革帯などいじりだして、落ち着きを失っているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「その場で適当に言いつくろったはいいものの、万一を考えて、偽の目撃者になってくれるように釘くぎ・ヤスリ工通りの人たちに頭を下げにいったなあ」

　はっとして、ネイブはグランを見た。なに食わぬ顔してこいつ、おれたちが帰ったあと、一人でそんな根回しをしてたのか。改めて頭の下がる思いだった。

「あのときイドが大声さえ上げなければなあ。いや、責めてるわけじゃないんだがな」

　言うに事欠いて責めてるわけじゃないとは、いったいどの口がほざいたものだろう。ここぞとばかりに必殺のカードを切ったグランの表情は、あくまで涼しげである。おっとりの陰で、実はかなりイイ性格をしているようだった。

「だからというわけじゃないが……使わない斧おのを分けてもらえれば、何かと助かるな、と。そういうわけなんだが」

　ぐぬう、と呻うめいて、イドはいよいよ進退窮まった顔をした。人には貸しても借りは作らないという信条につけ込まれ、その狼ろう狽ばいぶりは見るも憐あわれである。首を振り、思案顔になり、また首を振り、あああ、と叫んだ。

「わかったよォ！　かっぱらってくりゃいいんだろうが！」

「おお、やっとわかってくれたか。お前はやればできる奴だと思ってたよ。よしよし」

「撫なでるなァ！」

　イドが頭上の手を振り払う間に、背後からシエルが手を伸ばした。

「よしよし」

「お前もかァ！」

　流れに乗って我もと手を伸ばしたネイブの顔面に、イドの鉄てつ拳けんがめり込んだ。

　――なんでおれだけ。

「てめえら……揃そろいも揃って……！」

　イドは両手で頭をかばって言った。目め尻じりこそつり上がっているが、姿が姿だけに妙に幼く見える。

　その後ろでは、シエルがイドを真ま似ねて頭に手を乗せていた。華きや奢しやな腰をくねっと振って、わざとらしくしなを作る。唇に指を触れてて、上目遣いでグランを見上げたあたりで、完全に原型が消失した。もはや誘っているといった方が正しかった。

「グラン、もっと撫なでて～」

「ふぐっ……!?」

　絶句するイド。目を白黒させ、口はパクパク、顔色は赤青の反転を繰り返して実に忙しい。ふらりと頭が泳ぎ、あわや昏倒かと思われたが、どうにか持ち直したようだった。もちろんそれだけでは収まりがつかないらしく、今度はわなわなと震わせた拳こぶしを蠅はえの止まるような遅さで振り回した。

　ようやくシエルを撃退して、ふうふうと息をつくイドの顔は、市壁を一周したあとよりよほど疲れているようだった。

　シエルのおふざけは、イドの天敵だ。

　四人はその後、がやがやと騒がしく解散した。
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　不意に声をかけられたのは、三人と別れてからしばらくしてからのことだった。

「こんにちは」

　うん？と思い声の主を探ると、そこにはザックが立っていた。

　ああと言って向けた笑顔は、一瞬後に凍りついた。

　ザックの脇わき。腰のあたり。銀色。二つ。

「――せ」

　千里眼……！

　ネイブは我知らずあとずさった。

「今日はどうです？」

　あるいは故意か、ザックは千里眼など見えていないかのように振る舞った。

　飲もうか、と誘っているのだ。申し出はありがたい――が、ネイブは相手に見えるように巾きん着ちやくを振った。まばらで寂しい音がした。

「今日は帰るよ。ハルも待ってるし」

「そうですか」

　ザックはすんなりと引き下がった。脇で、千里眼が首を真横にかしげる。

　そして。

「オトモダチですカ？」

　――――。

　え……。

　ネイブは眉まゆをひそめた。お友達もなにも、きのう――。

　ザックも同様だった。

「なにを言っているんです。きのう会ったじゃないですか」

「…………？」

　千里眼は首をかしげたままだった。

「ほら酒場で。私の向かいに腰掛けた」

「向かい？　……酒場？　…………アア！」

　千里眼の首はぴょこんと直立した。そしていかにも得心がいったという風に、

「アア、アア、ナルホド、ナルホド、ナルホド…………。そういうコトでしたカ……。アアナルホド、すっかり忘れていましたよ。ナルホド……」

　思い出したというには少し大げさなほどの反応を見せた。

　いたく納得してもらえたのは大変結構だったが、さりとて仲良くなりたいわけでもない。ネイブはザックにだけ挨あい拶さつをして、そそくさとその場をあとにした。





　残された二人。

　去りゆくネイブの背を、千里眼は眺める。

「うらやまシイですネエ。オトモダチがタクサンいて」

「嘘うそを言いなさい。別にうらやましいなんて思っていないんでしょう」

「わかりマス？」

　むしろうれしそうに言う千里眼に蔑さげすむような一いち瞥べつをくれて、ザックは踵きびすを返した。

　千里眼は再びネイブの去った方向を見やる。

「ナルホド……シカシ、近くデ見るト、また一段ト」

　呟つぶやきはすぐに雑踏に紛れて消えていった。





　思い出した。

　千里眼の、あの不気味な目。ずっとどこかで見たような気がしていた。それをようやく思い出したのだ。

　あれは、楽園エテルノの民だ。

　数年前、街を訪れた楽園エテルノの民。あのときはちょっとした騒ぎだった。エレメント使い志願者が、街の一角に長蛇の列をなしていた。ようやく順番が回ってきたネイブに、楽園エテルノの民は無言で、うすぼんやりとしたウズラの卵ほどの“〝エレメントの卵”〟を押し当てた。するとその卵はすっと消え失うせ、楽園エテルノの民は満足げに頷うなずいた。そのとき見えた目が、ぎらぎらと輝く真円だったことをよく憶おぼえている。

「………………………」

　すなわち。

　千里眼は楽園エテルノの民なのだ。

　神フアレスの創りし理想郷“〝楽園エテルノ”〟よりこの“〝庭ラシエンテイア”〟に訪れ、エレメントを広めた者たち。その目的はわからないが、とにかく強いエレメントを欲していることは間違いなかった。

『オトモダチですか？』

　歯がゆい気持ちがせり上がってくる。

　――くそ。

　しょせん見込みのない卵の持ち主など眼中にないということか。

　忘れろ、忘れろとネイブは懸命に自分を諭さとした。帰ったらハルと夕ゆう餉げなのだ。

　……ハル。そう。

　ネイブの中で、もっとも大きな位置を占める存在。

　自らの存在意義もわからず、もがき続けた果てに辿たどり着いた薄うす暗ぐら闇やみ。空虚さに満ちたネイブの心に、彼女の存在は只ただ一ひとつの支えだった。勿もち論ろん、ロット“〝オリオルド”〟の面々のことは大切に思っている。だけど、自分をにいやと慕うあの妹の天てん真しん爛らん漫まんな笑顔に、いったいどれほど救われてきただろうか。

　壊しはしまい。守って見せよう。つまらないおれの歩む道にぽつんと転がっていたちっぽけな安穏を。おれはそれを大事に抱えて生きていく。



　さあ、ハルが待っている。

　今日も嘘うそを吐きに帰ろうか。



    

  
    
      


第五章『崩壊』





　数日後――

「アア、ようやく書簡ガ届きましたヨ。モウ観察も済んデ、飽き飽きしていタところデス。デハさっそく拝見……。

　…………フム、ネネさんは始末、と。マア当然ですカ。ソレにしてモ、もったいナイですネエ。アンナニおきれいナものをお持ちなのニ……。

　ソレデ、肝心ノあちらの方ハ……ト。

　………………………………。

　……………………。

　エエ、ソウでしょうトモ！　ソウこなくテハ！

　エエ、エエ。ソレはもうご主人、やらない理由はありませんネエ。

　フフフ…………楽しみデス………………」
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　にいやはとっても優しい。

　にいやはとっても強い。

　にいやがロットの名前にしたオリオルドはみんなの英雄。でもにいやはわたしにとって一番の英雄なんだ。

　ネイブ＝ウェルフェアにとってハル＝ウェルフェアが大切な存在であるように、ハルもまた、ネイブをかけがえのない存在として慕っていた。

　近くに同年代の子供はいないわけではなかったが、彼ら彼女らは皆畑仕事に駆り出され、顔を合わせることはあまりない。だから普段会う人といえば、専もつぱら女衆であった。そんな中にあって、兄という存在はひときわ光を放っていた。



　休息日の朝。兄妹きようだいはいつもより遅めの朝食を取る。

　今日はまたネイブがロットの用事があるとかで、とるものもとりあえず口にリスのようにパンやらチーズやらを詰めて出て行ってしまった。朝っぱらから慌ただしい。今日のパンは珍しくうまく焼けたから、もっと味わって欲しかったのだけれど。

　ぽかんとして兄を見送ってから、はぐ、とパンをほおばる。うん。やっぱりおいしい。

　家事はたいていなんでもこなせるのだが、ことパン焼きに関しては少し苦手だ。焦がしてしまったり、ちゃんと焼けてなかったりする。それというのもあのパン焼やき竈がまが悪いのだ。領主さまのところのパン焼き竈はなぜだか毎回火具合がちがっていて、それを見極めるのはすごく難しいのだ。

　落ち着いて朝食を食べ終えると、背伸びを一つ。

　汚れたお皿を持ち、土まみれの洗濯物を入れた籠を背負って、今日も裏手の小川へ。

『塀の外』の数少ない利点がこれだ。この川は北側の山脈から下ってきた川の支流の一本で、あの赤屋根の城壁都市とは別の川である。つまり、いつでもきれいな水が使えるのだ。

　いい天気だった。賛美歌など口ずさみながら、歩みも軽快になる。

　小川に着くと、彼女は背負った籠をおもむろに下ろし、籠ごと汚れ物を水に突っ込んだ。紐ひもを踏んづけて流れていかないように固定する。思いついた当初は周りの人間に驚かれたものだったが、いまや川の両りよう脇わきに籠が等間隔に並ぶ光景は見慣れたものになった。

　羊の脂あぶらを練り込んだ木の灰を布きれに塗りつけて、皿を洗う。濯すすぐ。

　次に川から籠を引き上げて、すっかり水の染み込んだ服を、先ほど使った木の灰を今度は手にべったりと塗りつけて、揉もむ、揉む、揉む。たちどころに服は泡にまみれ、汚れがしみ出してくる。泡の白さに所々土の茶色が混ざる。完全に汚れを取り去ることはできないが、これで随分きれいになる。そうでなくてもくすんだ茶色なのだ、少しばかり汚れていたってわかりっこない。

　そうしたら再び籠を川に沈める。幾度か上下させて適当に濯いだあと、さらに手を突っ込んでわしゃわしゃとかき回す。あとは引き上げて水を絞って終了である。食器も入れた籠を背負って川をあとにする。

　あとは食器を片して洗濯物を干して、次は掃除をするのだ。

　意気揚々と引き揚げて来ると、家の木戸の前に見知らぬ人影があった。

「ん？」

　誰だれだろう。小柄な人だ。陽気は汗ばむほどだというのに、濃緑色の外がい套とうですっぽり全身を覆っている。おかげで顔もろくに見えない。

　日はまだ天高く、大人おとなたちは畑へと出払っている。もしかして泥棒？　と思ったが、まともな泥棒ならもう少し家を選ぶだろう。住まわせてもらってなんだが、自分の家はお世辞にも彼らにとって魅力的とは言えない。

「あの…………」

　おずおずと声をかけると、その人影はふいと首だけを回してこちらを向いた。

「あ…………」

　ハルはぞくりとした。氷獣のような銀目。それがフードの奥で瞬まばたいたからだ。

　怪しげな人物はハルの姿を認めると、アア、と発声した。

　――っ！

　ハルは喉のどを引きつらせた。

　とても人の声とは思えなかった。奇妙なまでに甲かん高だかいそれは金物の軋きしりにも似て、激しく耳に障った。



    

  
    
      



    

  
    
      　顔をしかめそうになるのを必死で取り繕うハルの様子など気にする風もなく、その人物は首を真横に傾けた。その様相は滑こつ稽けいを通り越して気味が悪い。

「ハル＝ウェルフェアさん、ですカ？」

「は、はい……そうです……けど」

　愛あい想そも笑顔すらも出ず、ハルはただひたすらうつむいておどおどとそれを窺うかがう。

　――この人なんだか……こわい。

　するとその人物は首の位置を元に戻し、フムと頷うなずいた。

「コンニチハ。ワタクシの名前ハ……エー……ハイ、そう、ないんでしタ。マタ忘れテましタ。いヤいヤ、最近自己紹介ノ機会が多いですネエ。ご主人ニ正式な呼び名ノ一つでも作っテいただくベキかも知れませン。エー、ワタクシのことはお好きニお呼び下さイ。ちなみニご主人からはパピーなんテ呼ばれてマス。他ほかには、エー、不本意ながら千里眼などトいう有名無実な名デ呼ばレタりもしテいますがネ」

「はい……」

　なんて相づちをうってみたが、内心では叫び声を上げていた。耳から火ひ掻かき棒でも突っ込まれて頭の中をほじくり返されているようだ。

「今日はアナタにご用ガありましテ、ネ。ちょっとお喋しやべりなんテしてみませんカ？」

　――うそ。こんなおかしな人とあたし、関係ないもの。

　その思いは不快感と相まって、強い拒絶となって口から飛び出した。

「あ……あたし！」

「ハイ？」

「べ、別に、お喋りなんてしたくありませんから！　か、帰ってください！」

　だが、千里眼はわずかに肩を竦すくめただけだった。

「ヤレヤレ、ワタクシはどうしてこう人ニ好かれない質たちなのでしょうネ？　なんでモ頭ごなしニ否定するのハよくありませんヨ？　マア、さわりダケ聞いてみてもイイじゃありませんカ。ネ？」

「いやです！」

「お話がアナタの――お兄さんのコトだとしてモ？」

「……っ!?」

　とっさに見上げてしまった。

　してやったりとばかりに肩を揺らして笑う千里眼が見えた。

「フフフフッ。興味ガおありデ？」
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　肩が重かった。

　半分は疲労。

　ネイブは曇天の街をとぼとぼと歩く。

　残りの半分は――いつものことだ。自虐的な笑みが口くち許もとからこぼれる。

　地面ばかり見ていたせいで、すれ違う人と肩がぶつかった。

「うあっ」

「どこ見て歩いてやがんだ。馬ば鹿か野郎」

　男はネイブの足あし下もとすれすれに唾つばを吐きかけて、去っていった。

　――そっちこそどこ見てるんだ。

　普段ならそう言い返していたことだろう。そして取っ組み合いになって、あえなく地に這はいつくばっていたに違いない。だが、いまはそんな元気さえない。

　また足を引っ張ってしまったのだ。

　今日はエレメントの動きを生かす効率的な陣形を四人であれこれと模索していた。机上の場合はまだよかったが、問題は実践だ。四人で固まって動くとき、どうしても一人遅れてしまう。一度などイドに足が引っかかってしまい、ものすごい形ぎよう相そうで睨にらまれた。そのせいかグランがやたら気を回してくれたが、あまり心配されるのも居心地が悪い。放ほうっておくと家までついてきそうだったので、追い払ってきた。とはいえ……。

「はあ…………」

　心細い、というのが正直なところだった。

　師匠であるフレアはとっくに帰隊してしまって相談もできない。グランとシエルが自分にかけてくれている期待とやらも重い。せめて孵ふ化かを、と願うが、胸の中の卵はひび割れる気配すら見せない。日に日に焦燥ばかりがたまっていく。

　胸に渦巻いた雲を振り払うかのように、ネイブはがむしゃらに首を振った。このままではいけない。家に帰ればハルが待っている。無理にでも胸を張っていなければならない。

　頼もしい兄を演じ続けることを苦痛に感じていないといえば、それは嘘うそになる。妹を騙だまし続けることに対する罪悪感も少なからずある。しかし、ネイブが今日も活躍したと聞いたときの、あのうれしそうな顔。はじける笑顔。

『にいや、すごい！』

　それはネイブをこの上もなく奮い立たせる。苦痛も罪悪感もすべて吹き飛んで、彼の心を歓喜にあふれさせる。ハルの笑顔を生むことは、ネイブの価値観における比類なき頂いただきであり、まさに彼の生きる至上命題であった。

　嘘がどうした。法ほ螺ら吹ふきと呼びたいなら呼べばいい。甘んじて受けよう。あの笑顔を崩してしまうことこそ、おれが最も恐れていることだ。

　前もって入念に口くち八はつ丁ちようの準備をしておくのも、すべてハルの笑顔のため。ひいてはネイブのためでもある。

　だからおれは今日も――

　頬を叩たたく。息を大きく吸い、大きく吐く。死んだ目に無理矢理生気を宿す。あとは笑顔だ。中身の伴わない笑顔なんていつでも作れる。だから心配ない。

　空元気さえも及ばないがらんどうの元気を纏まとって、ネイブは力強く一歩を踏み出す。

　帰るんだ。ハルの待つ家へ。





「おかえり、にいや」

　温かく迎え入れてくれたはずのその第一声から、ネイブは違和感を感じ取った。

　そそくさと椅い子すを勧める動作、皿を運ぶ手遣い、いただきますの抑揚。

　いつもと同じはずなのにどこかが違う――そう、あたかも空気の色が異なっているかのようだった。

　ネイブはすぐさまぴんときた。我が妹はなにか隠し事をしているのではないか、と。兄に似ず演技の下へ手たなハルのこと、黙っていてもその不自然さは目についてしまう。これはもしやついに好きな奴ができたか――などと想像をたくましくしつつ、しかしネイブは気づかないふりをして、豆のスープに口をつけた。

「ん……？」

「え？」

「ちょっと……味付け濃くなったな」

「え、そ、そう？　塩強すぎたかな……」

「うん。でもまあ、汗かいた体にはちょうどいいや」

「そう……次から気、つける」

「いや、気にするほどじゃないよ」

「うん、ごめん……」

　謝ることないのに、とネイブは思ったが、しかしそういう顔も、どこか上の空。

　ともあれ――

　ネイブはいつものように今日の出来事を話し出す。そう、全くもっていつものように。

　虚構で塗り固められた、それはまるでおとぎ話。ネイブがロット“〝オリオルド”〟の先陣を切って活躍する、夢のようなお話。ハルはそれを、いつも瞳ひとみを輝かせ身を乗り出して熱心に聞くのだ。

　しかし、今日はどうしたことだろう。

　一応相づちはうつものの、ハルは全く身を入れて聞いていなかった。どこかくすんだ笑みを浮かべながら、元気なくすごいすごいと言うので、どうも無理矢理言わせているような気がしてこちらも盛り上がらない。かといって食事に我を忘れているかというとそうではなく、さっきからスプーンはふらふらとスープをかき回すばかりだ。ネイブはずっと上滑りを続けているような気分で、妙な焦りを覚えた。

　いつもの半分ほどしか保たせられずに、ネイブの活劇譚たんは終了する。皿の中身は大して減っていない。

　おかしい。いままでこんなことは一度だってなかった。

　ここに至り、ネイブは初めて嫌な予感が湧わくのを感じた。

　だが、かといって沈黙を作るわけにはいかない。新たな話題を探して――

「にいや――」

　意を決したように、ハルが口を開いた。

「ん？」

「あのね…………」

　ハルはひどく浮かない顔をしていた。下からこちらの顔色を窺うかがうように見上げてくる。

　腹の虫がざわざわと鳴いていた。

　スプーンを持つ手に知らず力が入る。背筋がいつの間にか強こわ張ばっていた。緊張？　なにを緊張することがある。ハルの相談事だ。たかが知れている。おおかた機はた織おり機を壊しただとかの可愛かわいい悩みだろう。恐れる必要などない……はずだ。

　しかし頭の中とは裏腹に、手は固くスプーンを握りしめたままだった。

　ハルは長い沈黙のあとに、ようやくそれを口にした。



「――にいや…………………………うそついてるって、ほんと？」



　思考が吹っ飛んだ。

「え……？」

　なに。なぜ。どうして。知って――

　手先から急激に血の気が引いていく。心臓を撫なで上げられたかのごとき混乱。

　落ち着け、落ち着け。必死に自分に言い聞かせる。落ち着け。

　いつ？　ロット“〝オリオルド”〟のことを？　まさか。ばれるはずがない。ロットの皆には家に来るなと言ってある。グランはハルを知っているが、なるべく遠ざけるようにしているし、あとの二人に至ってはハルと顔を合わせたことすらないはずだ。近所は農家ばかり。漏れる穴が見つからない。いやでもしかし。どこからかばれてしまったら。この自分が、本当は第一線で活躍する勇敢な戦士などではなく、それどころかその逆、弱くて臆おく病びようで情けない、ロット“〝オリオルド”〟の面つら汚よごしであることを――

　――冗談じゃない……！

　恐怖が足あし下もとから忍び寄ってきた。足が震える。こらえろ、震えるな、くそっ！

　混乱し、崩れゆく意識の中、しかしネイブは踏みとどまった。

　頭を抱えて呻うめくのはあとだ。いまは目の前にハルがいる。真っ白になった頭を無理矢理にも動かし、ともかくも言葉を紡ごうとする。

　考えてもみろ。誰だれが“〝オリオルド”〟のことだと言った。そうとは限らないじゃないか。日常の他愛もない嘘うそのことかもしれないじゃないか。そう例えば……。

「……なにが？」

　考える間にもかろうじて平静を装い、訊きき返す。

　例えば……そうだ少し前になるか、ハルに頼まれて市場に買い物に行ったときだ。塩が値上がりしたと嘘うそをついて、浮いた金で小さい白パンを一つ買ったんだ。帰り道で食べてしまったが、それがついにばれたに違いない。そうさその程度のことなんだ。ちょっと怒られてハルがヘソを曲げて終わりだ。そうだろう？　明日には治まってる。だから――

「あの……ロットのこと……」

「――――っ！」

　悲鳴――をすんでの所で呑のみ込み。

　ネイブは真正面の妹を穴が開くほど凝視した。

　急に冷え込んだようだった。寒い。手も足も背中も寒い。ただ頭の中だけが煮え立つように熱い。

　なんとか誤ご魔ま化かさなくては。焦燥が脳内を染め上げる。

「ははっ。誰だれがそんなこと言ったんだ？」

　ぎょっとした。おれの笑い声はこんなにも乾いている。

　そして――ハルの追撃はあまりに致命的だった。

「……まだなんにも言ってないよ……？」

「な……なんにも……って？」

「ロットのこと……っていうことしか……」

「……！」

　――馬ば鹿か野郎！

　かあっと頭に血が昇り、凄すさまじい後悔が襲ってきた。

　そうだ。肝心の内容についてハルはまだなにも触れていない。

　馬鹿だ。誤魔化そう誤魔化そうとするあまり先走りすぎてしまった。

　このときほど自分の愚かしさを後悔したことはなかった。高をくくっていたのかもしれない。ハルならなんとでも丸め込めると。甘かった。馬鹿だ。馬鹿だ。馬鹿だ馬鹿だおれは。絞め殺してやりたい。

　ハルは悲かなしそうに言った。

「やっぱり……ほんとだったんだね。にいやがほんとは、その、すごい人じゃないってこと……」

　ぐ、と呻うめき声が漏れた。心臓を射抜かれたようだった。

　――ああ、

　ネイブは両手でバッと顔をかばった。もうハルの顔は見られなかった。

　――ああああ……

　いままで積み上げてきた世界が、音を立てて崩壊していった。両手を当てて押し戻そうとしても、嘘の欠片かけらは無情にも指の隙すき間まから漏れ出ていく。さらさらと音を立てて、とめどなく流れていく――

　――ハル。

　ハル。ハル。

　やめてくれ。お願いだ。

　そんな目、を……！

　ネイブは耐えられなかった。妹の悲かなしい顔にではない。落ち込んだ声にでもない。ただ……。

　ネイブを見つめるその双そう眸ぼうに……憐あわれみが混じっていたこと――――



　うあ　あ　　あ　　　あああああああああああああああああああああ



　だん！

　ネイブは長卓に両手を叩たたきつけた。

　揺れてこぼれたスープが手にかかった。すっかり冷めていて熱くもなんともなかった。それを拭ぬぐいもしないで、彼は叫んだ。

「違うさ！」

　なにが違うというのだろう。

「おれは、おれは……！　ロット“〝オリオルド”〟の旗はた頭がしらなんだ！」

　いまさらそんな妄言を、誰だれが信じてくれると。

　しかし口は熱に浮かされたように言葉を吐き出し続ける。

「おれはすごいんだ！　英雄なんだ！　この街に起こるどんな問題だって解決してみせる！　いままでだってそうやってきたじゃないか！」嘘うそだ。なに一つやってやしない。「街に傭よう兵へいくずれの山賊が来たときだって！　メルタの街から難民が押し寄せてきたときだって！　こないだの泥棒のことだって！」なにも、なにも、なにも。そんなことは自分が一番よくわかっているはずなのに。「これからもそうしていくんだ！　おれは最高の英雄なんだ！　ロット“〝オリオルド”〟は最高のロットだ！　皇帝の左手にだって負けやしない！　おれが、おれがいる限り！」

　ぎりぎりと歯を鳴らして訴えるネイブの姿には、頼もしさや英雄としての覇気や威厳など欠片かけらもなかった。それはまるでごっこ遊びで英雄の役に固執する子供のようで、いっそ醜くさえあった。

「ハル！　お前いったい誰にわけのわからないことを吹き込まれたんだ!?　そんなのは全部嘘だ！　お前はおれとその嘘つきとどっちを信じるんだ!?」

　とがめるべきはハルではない。その目め尻じりに浮かぶ涙にも気づかず、彼は詰め寄る。

「おれだろう？　そうだ、断然おれに決まってる！　どうした信じられないっていうのか？」当然だ。いつだって聞かせた話は絵空事だ。

　ハルは怯おびえて首を振るばかりだった。そんな仕し種ぐさにさえいらついた。

　――どうせ信じちゃいないんだろう！

　信じていて欲しい。絵空事でも。その顔に、もう一度笑みを灯ともせるならば。

　どうすればいい。どうすればいい。どうすれば――

「そうだ…………」

　ふいに、煮えくり返った頭に案が浮かんだ。なんだ。簡単だ。

「おれが――」

　そう。

「おれが、いまから実力を見せてやる」

　自分が英雄であるという、確たる証拠を提示してやればいいのだ。そうすれば、ハルも信じざるを得ない。兄の威光は復活し、ハルはまた笑顔で自分を迎え入れてくれるだろう。

　そのためには。

「待ってろ。いますぐ手柄を挙げてきてやる」

　言うのは簡単だった。しかしそれがどれほどの困難を伴うことなのか、ネイブにはそれすらも想像がつかなかった。想像することを拒否していたのかもしれない。暗くら闇やみに自ら灯ともした蝋ろう燭そくのようにか細い灯あかりに、彼は盲目的にすがりついた。それがすべての闇やみを払う光になると信じて。

　怯おびえきった表情のハルに背を向け、木戸を開ける。

　外に出ると日はもう沈みかけていた。足あし下もとから忍び寄る闇。

　歩く。向かう先は傭よう兵へいギルドの館。早く。門が閉まってしまう。歩みは次第に駆け足になり、力強い足あし跡あとを地面に刻んでいく。身体からだは嘘うそのように軽かった。

　なんでもできるような気がした。強くなった気がした。いまなら誰だれにも負けないような気がしていた。



　　　＊＊＊



　傭兵ギルドの館『ノムリア』。

　椅い子す代わりに横たえられた丸太が並ぶ館内。閉館後、すっかり人ひと気けの途絶えた中で、獣脂の蝋燭だけが明あか々あかと机上を照らしていた。

「んーむ」

　受付では昼の娘に代わり、熊くまのような館主が羽根ペン片手に台帳と睨にらみ合っていた。そのうち台帳が泣き出しそうだ。

『始原の四人』の一人、地母ノムリアの名にあやかったのが幸いしてか、なんとか大きな破は綻たんもなくやってきた。しかし――小さな悩みは汲くめども汲めども尽きることがない。

「あの頭空っぽ小娘……またやらかしてくれやがった。ここは人数欄だろうが。『かっこいい人発見』って、あいつここになにしに来てやがんだ？　やっぱし還げん俗ぞくした奴は信用ならねえな。かといってその辺の娘っこじゃ読み書きもおぼつかねえしなあ。ああ、頭が痛いてえや……」

　ひとしきり文句を垂れた後、ごりごりと頭を掻かく。ギルドの管理も楽じゃない。

　と。

　せわしい足音が聞こえるや否や、扉が破れるかと思うほどのけたたましい音を立てて開いた。

　館の主人は、迷惑げに目を細めて顔を上げた。

「なんでえ。騒がしい」

　砂すな埃ぼこりを纏まとって転がり込んできた青年の顔に、彼は憶おぼえがあった。

　――たしか、ロット“〝オリオルド”〟の……。

　畏おそれ多おおくも救国の英雄の名を冠したロット名は、いやでも記憶に残る。

　大胆不敵、といえば聞こえはいいが実際はそれほど格好いいものではない。かの英雄が見れば顔をしかめるであろう惨さん憺たんたる実績。少し前にしょぼいコソ泥を捕まえただけで、その前に成果を上げたのはいつだろうか。館主は記憶を探ったがなにも引っかからなかった。この街で登録しているロットの数は十余。その中でも確実に成績は底の方であろう。

　英雄の名に泥を塗る有名無実のロット。それが館主のみならず、ロット“〝オリオルド”〟を知る人間の共通認識であった。

「……どしたい」

　いつも軽口ばかり叩たたいていた少年の顔色は、やけに青ざめていた。血走った目。切せつ羽ぱ詰つまった表情。見るからにわけありだ。

　彼は入口に立ち尽くしたまま、肩で息をしていた。

「賞金首を……」

「んあ？」

「賞金首の情報を欲しいんだ……それも大物の」

　声は震えていた。

　――やれやれ。急に金が入いり用になったとかいうやつか、こりゃ。

　とはいえ……このロットの人員で捕らえられるような大物賞金首などいるとは思えない。が、まあしかしこちらとしては正直、頭の悪いロットはさっさと消えてもらった方が管理が楽になる。進んで自らの命に羽をつける傭よう兵へい連中に「命は大切に」などと説いて引き留めてやるつもりは毛頭ない。

「いいぜ。番号は？」

　言いつつ手は引き出しに伸びる。賞金首のリストは……と。

「え？」

「え、じゃねェよ。ロットの認定書番号」

　リストの束を掴つかみ出し、芋虫のような太い指で器用にめくっていく。

「し、知らない」

「はあ？　知らねえだと？」

　――駄だ目めだな、こいつは。

　館主は心中で嘲あざ笑わらった。情けない。なにがオリオルドだ。笑わせてくれる。そもそも仲間はどうした。もしや単独行動なのか。

　しかしこんなロットはなにも“〝オリオルド”〟に限ったことではないのだ。似たようなロットが、これがまた掃いて捨てるほどいるというのが悲かなしい現実である。ともあれ――

「番号がなけりゃ教えることはできねえぜ。ロットの証明の意味も兼ねてるからな」

「そんな……」

　少年の顔に焦燥が上乗せされる。彼は足音も荒く受付に詰め寄った。

「なんとかしてくれよ、頼むよ！　いますぐ必要なんだよ！　番号なんてどうせ確認程度だろう？　いいじゃないか、お願いだから……！」

　そのまま手まで握りかねない勢いだったが、館主はやんわりと首を横に振る。

「悪いが……」

　そのたかが確認程度を怠ったために起こった揉もめ事ごともあるのだ。だから下の者には徹底させている。統括する立場の自分が真っ先に破るわけにはいかない。

「だいたいいますぐったって、この街に来てそうなでけえ賞金首なんざいねェぜ？　近くて……んー…………」紙をめくっていく。「……おっといけねえ、これ以上は――」認定書番号を確認してからだ。

　だが少年は引き下がらない。

「それでもいいから見せてくれよ！　おれは知りたいんだよ！　そんですぐにそいつらを倒さなきゃいけないんだよ！　そいつらを倒して、おれは……っ」

「ぷっ」

　思わず漏れたのは、失笑だった。

　すぐに？　でかい賞金首を？　倒す？　いまから？　こんなひょろっちい小僧が？

　馬ば鹿かも休み休み言えと言おうとしたが、少年は鬼気迫った面差しを寄せてくる。

「どこだ、アルデシュか？　ライオドーンか？　それともコービッツか!?」

「駄だ目めだ」

　厳しく言い捨てて、館主はリストを元の引き出しにしまった。

「ああっ！　待てよ必要なんだ！　本当に、本当に必要なんだ！　待てよおい、おい……おい待てって言ってんだろ聞けよ！」

　受付に身を乗り出して引き出しを無理に開けようとする少年の肩を、館主は分厚い手で受け止め、押し戻した。じたばたともがく彼の肩の筋肉はやはり、強者のそれには思えなかった。

　腰を浮かしたそのままの体勢で、館主は諭さとすように、

「いいか、お前さん」

　館主の穏やかな目と、少年の荒れた目が相対する。

「なにがあったか知らんが、でかい賞金首を捕まえて人生一発逆転なんて考えはよした方がいい。名を上げるロットがどれぐらいいると思う。一割なんてもんじゃねえぞ。たったの二分ぶだ。ロットが百あったとして、華々しい戦果を上げるロットは二組しかいねえんだ。八割は人死にが出て解散、残りは大した活躍もできずに、それでも夢だけはいっちょまえに持って一生燻くすぶってる。……なあ、馬ば鹿からしいだろう？　まともな人間の選ぶ仕事じゃねえ。そう思わねェか？　それを――」

　望んで命を散らしに行くような傭よう兵へいなんぞに説く道理はない。傭兵と顔をつき合わせる商売をしながらも、常々そう考えていた館主だったが、いまばかりはつい口が先行してしまった。しかしそれも真っ当な職に就いて欲しいとか、そういった熱意あふれる気持ちからではない。

　憐あわれだったからだ。

　閉館後に急に押しかけてきて、認定書番号も知らずにいますぐ賞金首の情報を教えろと言う。あまつさえいまから倒しに行くと。

　呆あきれ果てる。

　あまりに向こう見ず。あまりに無計画。まるで子供の駄々ではないか。無謀だ。ただの馬鹿だ。

　そんな馬鹿をやって成功すると思いこんでいる、この頭も腕っ節も弱そうな少年は、館主にはこの上もなく憐れなものに見えたのだ。

　そんな人間の考え違いを正してやること。

　それは地に落ちた鳥の雛ひなをそっと巣に戻してやるような、行き倒れた旅人の口に水差しをあてがってやるような、そんなせめてもの優しさだった。

　だが、少年はその親切を否定した。

「うるさい！　もういい！」

　肩に添えられた手を強引に振りほどく。

　呆あつ気けにとられる館主に向けた顔は、裏切られたような表情をしていた。

「そんなの……聞きにきたんじゃ……」

　語尾は消え入って、彼はわなわなと肩を震わせながら踵きびすを返した。

「お、おい……」

　突如、木張りの床が激しい悲鳴を上げた。少年が床を蹴けって駆け出した音だった。

　彼の華きや奢しやな背中は扉を駆け抜けるや、すぐに夜に紛れて見えなくなった。

　重く澱よどんだ泥のような闇やみの中、ただ足音だけが、遠く、遠く。

　そしてやがてはそれも消え――。

　館には、呆ぼう然ぜんと立つ館主と、居心地の悪いしじまだけが残された。





　なぜ教えてくれない。

　なぜわかってくれない。

　なぜ思いどおりにならない。

『ノムリア』を飛び出したネイブはすっかり人通りの途絶えた目抜き通りをがむしゃらに駆けていた。

「くそっくそっくそっくそっ……くそおおおおおっ！」

　心の求めるがままに吠ほえても、それに応えるものはない。

　賞金首は現れない。手柄は立てられない。名誉は得られない。ああ、ハルはきっと笑わない。

　怒りと焦りの奔流に放ほうり込まれ、ネイブはバラバラに引き裂かれてしまいそうだった。

　金も手柄も名誉も別に要いりはしない。ただハルの笑顔があればいい。だがそのために金も手柄も名誉も必要なのだ。立派な人間である証拠が。

　騙だまされていてくれればよかったのだ。おれの嘘うそにまみれた話を死ぬまで信じていてさえくれれば、なにも失わずに済んだ。誰だれだ。いったい誰がおれのちっぽけな幸せを打ち砕いた？

　かつかつと石畳に足音が響く。それは焦燥のリズムとなってネイブを苛さいなむ。立ち並ぶ三角屋根の家屋がネイブを圧迫する。世界が自分に向けて閉じてきているようだ。

　そのときだった。

「――ヤア、イイ月ですネエ」

　ぞくり

　体中の血が凍った気がした。

　忘れもしない。錆さびた金属を擦り合わせるような、声とも思えぬ声。

　ネイブはきっと立ち止まり、油の切れた歯車の動きで首を動かした。

　忘れたかった。忘れていたかった。だがひとたび聞けば、その声は耳の奥をまさぐって過去の記憶を鮮烈に浮かび上がらせる。

　子供のような体格、頭部まで覆い隠す外がい套とう、その奥で光る銀目。かの千里眼は――

　い………………。

　いた。

　立ち並ぶ石造りの家々の一角。影を落とした壁の闇やみに、その銀色はより一層不穏な輝きを放っていた。

　発見されたことを喜ぶかのように、千里眼は暗がりからほのかな月明かりのもとへ、ずるりと這はい出るように歩み出た。

「マタお会いしましたネエ。コンバンハ。ドウモご縁があるようデ」

　ネイブはごくりと唾つばを飲み込む。

　おれは会いたくなかった。それに、それどころじゃない。

「コノ街は平和平和ト言われていルらしいですガ、それデモ夜に出歩くのハお勧メしませんネエ。大丈夫ですカ？　アナタも気をつけタ方ガいいですヨ」

　確かにそのとおりだが、こちとらここの水を飲んで育った人間だ。危険な地域ぐらい把握してある。余計なお世話だ、と言おうとして――

「特ニ最近ハ、凶悪なエレメント使いガ街ニ入り込んだトいう噂うわさモ耳ニしましたシ――」

　――なに？

　ネイブは思わず千里眼を凝視した。

「イヤ、物騒ニなるばかりデスよネエ？」

「……………………」

「？　……ドウしましタ？」

「いや……その…………」

「？」

　千里眼は首を直角に傾けた。

「凶悪な……エレメント使いって……言ったっけ……？」

　訥とつ々とつと問う。どうにか顔に出るのは抑えたものの、腹の底では芽生えたばかりの歓喜が疼うずいていた。

　千里眼はあたりをキョロキョロと見回し、声を潜め、

「ソウなんですヨ。ナンデモ有名ナ賞金首らしイんですガ、ロットを組んでル方ならご存じでショ？　〈天の黒〉っテ……」

〈天の黒〉。

　ネイブは冷や汗が浮くのを感じた。

　知っているとも。エレメント使いを志すものならば、すべからく知っている。

　ただでさえ数の少ない自然属性〈天〉。その中でもさらに数の少ない彩属性〈黒〉との組み合わせは、世界中飛び回っても滅多にお目にかかれない希少中の希少属性だ。闇やみ、堕だ天てんなどと称されるそれは、しかし傭よう兵へい業で脚光を浴びることはない。なぜなら〈天の黒〉という属性を授かったエレメントが生まれるということは、その人間がすでに壊れてしまっていることを意味するからだ。そんな人間に、命の叩たたき売りをするような戦場で背中を預けることが果たしてできるだろうか？　答えは当然のごとく否である。

　珍しいだけの存在には価値も意味もない。それはただ『数が少ない』というだけに過ぎない。遍あまねく『もの』『こと』は、誰だれかに必要とされて初めて価値が出、意味を持つのだ。

　そして、誰にも必要とされない〈天の黒〉は、無価値を通り越して害悪ですらあった。強大な力。それを無に帰すために、人は時に多大な犠牲を強いられる。〈天の黒〉のエレメント使いは自我が崩壊しても、身を守る本能だけは持ち続けるという厄介な性質のためだ。

　そして、そんな異物を飲み込んだこの街はいま――危険にさらされている。

「なんで誰も捕まえないんだ……？」

　訝いぶかるネイブに、千里眼は小声で続けた。

「今日入ったばかりノ極秘情報ですからネ。マダ世間にハ広まっテいまセン。だいたい広まったらアナタ、大混乱ニなりますヨ。秘密ニしておいタ方がイイ。アア、早イところ誰カ仕留めテくれませんかネエ……」

　――おれだ！

　ネイブは胸中で叫んだ。まさに天恵だった。

　それは素晴らしい解決法に思えた。人に仇あだなす凶悪なエレメント使いを一人で始末する。そうすれば自分は賞賛の拍手をもって世間に受け入れられるだろう。勿もち論ろん、ハルにも。

　勝算だってないわけじゃない。〈天の黒〉は強大な力の代償として頭がいかれている。だからきっと、ろくに戦うこともできないに違いない。そっと近づいて気絶させればいい。なあに、簡単だ。

　普段ならば、臆おく病びようなネイブはなんだかんだと理由をつけて逃げ帰っていたことだろう。しかしいま、彼の目は曇りきっていた。渡りに船とばかりに差し出された情報と、それに乗り込もうとする自分の決断を、運命かのように信じ込んでしまった。

「そいつは……どこにいるんだ？」

　彼はもう夢中になっていた。そのとき千里眼の目がすうと細められたことにも気づかないほどに。

「エエ……ドコでしたかネエ……たしカ…………」

　ひとしきりもったいぶった後、千里眼はさもいま思い出したかのように頷うなずいてみせた。

「……ソウデス、ソウデス。ソウでしタ、思い出しましたヨ。その人物ハ、たしカ修道院ニ潜んでいタはずデス。聖堂でしたかネ」

　目抜き通りの南側を指す。

「聖堂か……！」

　聖堂と名の付く建造物はこの街に一つきりだ。そう遠くない距離。

　次第に高鳴っていく胸。希望だ。希望が見えたのだ。凍っていた身体からだがほぐれ、早く早くとネイブを急かしていた。

　千里眼には感謝しなければならない。気味が悪いのをこらえ、軽く頭を下げようとした。

「――ネイブ！」

「っ？」

　突如、脇わき道みちから飛び出してきた人影があった。

　一人ではない、二……三人。

「なんで……」

　ネイブは絶句した。

「ここにいたか。いきなり飛び出してったってハルちゃんに聞いてな」

　グラン。

「ふん、めんどくせえったらありゃしねえ」

　イド。

「イドったら、心配してたくせに～」

　シエル。

「ああん？　おい誰だれが心配してたって？」「えー、テレカクシぃ？」「ホンモンの馬ば鹿かかおめェ？」「まあ落ち着け」「おいグラン。こいつ殴っていいか？」「知ってるグラン？　イドって照れた顔可愛かわいいんだよ～」「殴る殴るぜってー殴るおめーそこ動くな」「怒った顔もまたこれが」「どこがだ？」「がっ！」

「……………………」

「オトモダチですカ？」

　ロット“〝オリオルド”〟の面々だった。

　よほど走り回ったのだろう。三人が三人とも荒い息をついていた。

　イドをどうにか諫いさめたのち、グランは一歩踏み出した。近づくと自然、ネイブは見上げる格好になる。

「お前、どうした？」

　ぎくっとした。ハルのあの、わずかに憐あわれみが混じった目を思い出した。

「どうしたって……どうも……」

　気まずくなって、視線を落とす。そんなところもグランは見逃さない。

「どうもしてないわけないよな。ハルちゃんの態度は明らかにおかしかった」

「……!?」

　――なんだって!?

　瞼まぶたの裏を稲妻が走り抜けた。

『おかしかった』？

　ネイブは唇を舐なめ、それからゆっくりと口を開いた。

「なんで…………」

「ん？」

「なんでグランが普段のハルのことなんて知ってるんだ？」

　静かな声こわ音ね。湧わき上がる予感。

「みんなが家に来ることをおれが嫌がるって、グラン、お前は知ってるよな？」

　むろん理由はハルだった。みんなと喋しやべる機会を持ってしまえば、必ず話の食い違うところが出てきてしまう。ネイブが長い時間をかけて作り上げた自らの英雄像はハルの中だけにある。ネイブはそれが崩れてしまうことを恐れたのだ。

　だが、それももうどうでもいい話だ。問題は――

「ん、」

　グランの顔に一瞬、困惑の表情が浮いた。ネイブはそれに確信めいたものを覚えた。

「おれはみんなを家に入れたことなんてない。ハルと長い間喋らせたこともない。なのに、なんでお前は普段のハルを知ってる？」

　グランは首を傾け、逆さか立った前髪をいじりだした。困ったときの癖くせだ。もう間違いない。

「あーその、なんだ、」

「お前がァ！」

　答えを強引に遮り、ネイブはグランをまっすぐに指差した。これ以上聞くことなどないとでもいうように。

「――ハルに言ったんだ！」

　図星を指されて狼狽うろたえると思いきや、グランの反応は正反対だった。ぽかんとした顔で、「へ？」と言ったのだ。

　――そんなものには騙だまされない。

「おれがずっとつき続けてきた嘘うそを、お前が壊したんだ！」

「ああ――」ようやく得心がいったというふうに、グランは頷うなずいた。「そのことか」

　ネイブはかっと頭に血が昇るのを感じた。なにが、そのことか、だ。おれがどんな思いで嘘を積み上げてきたと思っている。労せずエレメントを手にした奴なんかに、みじめな雌めん鶏どりのままいつまでも底辺を這はいずり回っているおれの気持ちがわかるのか。

「まあ、落ち着けネイブ。誤解があるようだ」

　呑のん気きな物言いが余計、怒りに油を注いだ。

「てめェッ！」

　その平和ヅラを殴りつけてやりたかった。事実そうしようとして、ネイブは握りしめた拳こぶしを上げて、そしてなぜか下ろした。

　頭にかろうじて残っていた自制心と、いまやるべきはなにかという強い使命感が、その拳を下ろさせたのだ。

　こいつを殴っても事態は好転しないのだ。忘れてはならない。おれには為すべきことがある。

　ネイブは唇を噛かみしめて三人に背を向けた。

　なんとなく空を見上げると、自然に言葉が口からこぼれた。

「仲間だと……思ってたのに……な」

　――なあ、グラン。おれだけだったのかな。そんなこと、思ってたのは。

「おれの勘違い、か。……はっ、阿あ呆ほらしくて泣けてくるな」

　言葉に逆らうかのように、唇の端がくくっとつり上がった。なんだ、笑ってるのか。おれは。

　ははっ。そりゃおかしいさ。なんて滑こつ稽けいなんだおれって奴は。四年もかけて一生懸命こつこつ作ったものを、ある日ナカマに壊されちゃいましたとさ！　はははっ。これが喜劇ってやつか。なるほど、金払って見る奴がいるのもわかるってもんだ。

　ははははっ。笑えよ。おかしいだろう？　おい笑えよ、おれ。なあ聞いてるのか。笑えよ。涙なんて流してないで――笑えって言ってるんだよ！

「畜生！」

　気づいたときには、走り出していた。

　畜生。畜生畜生畜生。

　よれよれの情けない声が漏れた。

　皆が口々に引き留める声を振り切って、ネイブは走る。元々足だけは速いのだ。もう誰だれも追いつけない。

　孤独が胸をぎゅうぎゅうに締め上げた。体は嘘のように重かった。

　グランもイドもシエルも、いま生まれた傷も、すぐに傷つく弱い心も、自分の呼吸でさえも煩わしくて、なにもかもが嫌いになった。なにもかもなくなってしまえばいいと思った。

　ただ、胸に抱いた一筋の光明だけが、ネイブを世界に繋つなぎ止めていた。

　聖堂に巣くうエレメント使い、それさえ倒せば――

　なにかが変わるはずだ。

　そう信じていた。信じるしかなかった。それは真っ暗になった心を照らす唯一の灯あかりになるはずだった。

　ネイブは駆ける。

　わずかな月明かりの中を、もがき進む。





「おい、グラン」

　その一言で、グランは我に返った。

「イド……」

　目を向けると、いままで蚊帳の外に置き去りにされていたイドとシエルが揃そろって不満顔を作っている。

「なんだありゃあ。意味がわかんねェぞ。二人で終わらせてねえでオレらにもわけを話しやがれ」

「ああ……」グランは盛大に溜ため息いきをついた。「そうだな」

　彼は知っていた。

　ネイブが、自分を含めた仲間が家に来るのを頑かたくなに拒んでいたことを。

　きっかけは、一月ほど前のことだった。泉の広場に飲み水を汲くみに来たグランは、たまたま市で買い物に来ていたハルと出くわしたのだ。どちらから声をかけたのかは憶おぼえていない。そこでハルが胸を張りながら語って聞かせてくれた兄ネイブの武勇伝は、驚くべきものだった。

　まず、ロット“〝オリオルド”〟はネイブが率いていた。グランはそこにいなかった。ネイブはエレメントこそ持たないものの、エレメント使いの他ほかの三人に的確に指示を飛ばして街にはびこる悪漢どもを次々となぎ倒していく正義の味方だった。

　グランは最初こそ面食らっていたものの、すぐさま事情を察し、さも感心しているかのように相づちをうっていった。

　ネイブの虚言を責める気にはなれなかった。なにかにつけて軽口を叩たたき強がっている彼だが、内心は驚くほど脆もろい。ロット“〝オリオルド”〟のお荷物的存在となっていることは、誰だれよりもネイブ自身が自覚している。その重圧はさぞ苦しかったことだろう。

　しかし、ネイブは折れてはいけなかった。なぜなら、ハルがいたからだ。

　彼にとって、妹という頼られるべき存在に否定の目を向けられるのは、あってはならないことだった。それは強迫的なまでの思いだっただろう。だからこそロットにおける自分の姿を笑い話にもできず、嘘うそで包みくらましてしまったのだろう。

　グランはハルの話す英雄譚たんを胸の中にしまい込み、誰だれにも話すまいと決めた。真実を話す必要はない。ネイブがいつまで隠し通せるかはわからないが、それは自分の口出しすべき問題ではないと思った。

　以来、グランはそれを誰にも口外していない。今日、イドとシエルに話すまでは。



「…………」

「はあん」

　かなり端折はしよった話をグランが終えると、二人はそんな反応を返した。

　シエルは憂い顔、イドに至っては露骨に不機嫌な表情を浮かべている。

「あいつ、オレたちをなんだと思ってやがるんだ。昨日今日会ったばっかの他人じゃあるまいしよ」

「うん…………」

「で？」

　イドはネイブが走り去った方向にあごを振って、

「追うんだろ？」

　グランは言葉に詰まった。誤解は解かなければならない。けれど、いま説得したところで、ネイブは聞く耳を持つだろうか。少し時間を置いてからの方がいいのではないか。そんなことを考えていた。だが――。



    

  
    
      



    

  
    
      「――神フアレスはおっしゃったよ」

　一歩進み出た影。シエルだった。

　彼女は口をきゅっと引き結んで、グランを見上げていた。怒っていたわけではない。ただ、その両の眼まなこが、グランをまっすぐに見上げていた。

「『ともだちが悲かなしくしてるときは、助けなきゃダメ』」

「――――」

　射抜かれたようだった。この迷い。

　イドがグランを見たまま、片手をふいとシエルの頭に置いた。そのままわっしゃわっしゃと乱暴に撫なでる。よく言った――そんな意味だろうか。

　グランは心中で苦笑した。お前ら、こんなときだけ仲良くなりやがって。

「……そうだな」

　そうだ。そのとおりだ。色々と行かない理由を並べ立てて、なんだ、俺おれはただ日ひ和よってるだけだったな。いろいろ考えてると、こんな当たり前のこともわからなくなっちまうらしい。

「早く行ってやろう」

　とたん、二人の表情が変化する。

「うん！」シエルは満面の笑み。

「おせえよ」イドは唇だけで笑った。

「たぶん聖堂だぜ、あいつは」

「ああ」グランは頷うなずいて「そんな声がしてたな」

「でも……」シエルは周囲を見回した。「ネイブ、誰だれと喋しやべってたのかな？」

　グランもはたと気づく。

「そういえば……」

　あたりに人気はない。ただ、並んだ三角屋根の落とした影が、ぎざぎざと石畳に続いているばかり。たしかにネイブの声は、独り言にしては大きかったのだけど……。

「おお～い、そんなのあとだ、あと。さっさと行こうぜ」

　足を踏み鳴らすイドに、それもそうだと思い、グランは走り出した。



　――――。

　三人が去った後、無人の空間となった通りに、どこからともなく声が響いた。

「美しきかな友情、デス。さてワタクシはもう一仕事……」



    

  
    
      


第六章『絶望の夜』





　たつたつたつたつ。

　一人の少年が、無人の通りを駆ける。

　靴が石畳を噛かむたびに、その音は不気味なまでによく響き、壁を伝って闇やみ夜よへと溶けていく。

　たつたつたつたつたつたつたつたつ。

　ネイブ＝ウェルフェア。

　月を浴び、影絵めいた情景に相応ふさわしく。

　その顔は、蒼そう白はくに染まり。



　おれがやるんだ。おれがやるんだ。おれがやるんだ。おれがやるんだ。

　大きな呼吸を繰り返す喉のどは引き攣つれて、死に際のような音を立てる。力の限り振り抜く手足からは感覚が失うせ、胸の鼓動だけがいやに強く意識を揺さぶる。それは彼を死地へと駆り立てるドラムロール。

　やるんだ。

　街を脅おびやかす強大な敵を、一人で仕留めてやる。

　今日からおれは強くなる。

　名声も富も得てみせる。

　そして――本物の英雄になってやる。

　まがい物じゃない。空想の中だけじゃない。本物の英雄に。

　そうしたら……。

　ハルはきっと、笑ってくれるだろう。



　ネイブは駆ける。

　降って湧わいたような機会を、神フアレスの与えたもうた幸運と信じて。

　いまにも壊れそうな淡い期待を胸にかき抱いて、駆けていく――



　　　＊＊＊



　帝立第四修道院。

　修道士たちが日夜祈りを捧ささげ、かつて泥で作られたという彼らの魂の汚れを清める、浄化の場。戦いとは縁遠い聖域だ。

　――見えてきた。分厚い石壁の向こうに並んで三棟。こぢんまりとした救貧院、三階建てのいかめしい修道院本館、そして尖せん塔とうをいただく聖堂。

　普段は礼拝のために訪れるこの場所が、今こ宵よいは戦場と化すのだ。

　壊れたように強く脈打つ胸を押さえ、ネイブはどうにか息を整えて敷地内に入り込んだ。不用心にも鍵かぎは開いていた。付属の聖堂へと向かう。

　夜の聖堂は昼と異なる趣を放っていた。昼の聖堂がどっしりと地に根を張った泰たい山ざんならば、こちらは月に向かって聳そびえる列塔だ。怖々と見上げた屋根は、昼にもましてその槍やりを幾本も掲げたような輪郭を主張していた。

　ふと、ネイブはあたりを見回した。

「――――」

　たおやかな調べが耳をくすぐった。

　これは――歌？

　そう、歌が聞こえる。

　耳に覚えのない音律。おそらくは出で鱈たら目めであろうその曲調は、しかしとても心地よく響いた。高いが不思議と柔らかみのあるきれいな声。昼間、街角で耳にしたならば、足を止めて聞き入ってしまうに違いない。そう。この瞬間、この場所でなければ。

「なんで――」

　忘れてはならない。いまは。ここは。

「夜の聖堂に……!?」

　ネイブは自らに言い聞かせるように首を振った。

　思い出せ。ここにいるのは美声の歌い手ではなく、凶悪なエレメント使いだということを。そして自分はその人間を倒すために来たのだということを。



　　　アリシュカ　アリシュカ　あたしの天使

　　　アリシュカ　アリシュカ　すてきな天使



　迷わない。迷ってはならない。

　ネイブは胸の内に巣くう怯きよう懦だを強がりで塗りつぶし、聖堂のアーチをくぐった。

　聞きき惚ほれてしまいそうな美声はより鮮明になり、耳を優しげに撫なでる。

　聖堂の中は、天窓がいくつも並んで配置され、外の光をふんだんに取り入れられる構造になっている。とはいえ、陽ひが落ちればそこは広大な闇やみの世界だった。

　中を見やったとたん、ネイブの目は一点に引きつけられた。

　闇の中に、小さな明かりが一つ浮かんでいた。何列も続く長机のおそらく最前列。普段は祭壇に置かれているはずの燭しよく台だいに載って、一本の蝋ろう燭そくがちろちろと燃えていた。

　ふっつりと、歌がやんだ。

「あ」

　いまのいままで美しい旋律を奏でていた喉のどは、うって変わって朗ほがらかな声へと転じた。

　蝋ろう燭そくの脇わきで動く人影を見て、ネイブはまたも混乱に包まれた。弱々しい明かりにぼんやりと照らし出されたその顔が、ひどく幼い少女のものに見えたからだ。

　年の頃ころはハルと似たようなものかもしれない。美しく波打つ金髪が目を引く。

　彼女は燭しよく台だいを手に取ると、ネイブのいる入口側へとゆっくり歩み寄ってきた。

　近づくにつれ顔立ちがはっきりとしてくる。

　ネイブは思わず見入った。絵に描いたような美しさとはまさにこのことだ。宝石のような碧へき眼がん。つんとした小鼻。そして、つつけば弾はじけそうなぷるりとした薄桃色の唇。銀のティアラがよく似合うだろうその顔は、まるで幼き王女のそれだった。あまりに完成されすぎていて、愛あい嬌きようや親しみやすさとは無縁のその美しさに、ネイブは逆にうそ寒さを感じた。

「こんなところで……なにやってるんだ……？」

　そろそろと尋ねてみたものの、

「あっ。そうだわ。忘れていたわ。だめって言われたもの」

「なにがだ？」

「だめよネネ。だめなのよ。がまんしなきゃ」

　そう言ってこくりと頷うなずく。どう見てもネイブに向けられた言葉ではなかった。独り言だったのか。しかしわざわざ寄ってきてまで独り言とは妙だ。

　いや――。

　いまはそんなことを考えている場合ではない。おそろしいエレメント使いがここのどこかに潜んでいるのだ。子供に気を取られている余裕はない。

　ほのかな蝋燭の明かりに照らし出された聖堂内は長机のせいでやたらと死角が多く、これならどこでも隠れられそうだ。合間の闇やみに息づくエレメント使いの姿を想像して、ネイブは思わず体を硬くした。

　――どこだ……。

　夜目は十分に利きいている。どこから飛び出してこようと反応はできる。

　腰を落として身構えるネイブの、しかし袖そでを引く緊張感のない少女。

「ねえ、おはなししましょ。あたしとっても退屈だわ」

　ネイブは少女を見もせず、じっと暗くら闇やみに目を凝らしながら、ほとんど上の空で返した。

「帰った方がいい。ここは危ないから」

「アリシュカはとってもかわいいの。それにあたしの言うことなんでもきいてくれて、とってもいい子なの。ねえ、すてきでしょう？」

　ネイブは無視を決め込んだ。しかし少女は袖を握ったままだった。

「アリシュカがいいことしたら、あたしはごほうびに口づけをほっぺにあげるのよ。でも、それだけじゃないわ。おはようとおやすみのときもしてあげるの。アリシュカはおませさんだから口づけされても平気な顔してるけど、ほんとうはちょっと恥ずかしがってるの。あたし、わかるのよ。そんなところもかわいいのよね」

　――もう勝手にしろ。

　忠告はした。逃げないのなら知ったことではない。どこのお嬢さんだか知らないが、呑のん気きに他人の妹の自慢話など聞いてはいられない。

　少女はしばらく意味のわからないことを喋しやべり続けていたが、そのうちようやくネイブの反応がないことを悟ったらしく、むっつりと押し黙ったのち、

「……つまらないわ。遊んでもいいかしら」

　そう言ってすぐ、思い出したように首をふるふると振った。

「ああだめよだめったらネネ。いけない子。ちがうわあたしはいけない子じゃないもの。言いつけをちゃんと守るいい子だもの。だからがまんするわ。……ああでも……」

　少女はなにかに葛かつ藤とうしているらしかった。

　そのとき、遠くから足音が聞こえてきた。人通りのない分、夜は物音がよく響く。それらは走っていた。重なり合って正確な数はわからないが、おそらく三、四人というところだろう。

　ネイブは一つの可能性に行き当たった。

　あれはロット“〝オリオルド”〟の三人なのではないか。

　果たして、足音は急に小さくくぐもったようになった。土を踏む音に変わったのだ。

　修道院内はところどころに石板で固められていない部分がある。そして、この敷地を入口から聖堂まで最短の道のりを通ってこようとすれば、必然的に土が剥むき出しのところを通過しなければならないことをネイブは知っていた。

　だが、あのときは完全に撒まいたはずだ。なぜ場所が割れている？　もしや千里眼との会話を聞かれていたのか。

　油断なく視線を左右にやりながら、ネイブは頭の片隅でそんなことを考えていた。

　振り向けばすぐそこに現れるであろう足音は、その主が発した声によって上塗りされた。

「ネイブ！」

　やはり――

　グランの声だった。

　ネイブは喉のどに苦いものを感じた。あれだけ啖たん呵かを切って逃げてきた手前、いったいどの面つらを下げて会えばいいというのか。

「よかった。ネイブ、まずはこっちを向……ん？」

　はたと声がやんだ。

「その子は誰だれだ？」

　――おれが知るか。

「危ないな。迷子か？　救貧院の子供かな。まあいい。おいおいどうにかするとしてだ。なあ、ネイブ――」

　それは唐突に起こった。



「――あはっ！」



　炸さく裂れつしたような笑い声。袖そでから手がするりと離れる感覚。

「あはははっ！」

　ネイブはとっさに振り向いた。

「やっときてくれたのね？」

　そこには、期待で張り裂けそうな横顔があった。

　――やっときてくれた？

　悪寒が走り抜けた。

「おい……あれ……！」

　緊張をはらんだイドの声が響いた。

　それに応ずるかのように、少女の眼前にほのかな光点がともる。弱いのではなく、暗い光。四つに分かたれたそれは、空間を舐なめ取るようにじっとりと這はい回り、一つの輪郭を形作っていく。

　ネイブは卒然と悟った。凶悪なエレメント使い。それは。その正体は。

「あたしは言いつけを守ったの！　だからもう遊んでもいいの！　そうよねアリシュカ？　だってあたし言われたもの――」

　ゆっくりと、はっきりと、少女は言った。

「遊んでいいのは……二人目からだって……！」

　エレメントは忽こつ然ぜんと姿を現した。少女に寄り添うように浮く裸身。背面のみでも十分すぎるほどわかる、成熟した女性のそれ。腰まである長い黒髪が風もないのにたなびいて、それはそれは美しい光景だった。

　ネイブの眼前を、二枚の羽根がゆるゆらと舞い降りていく。

　一枚は、白。白鳥を思わせるような、美しい純白。

　一枚は、黒。鴉からすを思わせるような、紫がかった漆黒。

　それらは、なだらかな雪原のごとき背中から広がる一対の翼から生まれていた。

　美しく翼を広げた天の御み使つかい。しかし……。

　異物。

　左の翼だけは、夜よ闇やみを塗り込めたかのように黒かったのだ。

　華きや奢しやな肩越しに見える横顔は不気味なまでに妖よう艶えんで、深紅の唇からは血を舐めたような舌がちろちろと覗のぞいていた。

　天使？　違う。天使は邪悪な笑みなど浮かべない。

「ねえ、アリシュカ」

　うれしくてたまらない、そんな口ぶりだった。それに応えるように、異形の美女は黒こく白びやくの翼を悠然とうち振るった。

　ネイブを追いかけてきた三人も、ひしひしと押し寄せる危機を悟っていた。

「やべえぜ……なんだありゃあ……！」

「わからんが、来るぞ。構えろ」

「……うん！」

　凶悪なエレメント使い。そう、それはいま、彼女になにより相応ふさわしい称号であった。

　ひとり聖堂の入口に取り残され、呆ぼう然ぜんと立ちすくむネイブ。頭の中で疑問が渦を巻く。

　なぜおれを襲わない？　なぜあちらを向いている――？

「やめろ！」

　なぜもなにもなかった。少女の興味は確実にあの三人へと向けられている。

　彼女はネイブの声などまるで無視して、言った。

「行きましょう、アリシュカ」

　ぞくり

　ネイブはすくみ上がった。心臓を爪つめでつつかれたようだった。

　もはや立っているだけで精一杯のネイブを置き去りにして、少女とエレメントは石畳に一歩を刻んだ。

　グランたちの反応は素早かった。

「イド！」

「応！」

　腹からの気合いが、触れれば切れるほどに夜気を張りつめさせる。

　ゆら、と少女が前にのめり――

　死闘の火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

「“〝ブラキス”〟！」

「“〝ビョーク”〟！」

　吠ほえたグランとイドの眼前に煌きらめきが走り、エレメントが顕現する。

　光点が空中を蛇のように這はい回り、重々しい甲かつ冑ちゆう姿と三頭犬の輪郭を完成させた。

　面めん頬ぽおを下ろした黒騎士“〝ブラキス”〟は鋭く尖とがった円えん錐すい状の槍やりを大地に突き立て、地響きとともに地を踏みしめた。

　三つ首の闘犬“〝ビョーク”〟は鋭い歯を剥むき出しにして、敵のエレメントを睨にらみつけた。

　それを見て、少女の口は頬まで裂けたような笑みを作る。

「あそんでくれるの!?　じゃあおたがい、おなまえを教えあいましょう！　この子はアリシュカ！　あたしの子よ！」

　きゃはははっと壊れたように笑い、同時にアリシュカが爆発的な加速を見せた。

　黒こく白びやくの羽根を撒まき散らし、両腕を振りかぶる。その爪がぎらりと光った刹せつ那な、鞭むちのようにしなった腕が解き放たれ、獲物を左右から同時に挟み撃った。

　悲鳴のような金属音。

　黒甲冑などあっさり切り裂いたかに見えた爪はしかし、逆にはじき飛ばされて力なく宙を泳いでいた。

「ふう……」

　冷や汗混じりに息を吐くグラン。

　その息は黒光りする金属板によって遮られる。

　グランのエレメントを取り囲んで、無骨な鉄板がいくつも大地から突き出していた。足あし下もとの石畳さえ割り砕き、それらは雄々しくアリシュカの前に立ちはだかる。

　グランのエレメント、“〝ブラキス”〟。〈地の黒〉という属性を持つ彼の特性は、金属である。地に充満する地元素の力を借り、黒という彩属性を通して鉄を作り出す。それらを壁とすることにより、〈地の黒〉属性のエレメントは類たぐい希まれなる堅けん牢ろうな防御を持つ。

　しかし、第一波を防いだはずの彼らは、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしていた。

「おい、グラン……」

「ああ、わかってる。傷一つついてない。いったいどうなってるんだ」

　二人の視線の先にはアリシュカの爪つめ。鉄板に猛然と叩たたきつけたにもかかわらずヒビ一つ入っていない。

　がつっ。またもアリシュカが爪を叩きつけた。それを見てイドは青ざめ、少女に向かって怒鳴った。

「てっ……てめえ何モンだ！」

　だが、少女はまるで聞いていなかった。

「そっちの騎士さんはすごくたくましいのね。いつか肩にあたしを乗せてくれるかしら」



    

  
    
      



    

  
    
      　がつっ。がつっ。がつっ。がつっ――

「そっちの犬さんはとってもかわいいわ。なでてあげたいけど、でもアリシュカが怒るからだめね。ああ残念だわ」

　がつっ。がつっ。がつっ。

　ひたすら言葉を垂れ流す少女と、なにかに憑つかれたように鉄板を突くアリシュカ。その光景は三人に怖おぞ気けを催させた。そもそもなんの前触れもなく襲いかかってきた奴だ。下へ手たをすれば死んでいる。話の通じる相手ではなさそうだった。

　突如、ごぼり、と音がして、見れば分厚い鉄板に穴が開いていた。

「なんだと」

　常識外れだった。あんな細長い爪つめが。

　爪の引き抜かれた穴から、アリシュカの妖よう艶えんな黒こく瞳どうが覗のぞく。

「くそ、まだか」

　グランが呟つぶやいた直後だった。アリシュカの足が突如、ずず、と石畳に沈み込んだ。

「……？」天使のエレメントは不思議そうに足を上げようとしたが、足は根が生えたように動かなかった。

「――ありがとう。間に合ったよ」

　鉄板の隙すき間まからかいま見える騎士と犬の姿。そのさらに奥に、小さなエレメントが顕現していた。

「ファーナ」

　シエルは砂ネズミのエレメントに呼びかける。つぶらな四つの瞳ひとみが主人を見上げた。

「引きずり込んで」

　命令を受けると、ネズミは四つの瞳を閉じてふるふると体を震わせた。

　アリシュカの足を搦からめ取ったものの正体、それは砂であった。下を見れば、土を踏み固めた大地が、そこのみ水たまりのような狭さで、さらさらの砂面に変わっていた。

　その表面が、ゆらりと波だった。波は瞬く間に大おお時し化けのようになり、アリシュカの両足を中心として渦を巻き始めた。

　それは――流砂。

　ずず、ずずずず。

　足首からすね、膝ひざ。徐々に呑のみ込まれていく白磁の肌。そして脱出はかなわない。

　大地を底なしの流砂に変える、砂の力――これが〈地の黄〉の能力であった。一つ一つは水たまりほどの広さしかないものの、同属性で十とおも集まれば池ほどに、百も揃そろえれば広大な砂の湖と化し、城じよう塞さいとて沈めうる脅威となる。

　しかし、これは足止めにすぎない。シエルが合図を送るや送らぬやのうちに、グランとイドが同時に飛び出していた。

　エレメントを倒せば持ち主の精神が死ぬ。持ち主を倒せばエレメントが消える。いずれかを倒せばいいのなら、どちらが楽かは言うまでもない。二人は天使の脇わきをすり抜けようとした。

「お名前を教えてくれないかしら」

　朗ほがらかな声が響いた。

「その騎士さんと、わんちゃん。それに、そこの子も」

　突然、アリシュカが大きく羽ばたいた。たったそれだけでアリシュカの下半身を埋めていた砂が爆発したように巻き上がり、イドとグランは吹き飛ばされた。もうもうと舞う砂さ塵じんが視界を遮る。

「冗談じゃねえッ！」イドの困惑した声。

「退ひけ！　固まれ！」

　しかしそんな中でも、グランは真っ先に立ち直り、指示を飛ばす。三人は互いの声を頼りに合流した。

　息つく間もなく、そこに砂煙を切り裂く影。

「くっ！」

　間一髪、グランが反応した。がきん。突撃はすんでのところで鉄の壁に遮られた。

　やはり奴は脱出していた。

　まがい物の天使は自らの爪つめをじっと見つめ、ばさりと翼を羽ばたかせて飛ひ翔しよう。あっさりと壁を飛び越え、狙ねらうは大柄の男。落下の勢いそのままに、軋きしむ腕を猛然と振り下ろす。

　ぱぁん！

　グランの頭が砕け散った。熟うれた果実を棍こん棒ぼうで叩たたき潰つぶしたようだった。しかしそこからは血の一滴とて流れず、肉片は空中でさらさらの砂となった。

「かかってくれたか」

　低い声が響いた。

「ブラキス、“〝青天井の監獄プリソナ・ブルーフ”〟」

　ドドドドッと大地を突き破り、アリシュカを中心として四つの鉄柱が生えた。それらは見る間に枝分かれし、互いを結び、互いに絡み合ってゆく。

　完成したそれは、複雑に編み上げた鳥籠のようであった。出るに出られぬ鉄の檻おり。

　原属性〈地〉の弱さ。それは鈍重さである。人間と比べればひけはとらないその動きも、ことエレメント同士の戦いともなると他属性との間には埋めがたい差が生じる。一撃離脱のできないエレメントは攻撃の連携に組み込むことは難しい。よって彼らの戦法はもっぱら待ち伏せに比重が置かれているのだ。

　しかと獲物を捕らえたのを見届けると、グランはイドに素早く目配せをした。イドは頷うなずき、消していた三つ首の“〝ビョーク”〟を再び顕現させると、首だけを振り向けて言った。

「シエル、あのガキを気絶させろ！　オレとグランはこいつを足止めする！」

　シエルは素早く頷くと、少女のいる方へ走った。それを見届けて、イドは再びエレメントに視線を戻した。

「ビョーク」

　短く命ずると、炎の闘犬はアリシュカを封じた鉄てつ檻おりに向かって歩いていった。

　檻おりの目の前に来ても、“〝ビョーク”〟は歩みを止めなかった。ぐるるる……と唸うなりながら、檻に三つ首を押しつけた。〈地の赤〉“〝ビョーク”〟の性質は溶岩だ。

「“〝赤蝋ヴエラ・ローサ”〟」

　体表がどろどろと溶け出した。したたり落ちた真っ赤な雫しずくが、じゅう、と足あし下もとの雑草を焦がした。かろうじて元の輪郭を保ったまま、“〝ビョーク”〟は灼しやく熱ねつの液体と化して檻を透過していった。

　それに、間髪入れずにアリシュカが攻撃を加えた。だが相手は溶けた岩の塊。どぼりと突っ込まれた腕は見るも無む惨ざんに炭化した。

　その腕を体内で泳がせたまま、“〝ビョーク”〟はアリシュカに覆い被かぶさっていく。

　じゅっ、じゅおっ。耳を覆いたくなるような音をたてて、白磁の裸身が溶岩の中に埋没していく。暴れたアリシュカの手が鉄檻の一部をむしり取り、それを目まの当たりにしたグランが小さく呻うめいた。

「くそ、保もたない」

　やはりだ。その気になれば、このエレメントは細い鉄格子など容易たやすく引きちぎる。

「さっさと死んでくれ……！　シエル！　まだか！」

　イドの問いかけに、しかし返事はなかった。

「限界だ……ビョーク」

　疲労をにじませた声とともに、檻の中の溶岩はすっと消え失うせた。

　わずかの間だったが、しかしその効果は絶大だったといえよう。

　ゆっくりと溶岩に全身を舐なめ尽くされたアリシュカの姿は、いまや見るにこらえないものになっていた。羽が焼け、骨格が張り出した翼。白雪の肌は炭の削りカスのように真っ黒に変色してめくれあがっている。もはや完全な焼死体だ。

「へっ、鳥の丸焼き一丁あがりだ」

　余裕をかましたのもつかの間、二人は次の瞬間、驚きよう愕がくすることとなった。

「羽…………が…………」

　骨だけとなった翼が、魔法の粉でも振りかけたかのように根ね本もとから再生していくのだ。豊かな羽毛が次々と生え揃そろっていくさまは、二人の焦燥を煽あおり立てた。

　悪い冗談だった。あの華きや奢しやな少女のどこからこんな精神力が湧わいてくるというのか。このままでは全身が再生しきるのも時間の問題だ。シエルはまだか。

「シエル！」

　ヒュ、と耳元で風切り音がした。咄とつ嗟さに身を翻ひるがえしたグランの見たものは、つんのめって倒れるシエルの姿だった。

「う……く」

「どうした！」

　グランはぎょっとした。倒れたシエルの足の甲に、黒い羽根が深々と突き刺さっていた。

　ぞわっと背筋を怖おぞ気けが這はい上がった。グランは振り向きもせず、横っ飛びにイドを抱えて飛んだ。直後、無数の風切り音が背後で聞こえた。それは堕だ天てん使しの復活を告げる魔ま笛てき。振り返れば、そこには鉄てつ檻おりを紙細工のように引き裂くアリシュカの姿。

　目の覚めるように美しい肌には、火傷やけどの跡一つなかった。アリシュカはすっかり生えそろった色違いの翼を羽ばたかせ、少女の元に舞い戻った。

「うふふ…………」

　アリシュカと少女は親子のように手を繋つなぎ、跳躍。手を引かれるまま、少女はさながら羽根の舞うように跳び、修道院の外壁の上にふわりと降り立った。グランたちとの距離が大きくあいて、決着をつける絶好の機会はするりと手から逃げていった。悔やむ間もなく、グランの頭の中は疑問符で塗りつぶされた。エレメントは精神の産物だ。エレメントが傷つけば持ち主の精神も傷つく。それはすぐに癒えるわけではない。なのに。

　なのにこの再生力はどうしたことだ。不死身の心など存在しない。この心はなんだ？　まるで、まるで……………………。

　そう。

　最初から壊れていたかのようだ。

　グランは愕がく然ぜんとした。

　――すでに壊れている？

　ならば説明がつく。割れた心の産物――ゆえにもう傷つかない。もう壊れない。

　なんということだ。そんな属性は一つしかない。壊れた心の持てる属性は、唯一つ。

「〈天の黒〉……」

　禁きん忌きの属性。持ち主の心を破壊して生まれるというあの。この二十年で二人しか確認されていないというあの。無類の暴力性を持つというあの〈天の黒〉。

　グランはシエルの元に辿たどり着くと、その足に刺さった羽根を引き抜いた。くっとシエルが小さく呻うめく。

「ごめんね……」

「お前は悪くない」

　グランは思考を巡らせていた。あのエレメントの強さはでたらめだ。狙ねらうとなれば少女の方だ。だがその千載一遇の好機を逃した。接近はほぼ不可能。残るは遠距離攻撃か。

　向こうで、アリシュカが少女をおいて飛ひ翔しようするのが見えた。来る。

「くそ」

　全員が〈地〉属性なのがいまさらながらに悔やまれる。素早さも射程もない〈地〉のエレメント。このままでは嬲なぶり殺しだ。……待てよ。…………あった。あったぞ！　離れたままで攻撃ができるエレメントが！

「イド」グランは素早く二言三言呟つぶやいた。

「！」イドの肩がぴくりと跳ねた。

「そいつぁ……」

「いけるか」

「……いけるぜ」

　半なかば死んでいたイドの瞳ひとみが蘇よみがえった。

「シエル！」

　うずくまったシエルが顔を上げるのを確認して、イドは高らかに声を放つ。

「『地母よ。

　大地の治者、地母ノムリアよ。

　そのふところにて色あせぬ、地の虹にじの理ことわりをここに示せ。

　われら汝なんじの両の手に乗るものなり。

　右なるは〈赤〉！』」

　がん！　と音が響いた。空から急襲した凶天使アリシユカの爪つめの一撃を、黒騎士ブラキスが迎え撃った音だった。

「構うな！」

　時間がない。グランの叫びに、シエルが続く。

「ひ……『左なるは〈黄〉！』」

　赤犬の反応は素早かった。六つの瞳を閉じるや、すう、と姿が薄まる。

　砂色のネズミも同様だった。二つのエレメントは空中を滑るように近づき、重なった。

「『熔け混ざれアマルガ』」

　赤の“〝ビョーク”〟と黄の“〝ファーナ”〟は溶けて混ざり合い、一つの身体からだとなり。

「〈地の橙〉」

　ずうん、と大地を揺らして。

「“〝ゴールトン”〟」

　巨大な土くれの人形が姿を現した。

　潰つぶれた円筒の頭には目も鼻も口もない。鈍重そうな角張った体。それぞれ四本の手の指は不ふ揃ぞろいで、ろくに物も掴つかめない。

「いいか、想像力だ」

　イドは自らに言い聞かせるように、師匠フレアの言葉を反はん芻すうする。

「いいぞ、やれ」

　そんな余裕はないだろうに、グランは勇気づけるようにイドに笑みを向けた。

「おうよ」硬質の紫髪を振り乱して、イドは叫んだ。「見てやがれバケモンッ！」

　同時にゴーレムが両手を振り上げ、いびつな八本の指をしかと組んだ。遠く相対する少女は、なにも知らずに笑っていた。

　猛然と振り下ろす両りよう拳こぶし。それは巌いわおの一撃。石畳がまるでビスケットのように容易たやすく爆ばく砕さいされ、そこから一本の亀き裂れつが地を走った。

　ビシッ……ビシッビシビシビシッ……。

　亀き裂れつは一直線に中庭を突き進み、ついには修道院の外壁にまで達し――

「うふ？」

　次の瞬間、大地がガバリと大口を開けた。地が裂ける音を、グランたちは初めて耳にした。巨大な裂け目。それはまさしく大地への蹂じゆう躙りんだった。

　手持ちの駒こまで唯一可能な遠距離攻撃。それは混色によって得られる〈地の橙〉の力を限界まで引き出した技――地割れだった。

「――え？」少女の声。

　足あし下もとが崩壊し宙に投げだされ、少女の足が空をかいた。



　たしかに踏みしめていた足場が消失したとき、ネネは呟つぶやいた。

「だめよ」

　ふっと体が浮き、すぐ後に落ちていく感覚。

「だめ」

　ネネは思った。くらいわ。こわいわ。そんなのいやだもの。あたしはもっとあそびたいの。ねえ、アリシュカ。

　アリシュカはすごくいい子だから、ネネが困ったときはいつだって助けてくれるのだ。その証拠に、ほら、いまだって。

　すっと両りよう脇わきの下に手が差し込まれた。

「うふふふっ」

　ネネはたまらずうれしくなって笑った。上を見上げると、きれいな黒髪をなびかせたアリシュカの顔があった。

「ほんとうに、ほんとうにいい子。さあ、いきましょう」

　大地の裂け目は元に戻ろうとしている。このままでは潰つぶれてしまう。でも、アリシュカがいるから大丈夫。アリシュカに任せておけば、簡単に上まで連れていってくれる。

　アリシュカはネネを抱いたまま上昇し、あっという間に裂け目の入口近くまで辿たどり着いた。

「ふう。まにあってよかったわね。アリシュカ」

「――よくないな」

　不意に降ってきた声に、え、とネネは地上を見た。

　そこには、大柄な人影があった。

「なあに？」

　問うた直後だった。ネネとアリシュカの頭上に突如、重々しい黒甲かつ冑ちゆうの騎士が出現した。

「え――」

「落ちていろ」

　ごっ。

　視界が明滅した。なにが起こったのかもわからぬまま、ネネは宙に投げ出された。空が再び遠ざかっていくのが見えて、ネネは悲かなしくなった。



　裂け目ができたときにはもう、グランは飛び出していた。あいつは必ず浮かび上がってくる。それも〈天〉のエレメントの飛ひ翔しよう能力で。そのときにもう一度叩たたかねば、勝利はない。その読みは的中した。

　狙ねらいをつけるのは簡単だった。金髪の少女とそのエレメントは、警戒するそぶりも見せずに上昇してきた。危機を一つ脱して、気がゆるんでいたのだろう。グランはありったけの精神力を振り絞り、巨大な鉄塊を生み出して、アリシュカと少女の真上に叩き落とした。なにが起こったかわからないという顔をして、少女は深い闇やみの中へ落ちていった。

　それを見届けた直後、重々しい音を立てて裂け目が閉じられた。

「…………っ！」

　グランは思わず拳こぶしを握りしめた。

　ついに。

　壁に身を預けて、天を振り仰ぐ。とっぷりと日が暮れた空に見えるのはきれいな星空だった。ひときわ明るい月が、透き通るような光彩を一面に振りまいていた。

　幼い命を奪う結果となってしまったのは、グランの胸に一抹の罪の意識を生じさせた。この命をくれてやるつもりは毛頭なかったが、なにかしら他ほかに方法があったのではと考えるとやはりいたたまれない。

　それはシエルも同じだったようで、座って足の甲を押さえたまま、いまひとつ喜べない様子だった。

　少し離れたところにいたイドは、「……っだぁ」と両手を高く突き出して、ばったりと倒れた。疲労でもう言葉もないといった感じだった。

「……あん？　なんだその浮かねえ顔は」

「…………いや……」

「まさかあのガキに悪わりいとでも思ってんのか？　そいつあ偽善ってやつだぜ、グラン。オレは死にたくねえ。オレは生き残った。それだけだ。あア、んなことよりな」

　イドは眉み間けんに皺しわを寄せてあたりを見渡した。

「いま、オレがいっちばん物申してえのはネイブだぜ。おおい、なに知らんぷりしてやがんだよ。おめェだよおめェ」

　突き上げられて、ネイブは縮み上がっていた。無理もない。本もとを正せばこのネイブこそが今夜の死闘の原因だったのだから。とはいえ、グランはいまからネイブを捕まえてどうこうという気にはならなかった。とにかくクタクタだ。それはイドも同じだったようで、

「なははっ、まあ、また明日、な」

　疲れた笑みをネイブに向けた。

　シエルが、じゃあ、と言った。

「誰だれか肩を貸してくれないかな」

　そう言って苦笑いをするのと、その背後で大地が爆裂したのは同時だった。

「――――ッ？」

　突然のことに反応できた者はいなかった。

　驟しゆう雨うのように降り注ぐ土砂の中に見えたのは……黒こく白びやくの翼。

　――ばかな。

　なぜ、どうやって。

　その足あし下もと、大地に穿うがたれた穴を目撃して、グランはおのが眼めを疑った。

　――あの状態から……地中を掘り抜いただと!?

　復活。

　翼を広げ、美しい裸身を惜しげもなくさらして、堕ちた天使――アリシュカは再び地上に降臨した。

「うふふっ」

　懐にしっかりと抱きかかえられた少女。その額から流れる血を拭ぬぐい、アリシュカは少女をそっと地上に降ろした。

　イドとシエルが危ない。グランは疲れた身体からだにむち打って駆けだしたが、遅すぎた。グランが目にしたものは、アリシュカに抱きすくめられたシエルの姿だった。

「うふふ、うふふ…………つ、か、ま、え、ちゃった♪」

　うれしくてたまらないというように、少女は言った。そのエレメント、裸身の天使はシエルの体に後ろから手を回して空中にすくい上げると、見る者すべてを引きずり込むような艶なまめかしい笑みを浮かべた。ぺろり、と真っ赤な舌がその唇から覗のぞいた。どうしようもなく背徳的な仕し種ぐさだった。

「あ……あ…………」

　シエルの手足はぎこちなく宙を掻かく。それはさながら蜘蛛の糸に搦からめ取られた獲物。蜘蛛が糸を巻きつけるたびに、獲物の動きは徐々に緩慢になっていく。

「いけない子。もうどこにもいっちゃいけないの」

　異変に気づいたのは、アリシュカの直下にいたイドだった。

「おい…………」

　シエルの体が、抱きしめられた部分から黒く変色していくのだ。腐敗ではなく、むしろ金属のような光沢さえ帯びている。胸からじわじわと上下に浸食していき、このままでは黒い彫像と化すのはそう遠くない未来だった。

「その手をどけろっ！」

　イドが自らのエレメント、赤い三頭犬とともにアリシュカに飛びかかった。

　するとアリシュカはあっさりシエルを手放した。イドは慌てて受け止めようとしたが、シエルはもがいた様子そのままに、奇妙に空中で静止していた。

「シエル……！」

　すでに黒くなったシエルの腿ももを叩たたく。返事はない。黒の浸食はやがて体全体を覆った。

「シエル！　シエル！」掴つかんで揺さぶろうと伸ばしたイドの手が、シエルの体をすっと通り抜けた。「……あ？」二度、三度、空振りをする。たしかに姿は見えるのに、触れられない。

「……！　なんだ……これァ……！」

「う……」グランが呻うめいた。「イド、離れろ……！　そいつは間違いない……〈天の黒〉だ……！」

「てっ……！」

　イドは絶句した。

　シエルのあの様子。あれが噂うわさに聞く――『闇賊ダーコ』なのか。

　闇賊ダーコ。

〈天の黒〉の力。対象から、その存在を剥ぎ取る能力。

　イドはいま、黒くなったシエルに触れられなかった。当たり前だ。それはもう、シエルではないのだから。それは、シエルがそこに存在していたという痕跡に過ぎない。

　剥はぎ取とられた存在がどうなるのかは誰だれも知らない。完全に消滅してしまったのかもしれないし、どこかにたゆたっているのかもしれない。一つだけ確かなのは、痕こん跡せきはいつまでも残り続けるということ。

　本来“〝闇やみ”〟は、確固たるなにかを持って『存在する』ものではない。“〝光”〟がそれのみで存在しうる現象であるのに対し、“〝闇”〟はそれ単体では起こりえず、“〝光”〟が『存在しない』ことによって初めて出現する。

　光という他者の助力を得なければ、自らの存在を証明することさえかなわない闇。シエルを襲った攻撃は、そんな“〝闇”〟の、底なしの空虚の発露であった。

「逃げろ！」

　グランはイドに向かって叫んだ。だがイドは心ここにあらずといった様子で、

「なあ、なあ……これ……どうやって戻すんだよ、グラン！」

　手を伸ばして、いまや黒い彫像となったシエルに触れようとする。そのたび手はむなしく空を切った。

　グランは唇を噛かんだ。黒騎士ブラキスを使うには遠すぎる。

「おいまさか、治んねえなんて言うんじゃねえだろうな！」

「いいから逃げろ！」

　必死の呼びかけは、徒労に終わった。

「シエルを――」

　イドの言葉はそこで遮られた。黒い翼が繭のようにイドを覆った。

「なにかしら？」

　少女はそのぷっくりとした唇にそっと指をあてて問うた。まだ幼いというのに、ぞっとするほど蠱こ惑わく的だった。

　そして、鴉からすのような翼がおもむろにゆっくりと取り払われた。

「イド」

　シエルに触れようと懸命に泳がせた手。歯を食いしばった必死の表情。それらを見事に写し取った漆黒の彫像が、そこにはあった。

「…………イド」

　グランは呆ぼう然ぜんとなった。闇賊ダーコにかかって元に戻った者はいない。

「ブラキス」

　頭の中でなにかが弾はじけた。



　ネイブはただ震えていた。

　なにもできなかった。

　ひたすら怯おびえて、立ちすくんで、仲間たちがやられるさまを、手出しもできずに見ていた。

〈天の黒〉。それは甘い空想を抱いていたネイブに、これ以上ない形で現実を突きつけた。

　鉄の檻おりがむしり取られ、溶岩にさらされてなお再生し。

　イドとシエルの混合エレメントによる地割れでさえ死なず。

　シエルが『闇賊ダーコ』によって存在を剥はぎ取とられ。

　イドも同じ道を辿たどった。

　そしていま。

　グランが大地を蹴けったのが、アリシュカの肩越しに見えた。

　――ああ、グラン。お願いだ。逃げてくれ。

　願いむなしく、グランの体はこちらに――否、少女とアリシュカに向いていた。

　少女は朗ほがらかな様子で、向かい合ったアリシュカに声をかける。

「いい子。わたしのアリシュカはほんとうにいい子だわ」

　そうしている間にも、グランはみるみる距離を詰めていく。無防備なアリシュカの背を突き破らんと、スピアを引き絞る黒騎士ブラキスの姿。

　おそらく、自棄ではなかったのだろう。敵に背を向けたアリシュカを見て、好機だと思ったに違いなかった。

　だが、その背中を貫く直前で、グランと黒騎士はなぜかぴたりと動きを止めた。

「――――!?」

　少女が首をかしげる。

「あら、アリシュカ。その手にもっているものはなあに？」

　アリシュカは左手になにかを掴つかんでいた。ぽたり、ぽたり。したたる液体には色がついている。それを見て、ネネは唇をとがらせた。

「だめようアリシュカ。おててがよごれてるじゃない。もう。きれいにしてなくっちゃダメでしょう。さ、はやくすてるのよ」

　アリシュカは言われたとおり手を離した。べち、と汚らしい音を立てて、それは地面にへばりついた。

「まずはおててをふいて。それからね。ほら、うしろにちょうどいい拭きものがあるわ」

　アリシュカは後ろを向き、そこで硬直したグランの頬に左手をあて、グランの脇腹から抉り取った肉と血の汚れを念入りになすりつけた。

「ぐら……ん……？」

　ネイブの視界がぐるりと回転した。

　やがて、アリシュカは拭いた手を少女に見せた。

「よくできました。いい子ね、アリシュカ」

　少女はにっこりと笑った。

　黒騎士ブラキスのエレメントの輪郭が急にあやふやになり、あっという間に霧散した。

　グランは立っているのが不思議なほどだった。顔には自らの血を塗りたくられた血化粧。極端に短い呼吸の合間に、何度か彼は血を吐いた。そして、ぼっかりと抉えぐられた脇わき腹ばら。流れ出る血はしとど大地を濡ぬらし、見る間に小さな水たまりを形成していく。

　輪郭の変わった部分から、白いあばら骨のようなものが見えた。臓ぞう物もつのようなものが見えた。ちぎれた鎖くさり帷子かたびらが見えた瞬間、ネイブの頭は真っ白になった。



　――『努力はお前らを生かす。怠たい惰だはお前らを死なせる。お前はどちら寄りだ？』



「…………っ！」

　ネイブは顔をぐしゃぐしゃに歪ゆがめた。

　――師匠。

　おれは、なにもしなかった。逃げてただけだった。

　こいつらは、ずっとがんばってた。

　重い帷子かたびらをしょって、苦しい特訓にも音ねをあげずに。

　そいつを努力っていうんだろう。

　おれが投げ出したものには、そんな名前がついてたんだろう。



　なら……これはなんだ？

　なぜ――なぜ。

　こいつらがこんな目にあって。

　おれだけが……のうのうと無傷でいられるんだ？

　――――。

　ちがう……。

　ちがうだろう！

　努力した奴は、報われなきゃいけないんだろう！

　エレメントも持たないで、〈天の黒〉を倒すだなんて息巻いて、そんな考えの浅いおれこそがその姿に相応ふさわしいんだ。おれの尻しりぬぐいで、お前が死んでいいはずはないんだ。そうだろうグラン！

　なんで、おれじゃないんだ？

　なんで、あそこで血を吐いてるのが、おれじゃないんだ？

　なあ。

　答えろ……よ…………………………。



　頭が割れそうだった。全身の血が逆流していた。

　歩を進めようとして、いつの間にか膝ひざをついていたことにも気づかず、つんのめって無様に倒れ伏した。痛みは感じなかった。ただ、熱い。

　手をついて起き上がると、膝をついたアリシュカの頭を撫なでる少女の姿が見えた。

　腹の底が煮えたぎる感覚を、ネイブは受け入れた。

　――殺してやる。

　十とおにも届かぬであろう幼い少女は、ネイブに生まれて初めての明確な殺意を抱かせた。

　が――

「にいや――」

　不意に響いた声が、頭に冷や水を打った。続けざまに、

「オヤ……」

「!?」

　――なぜだ。

　ネイブは驚きよう愕がくに目を見開いた。

　少女の向こう、修道院の入口に、二人の人間が立っていた。

　千里眼と――なぜ――ハルだった。

「にいや、そこにいるの？」

　ハルは周囲が見えていないようだった。無理もない。ハルは夜目があまり利きかない。

「ハル……なんで」

「にいや、大丈夫だよ。一緒に帰ろ」

　なんだ？　なにを言っているのだ、ハルは？　いやそれ以前に――

　――なぜ、ハルはここにいるんだ？

「眼めガ慣れませんカ。エエ、ちょうどアノ辺ですヨ、彼ガ泣いていルのハ。ホラ、行ってオあげなさイ」

　――泣いている？

　わけもなく喉のどが詰まった。背中からどっと汗が噴き出した。

　変だ。なにかがおかしい。なけなしの勘が、全力で警鐘を鳴らしている。

「にいや……」

　ハルは手探りで歩き出した。ネイブの方へと。

　しかし、その間には――

　少女と――黒こく白びやくの堕だ天てん使し。

「……！」

「思ったより散らかってませんネ。お掃除が楽デス」

「来るな……ハル……」

「にいや、あのときびっくりしちゃってごめんね」

　ハルは止まらない。ネイブへと、アリシュカへと、おぼつかない足取りで向かう。

「駄だ目めだ……」

「もうびっくりしたりしないから。わたし、ちゃんとお話聞いてあげるから。だから泣かないで」

　泣いてなどいない。誰だれだ。誰だそんなことを抜かしたのは。

　……一人しかいない。

　――千里眼。

　まさか、そんな嘘うそをついてまでハルを呼び出したのか？　なぜ？　なんのために？

　胸が苦しい。息を吸っても。吸っても。吸っても。言わなきゃ。逃げろ。ハル。逃げろ。

「フフ……」

　銀色の視線がネイブを舐なめた。その瞳ひとみは、笑っていた。

　ああ。

「お……お前が……！」

　氷解した疑問。

「お前が……やったのか！」

　ハルに要いらぬ真実を吹き込んだのは、グランではなく、この――。

「千里眼ッッ！」

　後悔がなだれをうってネイブを呑のみ込んだ。

　愚かしいほどの勘違いだった。グランを犯人と思いこみ、あまつさえ彼の好意を払いのけてしまった。取り返しなど、もう……もう。

　そして、ハルだ。

　――なぜだ。なぜハルを……？

「フフ。ワタクシも物忘れが激しい方でしてネ。すっかり忘れていたんですヨ」

　もったいぶった口く調ちよう。

「ワタクシ、人を憶おぼエルときハ、顔じゃなくてエレメントで区別してルんデスヨ。アナタ、最初に酒場デ会ったときト、次に会ったときハ、卵の形ガまるきり違ったんですネ。ソレデ、別人ダト思ってしまっタ。ケレド違ったんですよネエ。コンナ基本的なコトを忘れるだなんテ」

　フフ。フフフ。千里眼は笑った。

「『酩めい酊てい状態でハ、卵の形状ガ変わル』……」

「やめろ……やめろ……！」

「ワタクシは最初にアナタを視みたトキ、こう言いまシタ。『よくある卵ですねエ。面白くナイ』。…………エエ、エエ。実に失礼を致しまシタ。このワタクシとしたことがネ。つつしんで訂正致しまショウ。アナタの卵ハ――とっても綺き麗れいですヨ」

　ハル！　駄だ目めだ、駄目だ逃げろ！　逃げろよ！　聞こえないのか！　エレメントだ！　まだ見えないのかこのバカ！　逃げろって言ってるんだ！

「――――」

　なに一つ声にならなかった。

　言葉の奔流は頭ず蓋がいを激しく駆け巡っただけだった。

　そしてハルは。

　アリシュカの前で立ち止まる。

「なに、この臭におい……？」

　やめろ……やめろよ……！　お願いだ、なんでもする、なんでもするから、だからハルは、ハルだけは――

　必死の感情はようやく口に乗り移り、ネイブは力の限り叫んだ。

「やめてくれッ！　ハルはッ！　そいつだけはッ！」

　情けなく裏返った声。

　だが、あろうことか奴は声を上げて笑い――

「クフッフッフッフッフ…………エエ、エエ。ヨオクわかりまシタ。――ナルホド？」



　　――殺すのハ、コノ子だけデ良かったんですネ？



　　　それは、断頭の斧おのの味にも似て。



「ハル――――――ッ！」

　アリシュカの翼がハルを覆って……。

　しかしまさにそのとき、突如飛び出した人影があった。

「……！」

　あの体でなぜ動けるのだろう。押さえた脇わき腹ばらから血をあふれさせながら、自らの血で顔を真っ赤に染めた男が、アリシュカとハルの間に割って入ったのだ。

「グラ……ん」

　友は痛みの中でなにを考えていたのだろう。致命傷を負いながらそれでも立っていたのは、もしや……このため。

　アリシュカの翼がグランの傷口に突き刺さった。あれほど血を吐いた口からまた血が吐き出された。

　やめろ……。

　ネイブの足は次第に前へ。

　もう……やめてくれ。

　願いむなしく、グランの体はずたずたに切り刻まれた。やがて飽きたのか、アリシュカはつまらなさそうにグランの胴を蹴けった。大きな体は軽々と宙を舞い、一度はねてネイブの足あし下もとに転がった。あまりに血まみれで、人間というよりは巨大な血袋のようだった。

「あ、ぐ、グラン」

　ネイブは喉のどを詰まらせた。おれが、おれのせいで。

　グランの隣に膝ひざを落として、地に両手をついた。死ぬのか、グラン。おれのせいで。ネイブはところどころ羽根を生やしたグランの手を取って、震える声で呟つぶやいた。

「ごめん、おれ、あの……ごめん、ごめんよ。おれなにも知らなくて、グラン、おれ、おれ…………もう」

　いまさらなんの取り返しがつくというのだろう。それでも謝らずにはいられない。

「ごめん、グラン、グラン、おれ……」

「ネイブ……」

「！」

　か細い声。ネイブは目を見開いた。まだ喋しやべれるのは奇跡だ。もう吐く血も残っていないのだろう。

「いるぞ、おれ、ここに！」

「目が……見えない……。ハル……どうした……？」

　ネイブは顔を上げ、ハルを捜した。そして、その姿をしかと確認した。

「！　……ああ！　無事だとも！」

「……そ……か……」

　とぎれとぎれのその声には、たしかに安あん堵どが混じっていた。

「ふふ…………よか……た…………さっさと……にげろよ……」

　それが、最後だった。

　ふうう、とやけに長く吐いた息が、再び吸い込まれることはなかった。

「グラン……！」

　ネイブはくっと呻うめいた。

　グランは笑ったのだろうか。いま呼吸をやめた彼は笑いながら逝いけたのだろうか。消えかけの命を使って守ったものに、満足しながら死んでいったのだろうか。

　――なら、

　へっと笑い声が漏れた。

　――役に立ったじゃないか。おれの……嘘も。

　涙が頬を滑り落ちていった。

　ハルは助かってなどいなかった。

　白と黒の羽根を背中にびっしりと突き立てて、棒のように倒れていた。

　こちらを向いた首。瞳ひとみからはまるきり生気が失うせ果て、じわじわと広がる血だまりがその頬を汚していった。

「…………………………」

　心が干上がっていく感覚。感情という感情をすべて使い果たしたかのようで、悲かなしみも苦しみもなにも湧わいてこなかった。一滴の雨も降らない砂漠のようだった。

「――卵ハ」

　気味の悪い声が響いた。

「持ち主ノ心を吸っテ育ちマス。強い感情ハ、ソノママ卵の栄養とナル」

　千里眼。

「喪失ゆえのカナシミ。無力ゆえのイカリ」

　その、歌うような口ぶり。

「極上ノ栄養、その名ハ――『絶望』」



　――――――――――。



　――――――。



　――。



　――英雄に、憧あこがれていたんだ。



　幼い頃ころからずっと。いまもずっと密やかに。

　皇帝の左手、五英雄のような人間になりたいって。

　皆の賞賛を浴びたい、とか、ちやほやされたい、とかじゃなくて、ただ純粋に、強くなりたかった。誰だれにも負けない強さ、かっこよさ。そんな、男の子なら誰でも一度は希ねがうものを、負けじと欲しがっていた。

　それが本当に子供じみた夢で、分不相応な願い事で、空に輝く星のように決して届かない存在だったってことを知ったのは、いつごろだったろう。自分の足じゃ走っても走っても距離なんて縮まらないと知ってしまったのは、いつごろだったろう。

　引き返したって遅くないんだ。生きていく術は、すでに与えられている。

　潔くあきらめればいいのに。

　なのに、自分は終わりのない道の途中にいる。走ろうともせず、歩く気持ちすら削そがれて、でもあの星がとてもきれいだから、ずっと立ったまま空を見上げているんだ。

　近づこうともせず。

　背を向けようともせず。

　立っていても、星は近づいてこないのに。



　英雄に、憧れていたんだ。



　でも、それはひょっとしたら、間違いだったのかもしれない。

　憧あこがれるだけで、なにもしないということ。

　一見無害な。

　なにも生み出さない行為。

　それは、禁じられるべき行為だったのかもしれない。

　憧れることさえしなければ、“〝オリオルド”〟の成立はなかった。

　みんなが死ぬことも、なかった。

　ハル、も。

　――――

　ああ。

　ああ。ああ。

　自覚した。

　罪だ。

　そうとも。おれは罪を犯した。

　分不相応に、叶かなわない夢を見続けるという罪。

　ろくに努力もせず、いつかは天が降りてくると心のどこかで期待していた罪。

　走らなければいけなかったんだ。

　――グランやシエルは、引っ張ろうとしてくれた。

　さもなければ、完全にあきらめなければいけなかったんだ。

　――イドは、突き落とそうとしてくれた。

　道の途中で留とどまり続けるということ。

　走る皆を巻き込んで、あげくハルをも巻き込んで、それは、その行為は。

　そう。

　紛れもない、疑いようのない、徹頭徹尾の――。



　罪 悪 だ 。



　なにをもってしても贖あがなえない大罪を、おれは――

　グラン、シエル、イド。

　ハル――



　遠くで声がする。

『……は熟した……いまこそ………人ならぬ力……与えん……』



　耳の奥でぷつりと音がした。胸の中でなにかが砕け散った。





　それは光だった。

　煌きらめきなどという生やさしいものではない。ただただ鮮烈なる白光。

「オオ……」

　千里眼は目を細めて感嘆する。

「美シイ……！」

　エレメントの生まれ出いずる瞬間。それは何度見ても素晴らしいものだ。いったいどんな姿をしているのだろう。期待に胸膨らませて待つこのときは、なにものにも代え難い一瞬だった。

　だが、そんな幸福な時間に水を差した者がいた。

「きゃはっ！」

　ネネ。

　彼女はそれを指をくわえてみていることなどできなかった。

「コ、コレ、お待ちなさイ……」

　千里眼の制止を振り切って、少女は可愛かわいいアリシュカをいままさに生まれようとしているエレメントへと突進させた。

　千里眼はかぶりを振り「コレだから〈天の黒〉ハ……」と呟つぶやいた。「デモ、マア……」

　アリシュカは右手を振りかぶり、エレメントの首を刈りとる手しゆ刀とうを放った。

　が――。

　鈍い衝突音。

「あれ？」

「――アノ程度デハ……傷ヒトツつかナイでしょうネエ……」

　光の中から姿を現したのは、人より一回りほども大きい、透明の結晶だった。



　ネイブは聞いている。小躍りしそうな千里眼の声を。

「ホホッ！　コレはコレは！　滅多にお目にかかれませんヨ！」

「…………」

「〈地の白〉！“〝裏門のディアマンテ”〟！　アア……ソノ、金剛石アダマスの輝き！」

「…………」

「なんとイウ幸運！　どこニいっても引く手あまたですよヨ！　ワタクシもご主人に褒めテいただけますヨ！　ワタクシも幸せ、アナタも幸せ、いいことずくめですネエ！」

「……そうか……おれが幸せに見えるのか」

　いまさら……いまさら。

「遅い……よ」

“〝オリオルド”〟は――もうなくなっちまったっていうのに。



「ねえ、どうしたらいいの？　これ、ちっとも取れないの」

　ネネは無邪気に聞く。

「どうにもなりませんネエ。それハすごくすごく硬いんですヨ」

「いやよそんなの。ねえ、これ取って」

「不可能デス」

「ふかのー？」

「それより、ホラ、よそ見してるト……」

　ごっ。

「え？……あら」

　ネネは目を丸くする。

　結晶がアリシュカに向かって倒れ、アリシュカの頭部にめり込んでいた。

「あ……」

　驚きは一瞬だった。平静を取り戻したネネの顔、その次なる変化。

　唇の端が、徐々に。

　徐々に、徐々に。

　つり上がっていく。

「…………………………うふ」

　狂気は華麗に花開いた。



　金剛石アダマスは攻撃のことごとくを阻んだ。

　振り下ろされた爪つめは結晶に穴一つ穿うがてず、逆に折れて飛び散った。

　歯を立てたアリシュカの、白い牙きばが折れる。

　硬化し刃やいばの連弾と化した両翼が左右から挟み撃つが、それらはいともあっけなく砕け散り、黒と白の破片をばらまいた。その合間にも爪は根元から再生し、折れた牙は生え替わり、翼は生え揃そろう。

　飛び散る。折れる。砕ける。再生。

　飛び散る。折れる。砕ける。再生。

　飛び散る。折れる。砕ける。再生。

　終わることのない破壊と再生の輪りん廻ね。それでもアリシュカは執しつ拗ように、なにかに憑つかれたように爪を振り下ろす。牙を突き立てる。翼を抉えぐり込む。壊れた笑みとともに。

「……〈地の白〉か……」

　ネイブは嵐のような光景をぼんやりと眺めていた。心は嘘うそのように静かだった。

　死にたかった。殺されたかった。自分は生きる価値がないと思った。でも。

「お前は、おれを殺してはくれないんだな」

　待ちこがれたエレメントはよりにもよって最高の防御力を誇る〈地の白〉だった。ある意味では〈地〉の頂点。〈地〉に期待されるものを忠実に体現した存在。

　誰だれにも殺されない。それは戦場においては喉のどから手が出るほどの希少性質だが、いまのネイブには、神フアレスに科された重い重い罪つみ咎とがのような気がした。

　……『生きなければならない』という。

　ぎり、と奥歯を噛かみしめる。

「ならおれはせめて、お前を殺したいよ……！」

　おれがなにをしても、みんなは戻らない。そんなこと知っている。お前を殺しても、この胸の内が晴れるわけじゃない。そんなこと知ってるさ。わかるよ、わかってるんだ。全部わかってて、それでも。

　お前が生きるのを、おれは認めない……！

　ありったけの激情を込めて、ネイブは吼ほえた。

「おおおおおおおおおおおっ！」

　金剛の盾を展開したまま、ネイブはアリシュカの懐に突っ込んだ。白い輝きに目を奪われていたアリシュカは、なす術すべもなく胴に体当たりを食らった。

　吹っ飛んで転がるアリシュカに目もくれず、ネイブはその脇わきにいた金髪の少女をぎろりと睨にらんだ。数歩も歩けば届く距離。美しい碧へき眼がんを細めて、少女はネイブのエレメントに見入っていた。

「しね」



    

  
    
      



    

  
    
      　なんの迷いもなく金剛石アダマスで押おし潰つぶそうとしたところで、ごおっと風が吹き、アリシュカが少女をかすめ取っていった。

「くっ！」

　ネイブは空を見上げた。白い翼がくっきりと闇やみに浮かび、聖堂の列塔の上に消えていくのが見えた。

　続いてからかうような高笑いがあたりに谺こだました。来れるものなら来てみろといいたいのか。ネイブは舌打ちした。あんな高いところに、はしごもなしにどうやって。

〈天〉のエレメントに振り回されれば、〈地〉は手も足も出ない。だからこそグランたちは、先ほど見せたような、敵を罠トラツプにはめる戦術を習得した。捕まえられなければ打つ手がない。

「……………………」

　あきらめの気持ちがネイブを包んだ。

　どだい無理だったんだ。おれは結局なにもできないままで終わるんだ。いつだってそうなんだ。

「………………」

　口ばっかりで。なんにもやらないで。そのくせできるつもりでいて。できないで。

　きっといまだってそうなんだ。仲間の仇かたきだなんて、言ってるだけさ。それで、一人であの汚い小屋に帰って泣き寝入いりをするんだ。ハルのいない家で。

　――いいのか？

　心のどこかで声がした。

　――腐ったまま朽ちていって、それで満足なのか？　満足なら、止めはしないけれど。

　涙がにじんだ。口くち許もとがわなないて止まらなかった。臓ぞう腑ふがよじれそうな悔しさに、ネイブは滅め茶ちや苦く茶ちやに首を振った。

「いやだ！」

　わかっていた。もう嫌なんだ。なにもやらないで終わるのは。

　なにかを成したい。なにかをやったと自分で言えるようになりたい。それが誇りとなるように。そうやって歩いていけるように。

　だから、だから駄だ目めなんだ。「できない」はナシなんだ。

　ネイブは聖堂の壁にかじりついた。石積みの壁はすべすべしていて、わずかな溝以外に掴つかまるところはなかった。その溝も、少し力を入れるとズルリと滑ってとても登れない。でも。

「登るんだ」

　爪つめを立てるとどうにか固定できた。無理矢理登ろうと左手に体を預けたら、メリッと音がして中指の爪が根ね本もとから剥はげた。

「ぐううっ！」

　たまらず指を押さえてうずくまる。ズクズクと指先が脈打つようだった。くそっ！　半なかば八つ当たりで壁をブッ叩たたいた。それがきっかけだった。壁の一部が剥はがれて地面に落ち、乾いた音を立てた。

「ッ？」

　そんなはずはない。おれが殴ったぐらいで石の壁が――。

　壁の欠片かけらを拾い上げようとして、ネイブは自分の右腕を覆ったなにかに気づいた。それは腕の形に写し取られた金剛石アダマスの型だった。月明かりの下でさえ、それはどこからか光を集め、きらきらと輝いていた。

　金剛石アダマス。地上で最も硬い鉱物。

　ネイブの脳裏にひらめきが走った。

　――守るだけじゃない。

　両手をエレメントで覆い、切っ先を鋭く尖とがらせる。グランの“〝黒騎士ブラキス”〟の槍やりに似た、小さな円えん錐すい。渾身の力を込めて、右みぎ拳こぶしを聖堂の壁に打ち付けると、金剛石アダマスの槍は見事に壁に突き立った。

「登れる……！」

　続いて左。剥げた爪つめがズクズクと痛む。歯を食いしばって、やけくそに拳こぶしを打ち込んだ。

「うぐっ！」

　こんなもんじゃない。グランは、ハルは、きっともっと痛かった。

　ザクッ……ザクッ……ザクッ……ザクッ……

　ネイブは進む。通ったあとに深い傷跡を残しながら。懸命に壁を這はって登っていく。

　ようやく登り終え、装飾の列塔の森をくぐり抜ける。聖堂の屋上はまるで凪ないだ海のようだった。一面に続くなだらかな甍いらかはたゆたう水面みなもにも似て、優しく照り返されるのは柔らかい月光。波音を失った静かの海。

　周囲に集まる建物を一望する。開けた景色の中、『塀』が街をぐるりと取り巻いているのがわかった。

　遮るものとてない高み。そこに落ちた影ひとつ。

　ふと吹いた風に、黄金色の髪がさざめいて。

「あはぁ」

　夢見心地の吐息。恍こう惚こつのまなざし。

　この世のものとも思えぬほどに美しく。

　この世のものとも思えぬほどに残酷な。

　あの少女が、棟の上にたたずんでいた。

「遊んでくれるの？」

「…………ああ」

「いつまで？」

「すぐに、終わる」

　すぐに、終わらせてやる。

　月の光をこぼした甍いらかの上を、ネイブは幽鬼のように顔を伏せて歩いた。

「……すぐなの？　なんだぁ、つまんない」

　突如、右腕に痛みが走った。真っ白な羽根がネイブをあざ笑うかのように突き刺さっていた。

「……っ…………」

　アリシュカの姿は見えなかった。

　からかっている。楽しんでいるのだ。猫が死にかけのネズミをいたぶるように。

　――それでいい。

　ネイブは歩いた。

　次は背中だった。針が肉に食い込む感覚。伏せた顔が歪ゆがむ。漏れそうになる呻うめきをどうにか喉のどの奥で噛かみ殺した。声を上げるな。立ち止まるな。振り返るな。

　――まだ。

　ネズミの反応がないのを猫は不満に思うだろう。なぜ悲鳴を上げないの。なぜ痛がらないの。面白くない。面白くない。もっと強く嬲なぶらなきゃ。

　さらなる攻撃は、忌いま々いましいほどに強烈だった。左手、中指の指先。さっき壁を登ろうとして剥はがした爪つめ。血がしたたって赤黒く腫はれたそこを、黒い羽根が正確に貫いた。

　抑えきれなかった声が漏れた。頭の中がぐしゃぐしゃに乱れ、いまにも大声を上げてのたうち回りたい衝動に駆られた。上下の感覚がわからなくなり、痛みを必死にこらえる身体からだがぶるぶると震えた。

　――まだだ……！

　一歩、また一歩と、足裏の感覚を確かめるように歩を進める。

　どどどっ、と肩口に続けて三連射。もう限界だ。気を失いそうだ。それでもやせ我慢をした。

　いたぶってもいたぶってもネズミは痛がらない。どうなってるの、と猫は不思議がる。生きてるの。ひょっとして、もう死んでるのかな。しびれを切らした猫は身をかがめて、ネズミの顔をよく覗のぞき込もうとする……！

　ネイブは顔を上げた。

　眼前に――アリシュカの顔があった。

　色違いの翼を広げて、ネイブの顔を不思議そうに見つめていた。こんな距離まで近づいてくるのは、いつでも逃げられると高をくくっているからだ。ネズミに食い殺されるなどとは夢にも思っていないからだ。

　ずっと考えていた。師匠の言葉。エレメントの使い道。

『逆に考えてみてもいいかもしれない』

〈地の白〉。結晶の盾。輝く外殻。すべてを阻む境界。

　ならば、内側からの攻撃は？　無論通じない。

　ならば……！

　ギィィィィン――

〈地の白〉、発動。

　現れた巨大な結晶が包み込んだのは、ネイブではなかった。

　アリシュカ。

　それは檻おりであった。地上最硬の物質、金剛石アダマスの檻。アリシュカはその内に取り込まれたのだ。がんがんと内側から打突を繰り返すが、結晶はびくともしない。

「そうだろうさ」

　鉄の檻は引きちぎれても、金剛石アダマスの檻は壊せまい。

　胸の内が燃えさかっていた。苦しみに苦しみを重ねてようやくたぐり寄せた細い糸。

「さあ」

　いまそこに。いますぐに。

　笑っている。あいつはなにも知らずに笑っている。エレメントを封じられたことなど知らずに、ただ笑っている。

　あいつを殺すために、おれはここまで来た。

「お前を、終わらせてやる」

　そのときだった。

　しゃらん、と耳に憶おぼえのある音が響いた。

　直後。



「なりません」

　同時に、目を灼やく雷光が視界を引き裂いた。



　なにが起こったのかわからなかった。

　一瞬のうちに吹き飛ばされ、ネイブは屋根の上を転がった。

　――落ちる。

　すぐ目の前に、屋根の切れ目が迫っていた。聖堂はゆうに三階建てを超える高さだ。このまま落ちれば命はない。

「死ね……ない！」

　ネイブはとっさにエレメントを発動させ、右腕に獣のような爪つめを作り出した。夢中で振り回すと、がぎ、とどこかに引っかかって、ようやく止まった。

　――なんだ、いまのは……？

　そろそろと身を起こして、ネイブは痛恨の過ちに気づいた。

　色違いの翼を気持ちよさそうに羽ばたかせ、優雅に飛び立つアリシュカ。

「この……バカ野郎！」

　自らへの罵ば倒とう。

　右腕に装着したアダマスの爪。無我夢中で発動させたまではよかったが、エレメントは一度に一つの動きしかできないことを忘れていた。ここで発動させたということは、すなわちアリシュカの檻おりが解除されてしまったということに他ほかならない。あれほど苦労して捕らえた囚人の牢ろう鍵かぎを、ネイブは自ら開けてしまったのだ。

　怒りがむらむらとこみ上げた。

　――いったい誰だれだ。おれを吹き飛ばした奴は。

　憤りを込めて睨にらんだ先には、三つの姿があった。

　一つは千里眼。怪しい銀目をこちらに向けて、奴は臆おく面めんもなく、

「コレハコレハ、お久しぶりデス」

　なんぞと抜かした。

　二つ目は牡お鹿じかの姿をしていた。美しい毛並みに引き締まった四肢。幾いく重えにも枝分かれしたいかめしい角は淡く光り、その周りでは小さな紫電が無数に弾はじけている。

　――エレメントだ。

　最後の姿を見て、ネイブは目を見張った。

「ありがとう、“〝カリョーテ”〟」

　一枚の真っ黒な外がい套とうで全身を覆った、修道士のような人影。顔が動くたびに、しゃらんと鈴の音が鳴る。右腕が糸を切った人形のそれのようにぶらぶらと揺れていた。いつもの柔にゆう和わさはなりを潜め、もの悲かなしげな表情が覗のぞいていた。

「ザック……さん……？」

「私の咎とがは、私が背負います」

　彼は静かにそう言った。

「ネイブくん……」

　ザックの愁うれいを帯びた目に見据えられ、ネイブはただ混乱するばかりだった。戦いに横よこ槍やりを入れられたと追及する余裕もなかった。

「前に、きみは私の職業について尋ねたことがありましたね。あのとき私は答えなかった。いま、それに答えましょう。私のいまの仕事はね、卵を持つ人間の監視です」

「……！」

「全土統一を目指す我らがゴート帝国にとって、強いエレメントは一騎当千の戦力となります。それを当て込んで、卵のうちに目星を付けて、こちらで孵ふ化かさせて持ち帰る。そんなことをやってるんです。

　そうやって優秀なエレメントを持つ人間は帝国戦士団に入団させられ、戦場へと放ほうり込まれます。望むと望まないとにかかわらずね」

　帝国戦士団員。それはネイブのような一介の傭よう兵へいもどきにとって、望んでやまない地位だった。強さの証。国に貢献しているという確固たる証左。だが、ザックはそんなものは下らないとでも言いたげだった。

「孵化してしまったきみならわかるでしょう。卵を孵化させる手っ取り早い方法は、その持ち主に絶望を与えること。私は様々な卵が割れる瞬間に立ち会いました。絶対の孤独を認識させられた人、唯一すがりついた才能を壊された人、愛する者を殺された人……。そのたびに人はひどい喪失感に苛さいなまれ、壁に頭を打ち付け、泣き叫びます。そういう場面を私は九十七回も見てきました。彼ら彼女らの悲痛な叫びは一つたりとて忘れていない」

　首を振ると、しゃらん、と鈴が鳴った。

　歪ゆがめた顔が、いつぞやのフレアの顔と重なった。

『エレメントなんて、ずっと卵のままが一番いいんだ』

　――そういうこと……だったのか。

「そのうちに、私はとうとう我慢ができなくなりました。望んで卵を持ったならまだしも、中には物心もつかないうちから卵を植え付けられた人も大勢いたからです。そんな人が、こちらの都合で、生きる望みを失うほどの経験をさせられ、あげく戦いの道具として戦場に送られて、失意のうちに死ぬ。そんなことは、起こりえていいものだろうか、と。

　もちろん、勝てば得るものもあるでしょう。戦場で武勲を上げれば、富や名声はいとも容易たやすく得られます。しかし、大切なものを失ってまで得る富や名声になんの価値があるのか。私にはわからない」

　そこで急に千里眼が割って入ってきた。

「アナタの役割ハ武器デス。口や頭ハ必要トされテいないコトをお忘れナク」

「私は彼に話しかけているのです」

「オヤ、怖イ怖イ」

「だから、こんな思いは誰だれにもさせたくない。そう思いながら私は、目を付けられた人間を密ひそかに逃がす手伝いをしていたのです。エレメントのことなど一生知らなくてもいい。普通の幸せを見つけて欲しい。そう思いながら。……しかしついに、私の工作は明るみに出てしまいました。逃がしきれなかった被害者、それがあの子です」

　ザックは少女を肩越しに一いち瞥べつし、それから自じ嘲ちよう的に笑んだ。

「笑ってください。なにもできない私を。英雄なんて呼ばれたって、はん、あの子一人救えやしない」

「えい……ゆう？」

　あっさりと口にされたその言葉は、ひどく現実味がなかった。

「きみたちはロットに私の名をつけてくれました。その行為は微笑ほほえましくもあり、素直にうれしかった。……でもね、ネイブくん。私は申し訳ないとも思ったんですよ。皇帝の左手、英雄と呼ばれているこの人物に、どんな幻想を抱いてくれているんだろう、本物がこんなに情けない奴だと知れば、幻滅するのだろうか……とね」

「じゃあ……じゃあ……！」

　信じられなかった。憧あこがれ続けていた存在が、この、よく見知った――

　目を見開くネイブの前で、彼はその名を口にした。



「アイザック＝オリオルド――それが私の名です」



　渋面。吐き捨てるような口く調ちよう。それらは英雄の名乗りかくあらんやという態度とは正反対のものだった。

「英雄――そんな口当たりの良い言葉で誤ご魔ま化かしてはいますがね。その実、私たちは単なる武器に過ぎないんですよ。主あるじの命めいに従い、敵の流した血も涙も踏みにじって、死体の山を積み上げる、冷酷無比な殺さつ戮りく人形。――羨うらやましいですか？」

　ネイブは絶句した。

　ありとあらゆる美辞麗句で飾り立てられ、褒めそやされる英雄。しかしその内心は、そんな華やかな印象とは相あい容いれないものだった。

　なにも言えないネイブを尻しり目めに、彼は身を翻ひるがえして少女に向き直った。

「しかと目に焼き付けてください、ネイブくん。英雄と呼ばれた虐殺者の姿を。そしてどうか、力を恐れる心を持ってください。――“〝カリョーテ”〟」

　エレメントの名を呼ぶ。牡お鹿じかは前脚をカッカッと地面に打ちつけると、後ろ脚でがばと立ち上がった。雄々しい角が輝きを増す。バリッバリバリガリッ――。

　ぐしゃ！

　雷の生まれる音は、鉄が拉ひしやげる音に似ていた。

　何本もの紫電がアリシュカに襲いかかった。四肢に、胴に、翼にからみついたそれはあたりをまぶしく照らし、黒い翼や髪でさえ白く染めあげた。

　そのときネイブは、オリオルドの正体について話をしたことを思い出していた。

　――雷のエレメントって言ってたのは、シエルだったっけな。

　間違いない。〈天の紫〉だ。一人で生み出した例はほとんどない、ふつうは混合で生み出される属性だ。なるほどな。英雄が持つのにふさわしいや。

　お前の勝ちだよ、シエル。「昼ひる烏がらす亭ていで食い放題」はお前のもんだ。……くそ。

　アリシュカの体を這はい回っていた光がようやく弱まり始めた。

「おや……」

　なんということか。アリシュカは平然と一歩を刻んだ。足にからんだ蛇のような紫電が踏み潰つぶされて消える。

「なんだかピカピカしてたわね、アリシュカ」

　黒い天使は無傷だった。にやにやといやらしい笑みを浮かべ、オリオルドを睥へい睨げいする。

「なるほど、それもそうですね。驚異の再生力を持つ〈天の黒〉。消滅させなければ意味がない」

　オリオルドは冷静だった。

　ネイブの胸に疑問が湧わき上がる。エレメントの攻撃が全く通じないことがわかったというのに、あの落ち着きようはなんだ。

「さあ、かわいいおともだち。アリシュカとあそんでちょうだい」

　アリシュカは踊り子のように両腕を高く振り上げた。黒こく白びやくの翼が、その裸体を覆い隠す。その翼が空気を吹き入れたように膨らむや、夥おびただしい数の羽根が一斉に放たれた。

　白黒入いり交じった無数の矢。オリオルドを串くし刺ざしにせんと、それらは疾風のごとく迫る。

「――“〝セフィーレ”〟」

　オリオルドは低く呟つぶやく。同時にその左腕が右腕と同じようにだらりと下がり、足あし下もとにぶわっと青い海が燃え広がった。

　炎だ。燃えさかる群ぐん青じようの海。その表面を突き破って、巨大な影が空中に跳ね上がった。

　身の丈はオリオルドの倍ほどもある。青炎と同色の肌、太い流線型をした胴には力強い胸びれと背びれ、そしてひときわ大きな尾びれが翻ひるがえる。冷たい瞳ひとみの光が尾を引いて、それは海の魔物――青あお鯱しやちの姿だった。

　――エレメントが二体!?

　ネイブは絶句した。そんな人間がこの世にいるなどと。

『オレ、〈火の青〉って聞いた』

　イドの言葉が蘇よみがえった。

　鯱の描いた軌跡はすべからく青い炎になり、オリオルドの前に炎の壁を作り出す。

　そこに押し寄せた羽根の大軍は、炎に突っ込むや瞬時に消し炭と化した。

　だが、その中で三本だけ、焼かれずに火の海をくぐり抜けた羽根があった。それらはオリオルドの左腕に吸い込まれ、見事に腕を貫通した。肘ひじから先が宙を舞った。

「ああっ！」ネイブの悲鳴。

　黒手袋と外がい套とうに包まれた左腕は、くるりと一回転して屋根に叩たたきつけられた。



　こんっ



　――!?

　ネイブは耳を疑った。肉に覆われた腕があんな音を立てるはずがない。

　そして、ネイブは見た。

　ちぎれた外套から覗のぞいたもの。それは腕ではなかった。

「……嘘うそだ……」

　それは手首ほどの太さをした、ただの薪だった。

「そんな……」

　何度も一緒に酒を飲んだ。身振り手振りはもともと少なかったが、不自然さはまるで感じなかった。なにより、その手はたしかに酒杯を握っていた。なぜ。どうやって。

「……もう、五年以上にもなりますか」

　オリオルドは黄昏たそがれたように口を開いた。

「ひょんなことから手足をなくしてしまいましてね。おかげでこのとおり、芋虫のような身体からだになってしまいました」

「…………っ」

「いまや義手義足なしでは生活すらままならない。無様なものです」

　ネイブはその言葉に引っかかりを感じた。

　――義手……義足!?

　おそるおそるオリオルドの足に目をやる。先日のように左足を引きずってはいたものの、至ってふつう――のはずだった。まさか、あの足も……？

　間かん隙げきの時間は、壊れた笑い声によって断ち切られた。

「きゃはっ！」

　それに応ずるかのようにアリシュカが翼を一打ち。わずかに浮いたまま、彼女はさらに強く翼を打ち振るい、漆黒の髪を振り乱してオリオルドに突進した。

　もはやアリシュカどころではなかった。ネイブは懸命にオリオルドの両足を凝視した。

　一つの仮説。

　薪でできた手足を何不自由なく動かしていたのは、もしやオリオルド本人ではなく――。

「“〝デュオーレ”〟」

　オリオルドが新たな名を呼ぶと同時、オリオルドの右足が、がくりと支えを失ったように折れた。

　激突音。

　アリシュカが真横に吹っ飛び、列塔の一つに激突した。転がったその身体からだから白い煙が上がる。起きあがったアリシュカの半身は、焼きすぎたパンのような色になっていた。火傷やけどを通り越して炭化しているのだ。

　オリオルドの傍かたわらには、第三のエレメントが浮いていた。

　それは赤黒く灼やけた巨大な岩の塊だった。ごつごつとしたのっぺらぼう。その中央を横に走った亀き裂れつが、がばりと開かれた。

　口。

　その中には、液体が満々と湛たたえられていた。あまりの高熱に空間を歪ゆがませ、ぼこぼこと煮えたぎる――溶岩が。

　またも脳裏に蘇よみがえる言葉。

『私が耳にしたのは、溶岩で街を一つ壊滅させた話だったが』

　――師匠。

　ネイブはぶるりと震えた。

　英雄オリオルド。

　どこまで――逸脱している。

「あっ」

　間の抜けた声がした。ふと見ると、オリオルドがどさ、と倒れていた。

「くうっ……痛……」オリオルドは倒れたまま、首だけを動かして言った。「“〝シュローゼ”〟、なにを気をはやらせているのです。上手になるまで、あなたには身体の保持しかやらせないと言ったでしょう」

　子供をたしなめるような口く調ちようだった。その視線の先には、小さな水球が浮かんでいた。その水球はまもなくためらいがちに消え、オリオルドの身体からだがふわと持ち上がった。

　空中に浮いたオリオルドは、まさしく糸の切れた人形のようだった。吊つり下げられているという表現がよく似合う。手足はもはや木切れであることを隠そうともせず、胴にくっついたまま揺られているという案配だった。

　――やっぱり。

　ようやく腑ふに落ちた。オリオルドの有するエレメントは四体。普段はそれぞれが義手義足に一体ずつ乗り移って動かしているのだ。いつも足を引きずっていたのは、最後に現れたあの〈水〉らしきエレメントが義足を操りきれていないからだった。

　持ち寄った噂うわさはすべて真実だった。『巨陸鮫ガレオス』のオリオルド。彼は四体ものエレメントを使役する、まさに戦争の申し子だった。

「おじさまは、あそんでくれるのよね？」

　宙に浮くオリオルドを見上げ、少女はガラス玉のような瞳ひとみで笑いかけた。

「ネネさん……」オリオルドは目を伏せ、「あなたを救ってあげられなかった」

　その目がやがて、ゆっくりと、しかし決然と、開かれる。

「だから、これは私が為すべきことです」

　それが、決着の合図だった。

「飲み込みなさい、“〝デュオーレ”〟」

　赤黒い岩の塊は、がば、と巨大な口を開いた。茹うだった空気が漏れ出て陽炎かげろうとなり、真っ赤に溶けた溶岩が覗のぞいた。

　反撃に転じようと飛び込んできたアリシュカは、たちまちのうちに“〝デュオーレ”〟に食い付かれた。

　それでも少女は笑い続けた。

「きゃははははははははははははははははははっ！」

　一気に上半身を丸ごと口に入れる。アリシュカの翼の先と足は、まだ攻撃を続けようともがいている。だが、無情なことに、それらも二口目で完全に飲み込まれた。

　岩の内側からくぐもった打撃音が届いたが、すぐに聞こえなくなった。

「きゃはははははは……はは……………はは………………………」

　やがて――

　げっぷをするかのように開いた口の中には、赤く渦を巻く流岩。揺らめく熱気。

　それと、それと――

「あ……」

　手が見えた。

　真っ赤に膨れた手。力なく傾かしいでいく。

「赦してくれなどと、都合の良いことは言いません」

　確固たる意志と、静かな怒りを秘めた声。

「私はこれからまた一つ罪を背負います。それを放ほうり出すことなど、誰だれよりもこの私自身が許さない。だからネネさん、私を憎み続けてください。ファレスの御み許もとに還かえっても、ずっと、ずっと。

　私も忘れません。頑かたくなで、意地っ張りで、素直になれなくて、でもとても寂しがり屋で、恥ずかしがり屋で、甘えん坊で――可愛かわいらしかったあなた」

　火ぶくれの手は、ゆっくりと溶岩に飲み込まれて消えた。

　オリオルドは自由になった右手を懐に入れ、小さな鈴を一つ取り出した。

「――そんなあなたを、この手にかけたことを」

　鈴は丁寧に髪に結ばれた。

　しゃらん、と。

　罪の音が、鳴り響いた。また一つ数を増やして。

「ありがとう、“〝デュオーレ”〟」

　岩の塊デユオーレは満足したように口の端を持ち上げると、しゅるしゅると小さくなり、やがて小石ほどの大きさになると、ふっと消え去った。

　――

　終わった。

　シエル、イド、グラン、そしてハル。四人の命を梨なしでももぐかのように軽々しく奪い去ったエレメントは、英雄の持つたった一体のエレメントに、葡萄の実でも潰つぶすかのようにあっさりと消滅させられた。

　終わった、のだ。

　静かだった。甍いらかの海の上。音がすべて奪い去られたかのようだった。奇妙な違和感。

　ゆらゆらと視線を泳がせて、ネイブは気づいた。違和感の正体。それは――

　――ああ、そうか。

　エレメントが消滅するとは、すなわち。

　恐れもせず、哀かなしみもせず、怒りもせず、喜びもせず、ネイブは。

　彼はただ、そっと目を伏せて。



　少女の哄こう笑しようが、やんでいた。



    

  
    
      


終章『咎とがの償い』





　車輪の音はやむことはない。

　からから、からから、からからから。

　狭い馬車だった。

　隣の人間と肩をつきあわせ、向かいの人間と膝ひざをつき合わせ、ネイブはひたすら硬い座席で揺られていた。

　窓際だったのはいくぶん幸運だった。こちら側からは山しか見えないが、真ん中に押し込められるより断然いい。ネイブは雨の降り続く風景にぼんやりと目をやった。

　曇天の下、遠くの山並みは雨の中でかすみ、濡ぬれそぼつ草木はその緑の色をいっそう重く濃くしていた。気が滅め入いりそうな景色だが、嫌いではなかった。

　車内をちらと見れば、向かいの人間はネイブの存在などなきかのごとく、ずっと隣の人間と喋しやべっている。まあ乗り合いとはいえ仮にも馬車なのだ。貧乏人はお呼びでない。

　代わり映えのない景色にも飽きて、ネイブはそっと懐から一枚の紙を取り出し、膝の上で広げた。文字は読めないが、したためられた内容は知っているし、暇つぶしにもなる。

「おっ、そいつはなんですか？」

　向かいの男がめざとく覗のぞき込んできた。ネイブはすぐに紙を閉じたが、

「えっ？」

　どうも見えてしまったらしい。向かいの男は目をまん丸にしてのけぞり、後ろの壁に頭を打ちつけた。その箇所をさすりつつも、驚きの表情は消えない。

「いま、オリオルド……って……書いて……」

　にわかに車内が騒然となった。

　オリオルド!?　オリオルドだって!?　ええどういうことだい!?　なああんた、なあ。ちょっと聞かせておくれよ。

　ネイブは露骨に眉まゆをしかめ、紙を懐深くしまい込んだ。

　うるさい奴らから顔を背け、外に目をやる。

　オリオルド――。



　あの夜。

　黒天使の惨劇が終わりを告げた、修道院。

「なんで止めるんだ！　ザックさん！　いや……オリオルド！」

「私が好きでこんなことをやっていると思うのですか」

　千里眼に食ってかかろうとしたネイブは、オリオルドの義手義足に羽は交がい締じめにされていた。木材が剥むき出しの部分が肌にめり込んで痛かった。

「せめてこいつだけ、こいつだけ殺させろォッ！」

　いまさらのように涙が出てきた。

　こいつがいなければ誰だれも死ななかった。おれが無力感と劣等意識に苛さいなまれるだけですんだ。グランも！　シエルも！　イドも！　――ハルも！　みんな笑って明日を迎えられたんだ！

「――千里眼ッッ！」

「イエ、ですからネ、ソノ名称ハ適切でないト何度モ……」

　暴れるネイブに、オリオルドが悔しげに耳打ちをする。

「これが、彼の役割なんです」

　――役割？　そんなもので誰が納得など――

「あんたは満足なのか？　人を殺して人を戦場に送る！　それがあんたの選んだ仕事なのかよっ！」

「私の内心など考慮されるべきものではありません」

「あんた、それでも英雄かっ！」

「……私が名乗ったわけじゃない」

　苦みの混じった口く調ちように、ネイブの動きがはたと止まった。

　オリオルドははっと口を押さえ、内心を押し隠すように、ともあれ、と続けた。

「きみは自らの選択で卵を受け取ったのです。傭よう兵へいとして活躍したかったのでしょう？」

「でも、こんな……」

「卵を受け取るということはそういうことです、ネイブくん。過ぎた力は犠牲なくして手に入るものではない」

　ネイブはグランの死体に目をやり、すぐに背けた。

　――こんな、おれは、こんな、知ってたら、こんな…………………。

「……収穫、〈地の白〉、ト」

　その声が、呆ぼう然ぜんとなったネイブの耳を素通りしたのは幸運だったのかもしれない。

「行かないぞ。戦場になんて……行ってやるもんか」

　ネイブは歯を食いしばり、ぶるぶると首を振った。こんなことになるなら、エレメントなど望みはしなかった。四人揃そろって活躍できると信じていたからこそのロットだった。そのロットが崩壊した以上、もう戦いに行く理由はない。

　しかし、次に千里眼が発した言葉に、ネイブの耳は引きつけられた。

「彼女タチを……助けられるトしたラ？」

「――――」

　一瞬、なにを言われたのかわからなかった。

「なにを……」

　千里眼はグランとハルを指した。

「タシカニ、この〈地の黒〉の人とアナタの妹さんハ死にましタ」

　続けて、黒くひずんだシエルとイドを指して、言った。

「ケレド、アソコの〈地の赤〉ト〈地の黄〉の人ハ死んだわけデハありませン」

「…………なん……だと」

　握りしめた手のひらに汗がにじむ。

「アレハ『闇賊ダーコ』トいってですネ、人間ノ存在をぶんどっテいく、いわば盗賊ノヨウナものなのデス。アノ人タチの実体はドコにいったのカ、ソレハ誰だれも知りまセン」

「……どういうことだ？」

「盗賊に盗まれたモノは、タシカニその場カラなくなりますガ、ソレハ別の場所ニあるだけデ、壊れたト決まっタわけじゃないでショウ？　それと同様、アノ人タチは、ドコカニ飛ばされテいるダケデ、死んダと決まっタわけデハありまセン」

「……っ」喉のどがつっかえてうまく言葉が出てこない。ネイブは呻うめくように声を絞り出す。

「……っどっ……どうやれば……戻せる……？」

「サア？」

「さあ？」

　ネイブの表情が歪ゆがんだ。

「ワタクシは存じ上げませン」

「なっ……」声が震えた。「なんだよ……。そんなにおれがぬか喜びするのが見たいのかっ……！」

「――ケレドモ」

　有無を言わせぬ声。

「コノ世界ノどこかニ、ソノ方法が転がっテいるとしたラ――ソレを模索するためニ広い世界ニ出ることハ、無意味ナことでしょうカ、ネ」

「……っ……。……あるかどうか、わからないんだろう……！」

「わからないナラ、なおさら探すベキだと思いませんカ？　特に、いまのアナタナラ」

「…………？」

「コノ方々がこうなっタ原因、ヨモヤお忘れデハないでショウ」

「！」

　胸に太い釘くぎを打ち込まれたようだった。千里眼はネイブの良心に問うているのだ。お前のせいでこうなった。それになんの責任も感じてはいないのか、と。

「ソレニ、わからないトいっても、コノ国に限ってのコトデス。他国はワタクシのあずかり知るトコロデハありませんノデ。

　ソコデ、ワタクシは戦士団をオススメするワケデス。戦士団に入れば、配備されるのハほぼ常に国くに境ざかいデス。他国ノ噂うわさに触れる機会モ多いコトでショウ。幸い、我々にはソレを手助けスル用意がありマス。どうでショウ？」

　――どうでしょう、だと!?

　喉のど元もとに怒りがこみ上げる。

　――もはや選ぶ道もないおれに、その一つしかない道を、「選ぶ」と言わせたいのか！

　この――「卑ひ怯きよう者……！」

　千里眼は余裕たっぷりに笑った。

「ヒキョウモノ？　フフ、愉快なコトをおっしゃるのデスネ。せっかくノ親切を切って捨てられテ、アア、胸が痛イ」

　道化じみた仕し種ぐさが癪しやくに障る。ネイブはやけっぱちのような大声で言った。

「行ってやるさ！」

　千里眼を睨にらみつける。

「行ってやるとも！　どこへでも放ほうり込めばいい！　おれは必ず生き残って、この二人を元に戻す方法を見つけ出してやる！」

　そして。

　忘れはしない。

　こんな人間に温かい友情をくれた、グランという男がいたことを。

　そして、こんな人間をその明るさで照らし続けてくれた、ハルという子がいたということを。

　おれは、探し物を見つけに行く。



　オリオルドにもらった紹介状をがっちりと懐に抱え込み、うるさい奴らの追撃を右から左に流す。しばらくそうしていると、ようやく口数が徐々に減り始めた。

　ほっとしていると、ネイブの前に紙袋が一つ差し出された。

「ま、おひとつどうぞ」

　向かいの男だった。袋の中にはビスケットとおぼしきものが五つ六つ。

　男の顔には愛あい想そのいい笑みが浮かんでいる。さっきまで目もくれなかったくせに、オリオルドの文字を見たとたんこれだ。全く抜け目がない。

「ああゴートの船乗りたちが食べてるもんじゃござんせん。こいつはあのアージェールから流れてきたもんでさ。サトウキビが入っててね、だいぶん食べやすいんですよ」

　よく喋しやべる、と思いながら、ネイブはどんな味なのかと袋に手を伸ばした。

　ほおばると、ふんわりとした甘みが口の中に広がった。ゴートの船乗りが食べるビスケットなど知るよしもないが、これならいくらでも食べられそうだった。

　……ふと、あの朗ほがらかな声を思い出した。

『にいや、味見！』

「……っ」

　喉のどが詰まった。

『おいしい？　おいしい？』

　視界がぐんにゃりと歪ゆがんだ。

「さあもっと、遠慮せずに」

　ネイブは返事もできずに、うつむいてかぶりを振った。

「そうですか。ま、お近づきになれたのは光栄ですよ。きっとこれからさぞかしご活躍なさるんでしょうねえ。あっそうだ自己紹介を。私、ロキウス同盟の――」

　聞く余裕などなかった。涙がこぼれないようにするので精一杯だった。

　顔を見られないように、半なかば強引に窓の外に目をやった。

　すると――

　水没した世界に、一条の光が投げかけられるのを、ネイブは見た。

　重々しい曇天を切り裂いて、いつの間にか晴れ間が顔をのぞかせていたのだ。

　そして。

　久方ぶりの光を浴びてさんざめく緑の山やま間あいに、美しい虹にじがかかっていた。

　赤、橙。黄。緑。青。藍あい。紫。それらが見事に調和して、一つの弧を形作っている。

　なぜだかそれは、ひどくネイブの胸を衝ついた。

　あんなに。あんなに、きれいに。

　みんなに見せてやりたかった。

　みんなで、あの虹を眺められたら。

　叶かなうはずもない願いは、ネイブの胸をいっそう強く締めつけた。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



「しっ……しめきり破ったら……許さないんだからねっ！」

　と、担当様ことツンデレーナ＝ゲシュペンスト＝フォン＝コダマ嬢がおっしゃるのでございます。

　だぼだぼのタートルネックの裾をぎゅっと掴つかんで、ツインテールをふるふると震わせながら、あまつさえ顔を真っ赤にしておっしゃるものですから、私はそんな彼女の怒った顔見たさについつい〆切を破ってしまうのです。何様。



　はじめまして。七なな位い連れん一いちと申します。

　突然ですが、最近、身の回りに起こった不可解な出来事についてお話したいと思います。

　あれは三日前。肉体的にも人生的にも惰眠をむさぼっていた私の元に一通の手紙が届きました。いぶかりながら封を切った私は、驚くべき一行を目にしたのです。

「お前の名前で本が出るぜベイベベイベベイベベイベ」

　ベイ？　ベベイ？　いえいえ着目すべきは前半であります。

　無論心当たりなどありませんでしたが、頭骨の内側に収められているおミソを適当につっついてみますと、はたと思い当たるふしを見つけました。

　足かけ二年にわたり、私はとある活動を展開しておりました。その活動内容とは、就職を決めた友人や後輩たちの元におもむろに押しかけ、

「就職活動を一秒もせずに就職する必殺技はないだろうか」

　と真顔で教えを請うことでありました。

　実際、そのたびに路傍の生ゴミを見るような目を向けられたのですが、わたくし、そういう視線、正直、お嫌いでない。

　さておき。おそらく、このような活動を続けるうちに、彼ら彼女らのうちの誰だれかが私のために、こっそりと小説を書き上げ、しかるべきところに送って下さったのでしょう。差別用語を投げつける裏でそんなことをしているとは、こっ、この、このぅ。

　まったく、世の中ツンデレばかりであります。



　以下の方々に、この場を借りて感謝を。

　絵師の光こう崎さき瑠る衣い様。表紙を拝見した瞬間、女子高生ばりの黄色い声を上げてしまいました。担当のコダマ様。もうよりかかりっぱなしです。審査員の先生方、ＭＦ文庫Ｊ編集部のみなさま。押し上げてくださった手間を無駄にしたくはありません。下げた頭が上がらないので、もう一生地面だけ見て暮らそうかと考える今日この頃ころであります。あ、アリが、がんばってる。



『我々はフリーターではない。フリーマン自由人なのだ』

七位連一



    

  
    
      

　著者

　七位連一（なない・れんいち）

　　本作で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞。

　　和歌山生まれ。

　　毎年とある時期になると実家から恒例の物資、５ｋｇ箱みかんが届きます。和歌山のみかんは世界一ィィィ！　と叫んで橙色の天国をむさぼる私の目に飛び込んできた箱の文字「三重県御浜町」。ひっそりと涙をぬぐったのは、霜柱張る寒い冬の日のことでありました。



　イラスト

　光崎瑠衣（こうさき・るい）

　　２月12日生まれ。クリスチャンです。

　　愛知県出身。現在東京在住。

　　ゲーム会社で、主にキャラクターデザインを担当させていただいてました。

　　現在は、フリーイラストレーターとして働いています。

　　公式ＨＰ「ＧＬＡＳＳ ＨＥＡＲＴ」

　　http://www.yoji.mobi/
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